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施工法                                           　　 　　 （4.3.4～4.3.5)

 ・特定埋込み杭工法(建築基準法に基づく埋込杭工法とし、杭材料は指定又は

　                  認定条件に適合するもの)

先端部形状     ※開放形         ・閉そく平たん形             　　　(4.3.3)

 ・セメントミルク工法　　支持地盤への掘削深さ　　・1.5ｍ程度 ・　　

支持地盤への根入れ深さ　・１ｍ以上　・　　

水平方向の位置ずれ精度　・100mm以下　・　　mm以下

 杭の継手　　　※アーク溶接（　　　　）　・無溶接継手（　　　　）　(4.3.6)

 杭頭の処理    ※切断しない     ・                                 (4.3.8)

　　　　　　　　東城ストックヤード施設新築工事設計図

仕　様　書

Ⅰ　共通仕様
　　1.本共通仕様及び特記仕様に記載されてない事項は、「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共

　　2.標仕に用いられている用語を次のとおり読み替える。

　　　(1)「契約書」を「建設　　　　工事請負基準約款」（以下「約款」という。）に読み替える。

　　　(2)「監督職員」を「監督員」に読み替える。

　　　(3)「特記仕様書」を「特記仕様」に読み替える。

　　3.次の各号に該当する標仕の項目について、標仕の規定を別表に置き換えて適用する。

４
 
地
 
業
 
工
 
事

　　　なお、(参考　・　)は標仕の「各部配筋　参考図」を表す。

　　3.特記事項に記載の(　．．　)内の表示番号は、標仕の当該項目、当該図または当該表を示す。

　　　・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

　　　・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　2.特記事項は、・印の付いたものを適用する。

　　1.項目は、番号に　　印の付いたものを適用する。　　

Ⅱ　特記仕様

　　　項　　目 　　　　　特　　記　　事　　項章
　　4.製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また（　）内は製品名を示す。

※請負工事費500万円以上の場合は登録する。                        　 (1.1.4)１ 工事実績情報ｻｰﾋﾞ
 　ｽ(CORINS)への登録

１
 
各
 
章
 
共
 
通
 
事
 
項

　　別　表（建築工事）

号        項   目 　　　　      置 き 換 え 後 の 標 仕 の 規 定

１章　各章共通事項

 1.1.2　用語の定義(1)

いう。

(ア)「監督員」とは、約款第10条に基づき受注者に通知された者を

１節　共通事項

(セ)「書面」とは発行年月日及び氏名が記載された文書又は

電子決裁処理された電磁的記録をいう。

　 く。)を含む。

　 況、出来形、品質及び出来ばえの検査(ただし、②に係る検査を除

　 発注者又は検査職員が行う検査をいい、 工事の施工体制、施工状

　　①工事の完成(約款第32条)

　　③部分引渡しの指定部分に係る工事の完成(約款第39条)

　　④契約の解除時における出来形部分(約款第48条)

　　⑤必要があると認めたときの臨時検査(約款第50条)

　　②部分払の請求に係る出来形部分又は部分払指定工事材料等

　　　(約款第38条)

(ナ) ｢工事検査」とは、約款に基づく次の各事項の確認をするために

　　　(1)　1章　各章共通事項　1節　共通事項　1.1.2 用語の定義の(ア)、(セ)、(ナ)

　　　建築工事標準仕様書（建築工事編）令和４年版」（以下「標仕」という。）による。

　　　(2) 　〃　　　　　　　　　　　　　　　 1.4.2 材料の品質の(１)及び(２)

　　　(3)　 〃　　　　　　　　　　　　　　　 1.4.4材料の検査等の(１)

　　　(4)　 〃　                             1.6.1工事検査の(２)及び(３)

　　4.次に掲げる標仕の規定は、適用しない。

　　　〃    1.6.2　技術検査　

　　　1章   1.1.2　用語の定義の(ニ)　

1.4.2　材料の品質等

   品目については、当該名簿に記載されている材料又は製造所の製品

   とするほか、設計図書に定める品質及び性能を有するものとし、新

   　なお、「新品」とは、品質及び性能が製造所から出荷された状態

   であるものを指し、製造者による使用期限等の定めがある場合を除

   き、製造後一定期間内であることを条件とするものではない。

   品とする。ただし、設計図書に定めのある場合は、この限りでない。

(１) 使用する材料は「建築材料・設備機材等品質性能評価事業建築

   材料等評価名簿（契約時の最新版）」の名簿に記載されている

　 証明となる資料を、監督員に提出する。

   　ただし、設計図書に定めるＪＩＳ又はＪＡＳの材料で、ＪＩＳ

   る材料を使用する場合は、 あらかじめ監督員の承諾を受けたとみ

   又は ＪＡＳのマーク表示のあるものを使用する場合又はあらかじ

　 め監督員の承諾を受けた場合(次の(ｱ)から(ｳ)のいずれかに該当す

   なすことができる。)は、この限りでない。

(２) 使用する材料が、設計図書に定める品質及び性能を有することの

　 (ｱ) 建築基準法その他の認定品で、マーク等の確認ができる材料

　 (ｲ) 建築材料・設備機材等品質性能評価事業　建築材料等評価名簿

　　   に記載されている材料又は製造所の製品（特記で標仕の規定に

　　   基づく品質及び性能以外を規定した場合を除く｡)

　 (ｳ) 特記により指定された材料又は製造者の製品

1.4.4　材料の検査等 (１) 工事現場に搬入した材料は、種別ごとに監督員の検査を受ける。

　 (ｲ) 建築基準法その他の認定品と指定された材料で、工事完成検査

　　の承諾を受けた場合は、この限りでない。

　　ただし、次の(ｱ)若しくは(ｲ)に該当する場合又はあらかじめ監督員

　　   クを確認できる場合

　 (ｱ) 工事完成検査時又は工事写真で、ＪＩＳ若しくはＪＡＳのマー

　　   る場合

　　   時又は、工事写真で品質、性能を証明するマーク等を確認でき

1.6.1　工事検査

(３) (１)の通知又は(２)の請求に基づく検査並びに約款第48条及び

　　第50条に規定する検査は、発注者から通知された検査日に受ける。

(２) 約款に基づく部分払を請求する場合は、当該請求に係る出来部分

　 等の算出方法について監督員の指示を受けるものとする。

(2)

(3)

(4)

２ 既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭地業

２ 工事用水

３ 工事用電力

４ 仮設建物等

構内既存の施設　　※利用できない　　　・利用できる（※有償　　・無償）

構内既存の施設　　※利用できない　　　・利用できる（※有償　　・無償）

現場事務所､倉庫､下小屋等の仮設建物の位置はあらかじめ監督員の承諾を受ける。

１ 監督員事務所等 ・監督員事務所　・10　・20　・35　・65　・　　㎡程度を設ける。      (2.3.1)

・仮設事務所の中に監督員用空間を　　㎡程度確保する。

・監督員が使用できる備品として、下記のものを工事期間中現場に用意し、貸与

　する。

　・保護帽　　ケ　　・雨具　　着　　・長靴　　足　　・安全帯　　組

２
 
仮
 
設
 
工
 
事

 　取合い

手すり据置き方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

｢手すり先行工法に関するｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ」に基づく足場の設置に当たっては、同ｶﾞｲ

ﾄﾞﾗｲﾝの別紙１｢手すり先行工法による足場の組立等に関する基準｣における2の(2)

５ 足場 

・処分地未特定のため、場内仮置きとし契約後変更とする

　 処理

３
 
土
工
事

１ 埋戻し及び盛土 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種 ・Ｄ種 ・建設汚泥から再生した処理土　(3.2.3)(表3.2.1)

・構内指示の場所（・敷き均し　　　・堆積）　　　　 　　　　　　　　(3.2.5)２ 建設発生土の

１ 試験

2

2
・杭の載荷試験　・鉛直載荷試験　・水平載荷試験               

・地盤の載荷試験　 ※平板載荷試験　   ・　

　試験位置　※図示　　載荷荷重　　　N/mm

　試験位置　※図示　　載荷荷重　　　N/mm

　位置、本数及び寸法　　※図示　・監督員の指示による

４
 
地
 
業
 
工
 
事

２ 既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭地業

 ・遠心力高強度プレストレストコンクリートくい（ＰＨＣ杭）

 ・外殻鋼管付きコンクリートくい（ＳＣ杭）

 ・プレストレスト鉄筋コンクリートくい（ＰＲＣ杭）

種類　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　(4.3.1)(4.3.3)

・試験杭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.2.1～4.2.5)

２４追加特記　６「工事区分表」による。

に、撮影計画書を作成して、監督員に提出する。

きるように行うものとし、「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　営繕工事写真

工事施工状況写真の撮影は、工事に係る材料、施工及び品質管理の状況が確認で

ただし、あらかじめ監督員の承諾を受けた場合は、撮影計画書の作成を省略できる。

大きさ　※キャビネ　・半紙　・電子データ（２００dpi/inch）

写真専門業者の撮影したカラー写真　　　部提出する。（ネガ又は電子データ共）

する。

工事完了後整理のうえ監督員に提出する。　　提出部数　　　部

　工事完成写真は、着手前の敷地全景(敷地の位置は朱線で記入)、外部全景４面、

　内部主要各室、屋外施設その他監督員が必要と認め指示した個所等とする。

施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に委譲するものと

　提出部数等　(・A1　　部　・A3　　部　・ＣＡＤデータ）

　・案内図及び配置図　・平面図　・立面図　・断面図  　　     (1.7.1～1.7.3)

　・仕上表　　・建物の保全に関する説明書(取扱説明書を含む｡)　　

　・その他監督員が指示した図面

次のものを作成し提出する。なお、作成方法・部数等は監督員の指示による。

２４追加特記　８「化学物質の濃度測定」による。          　          (1.5.9) 
   濃度測定

※実施する(　　　　　　　　　　　　)                　　　　　　　  (1.5.5)

※これにより難い場合は監督員と協議する。

カーテンウォｰル工事 ・カーテンウォｰル施工(ＰＣ)　・サッシ施工　・ガラス施工

標仕に記載されていない特別な材料の工法は、材料製造所の指定工法による。

金属工事　　　　　　・内装仕上げ施工（鋼製下地工事作業）

　　　                                                         (1.5.2)
　 適用工事種別　　　　　　　　　　　技 能 検 定 の 職 種

鉄筋工事　　　　　　・鉄筋施工(鉄筋組立て作業)

コンクリート工事　　・型枠施工

鉄骨工事　　　　　　・とび

ﾌﾞﾛｯｸ･ALCﾊﾟﾈﾙ工事　 ・ブロック建築　　・ＡＬＣパネル施工

タイル工事　　　　　・タイル張り

木工事　　　　　　　・建築大工

左官工事　　　　　　・左官

塗装工事　　　　　　・塗装（建築塗装作業）

植栽工事　　　　　　・造園

屋根及びとい工事　　・建築板金（内外装板金作業）　

建具工事　　　　　　・サッシ施工　　　・ガラス施工　　　・自動ドア施工

防水工事　　　　　　・防水施工（・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業　・塗膜防水工事作業

　　　　　　　　　　　・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業　・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業）

内装工事　　　　　　・内装仕上げ施工（・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事作業　・ﾎﾞｰﾄﾞ 

　　　　　　　　　　　仕上げ工事作業）　　・表装（壁装作業）　　 

石工事　　　　　　　・石材施工（石張り作業）

２４追加特記　７｢発生材の処理等｣による。　　　　　　　　　　　 (1.3.8)

※要(                  )　　　 　 　　　  　　         　　 　　　　(1.3.3)

　・多雪地域の指定　　積雪区分　建告示第１４５５号　別表（　　）

　・地表面粗度区分　　・ Ⅰ　・ Ⅱ　・ Ⅲ　・ Ⅳ

　・地区の区分に応じた風速（Ｖo（m／sec））　・ ３０　・ ３２

建築基準法に基づき指定する条件                                      (1.2.2)３ 品質計画等

２ 概成工期 ※無し　　・有(工期　令和　　年　　月　　日)                        (1.2.1)

４ 工事の記録等

５ 電気保安技術者

６ 発生材の処理等

７ 特別な材料の工法

８ 技能士

９ 見本施工

10 化学物質の

11 完成図等

12 施工図等の取扱

13 工事完成写真

14 特別完成写真

15 工事施工状況写真

16 設備工事との

契約書に基づく履行報告に当たり、報告に用いる書式等は「工事運行マニュアル

（広島県土木部都市局営繕課）」による。　　　　　　　　　　　　　　　(1.2.4)

番号に○印を付けたものを適用する。

７
 
鉄
 
骨
 
工
 
事

※１２ ×・金属複合板

　(窯業系ﾊﾟﾈﾙ)

・押出成形ｾﾒﾝﾄ板 ※Ⅰ類

・Ⅱ類 ・     ×

※１５ × ※無石綿に限る

　　　適　　用　寸法(㎜)：厚さ×幅　　　　 種　　類

乾式保護材の材料                                                   (9.2.2)

 　硬質ウレタンフォーム断熱材2種1号若しくは2号

 ※JIS A 9521発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ断熱材若しくは、JIS A 9521

 ※JIS A 9521押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ3種bA(ｽｷﾝ層付）

　材質　露出防水断熱工法

　材質　屋根保護防水断熱工法

断熱工法の断熱材　厚さ(mm)　※ 25　・    　                        (9.2.2)

アスファルト　　※３種　　　　　　　　　　　　　                 　(9.2.2)

・ＢＩ－２

・Ｄ－２

・Ａ－２

・ＡＩ－２

・ＡＩ－１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(9.2.2)(9.2.3)(表9.2.3)～(表9.2.9)

　　　　　　　　　　　　施　工　箇　所   種　別

１ アスファルト防水９
 
防
 
水
 
工
 
事

                                          (8.5.2～8.5.4)(表8.5.1)(表8.5.2)

・間仕切壁

　施工箇所

※有り(   )

・無し

※無し

・有り(   )・C種

・B種

・B種

・A種

  工法    耐火性能  厚さ(mm)

　ﾊﾟﾈﾙ

・ﾀｲﾙﾍﾞｰｽﾊﾟﾈﾙ

・ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾈﾙ

※ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙ

・ﾀｲﾙﾍﾞｰｽﾊﾟﾈﾙ

・ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾈﾙ

※ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙ

   表面形状

・外壁ﾊﾟﾈﾙ

   幅(mm)　 (ＥＣＰ)

４ 押出成形ｾﾒﾝﾄ板

９ デッキプレート
 　の溶接 ・隅肉溶接　　　・　

・焼抜き栓溶接　・アークスポット溶接　　　　　　　　　　　　　　　 (7.7.8)

10　耐火被覆

・

・湿式吹付けﾛｯｸｳｰﾙ

・半乾式吹付けﾛｯｸｳｰﾙ

・耐火材

　吹付け

・乾式吹付けﾛｯｸｳｰﾙ

　　　　　　　種　別　　　　　　　　　　　所要性能及び適用構造区分

・ﾗｽ張りﾓﾙﾀﾙ塗り　　

・耐火材巻付け

・耐火板張り

11 アンカーボルトの ※構造用ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ(形状、寸法は図示による。)　     　　　　　       (7.10.3)

・建方用ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ(・Ａ種　　※Ｂ種)　　　　　                    (表7.10.1)　 保持及び埋込み工法

12 柱底均しモルタル

13 錆止め塗料塗り ※Ａ種　　・Ｂ種　　　　　 　　                             　　(表18.3.1)

※Ａ種　　・Ｂ種　　                                            (表7.10.2)

                                                            (7.9.2～7.9.7)

１ 補強ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 ﾌﾞﾛｯｸの種類等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(8.2.2)(8.2.3)(8.2.5)

・

断面形状及び圧縮強さ
による区分

正味厚さ
(mm)

ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び寸法(mm)
長さ 高さ

化粧の有無

・無　・有

適用箇所

モルタルの調合（容積比）　　・セメント（　　　）：砂（　　　）

各部の配筋　　　※図示　　　・監督員の指示による

及び塀
２ ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ帳壁

８
 
コ
ン
ク
リー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
及
び
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

断面形状及び圧縮強さ
による区分

正味厚さ
(mm)

ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び寸法(mm)
長さ 高さ

化粧の有無

・無　・有

適用箇所

ﾌﾞﾛｯｸの種類等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(8.3.2)(8.3.3)(8.3.4)

・無　・有

・空洞ﾌﾞﾛｯｸC（16）

・型枠状ﾌﾞﾛｯｸ20

・無　・有・

各部の配筋　　　※図示　　　・監督員の指示による

壁鉄筋の継手、定着及び末端部の折り曲げ形状　　※図示　・　

塀の厚さ　　・　　

耐火性能・有り(・1時間 ・2時間)

※平パネル

・C種　・D種　・E種

・A種　・B種

　　　　取付け工法種別等

※標仕8.4.5による・980

・2350 ・3530 ・100 ・150

・100

・

・80 ・100

・

・100

　厚さ(mm)

・1180 ・1960

単位荷重(N/㎡)　　 種 類

・外壁パネル

※平パネル

・意匠パネル

・間仕切パネル

・屋根パネル

・床パネル

３ ＡＬＣパネル                                  (8.4.2～8.4.5)(表8.4.2)(表8.4.3)(表8.4.4)

間仕切壁パネル構法　　耐震性能（　　　　　　　　）

・監督員の承諾する製作工場　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　(7.1.3)

２ 施工管理技術者 ※適用する　　・適用しない　　　　　　　　　　　　　　　　　(7.1.3)(7.1.4)

鋼材の材質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　   (7.2.1)(表7.2.1)３ 鋼材

  種類の記号　　　　　　　使 用 箇 所　　　　　　　　　　　　規格等

※JIS規格による

※JIS規格による

４ 高力ボルト ※ﾄﾙｼｱ形高力ﾎﾞﾙﾄ ・ＪＩＳ形高力ﾎﾞﾙﾄ ・溶融亜鉛めっき高力ﾎﾞﾙﾄ    　 (7.2.2)

・その他建築基準法に基づき認定を受けたもの（　　　　　　）

５ 工作図

 ※建築工事監理指針による　　　・図示

高力ボルト及び普通ボルトの縁端距離､ボルト間隔､ゲージ等     　　　　(7.3.2)

６ 開先形状 ※鉄骨工事技術指針による　　　・図示　　　　　　　　　　　　　　　 (7.6.4)

７ スカラップ ※図示による　　　・監督員の指示による　　　　　　　 　　　　　　　(7.6.7)

８ 溶接部の試験 ＡＯＱＬ　　※４．０％　　・２．５％  　      　　　　　　　      (7.6.12)

 　  試験の種別　　　　　　  　試験箇所 　　　　 　　　　 試験方法　　

・超音波探傷試験(UT) ※標仕7.6.12(ｲ)による

検査水準　　※第６水準 　 ・図示　                   　  (7.6.12)(表7.6.2)

１ 鉄骨製作工場

・建築基準法第77条の56に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を

　受けた㈱日本鉄骨評価センター又は（株）全国鉄骨評価機構の「鉄骨政策工場

　の性能評価基準」に定める「　　グレード」として国土交通大臣から認定を

　受けた工場又は同等以上の能力のある工場

・

10 寒中コンクリート ・適用する　※適用しない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.11.1)

 厚さは合板の厚さとする。                                         (表6.2.4)
　 打放し仕上げ
９ コンクリート

 種　別 　コーン穴の仕上げ面

・面うち　・ 面と同一

・面うち　・ 面と同一

・12ｍｍ

　厚さ

※12ｍｍ　・ 15ｍｍ

※12ｍｍ　・ 15ｍｍ

　　施 工 箇 所

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

５ 混和材料の種別

６ 無筋コンクリート

・側溝類コンクリート　　　・裏込めコンクリート　　　・　

・配管埋設用コンクリート　・防水層保護コンクリート　・捨コンクリート

７ 型枠材料

ひび割れ誘発目地　　※図示　・監督員の指示による

外部に面するコンクリート打放し仕上げ（仕上塗材、塗装等の仕上げを行う場合を

コンクリートの増打ち厚さ     ※２０mm     ・　

よる品質計画で定める。また、粗面の状態は、監督員の承諾を受ける。

適用範囲は１１章タイル工事 ３コンクリート素地面の処理による。

の場合は、モルタルの接着に適した粗面に仕上げる工法を 1.2.2｢施工計画」に

８ ｺﾝｸﾘｰﾄ躯体表面
　 の処理

※混和剤 　・混和材　　   　　　　　　　　　　　　　　　           (6.3.1)

含む。）の打増し厚さ　　※20mm　・図示      　　　　　　　　　　　 (6.8.1)

外装ﾀｲﾙ後張り面の躯体表面の処理                    (6.8.3)(11.3.5)(15.3.4)

 ＭＣＲ工法又は（15.3.4）(4)による目荒らし工法とする。なお、目荒らし工法

るものとする。ただし、無筋ｺﾝｸﾘｰﾄに用いる場合を除く。

・高炉セメントＢ種（                             ）

３ セメントの種類

水和熱

・Ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    

４ 骨材の品質 アルカリシリカ反応性による区分　　　　　　　　　　　　　　　(6.3.1)(6.5.4)

28ｄ

7ｄ 352 J/g以下

402 J/g以下

６
 
コ
 
ン
 
ク
 
リ
 ー

 
ト
 
工
 
事

２ ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ ※Ⅰ類　　　　・Ⅱ類　　　  　　　　　　　　              (6.2.1)(表6.2.1)
　 の類別

※Ｂ(※コンクリート中のアルカリ総量Ｒｔ=3.0kg/m 以下)3

※普通ポルトランドセメント又は高炉セメントのＡ種   (6.3.1)(6.3.2)(表6.3.1)

※下記のコンクリートは無筋コンクリートとして扱う。　　　　　　　 （6.14.1）

普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞの品質は、JIS R 5210に示された規定の他、次の規定の全てに適合す  

・１８

 　施　工　箇　所

・

・

・・　

・

・建物躯体

　　　　　スランプ2　　設計基準強度 Fc(N/㎜ )
　 設計基準強度
１ 普通ｺﾝｸﾘｰﾄの 　

※２４

・２１

※構造体ｺﾝｸﾘｰﾄ：発注強度=設計基準強度(Ｆｃ)+構造体強度補正値(Ｓ)

適用箇所　　※図示　・　

※Ｈ形(□は除く)　・　　　　 　　        　　　　　　　　　　 　 (参考2.2)

５ 最上階柱頭補強

耐震壁　　※図示

※行う    　・ 行わない　  　　　　　　　　　　                  (参考2.1)

一般壁　　※Ａ形　　・Ｂ形　　・図示　　　　　　　　　　　　　　 (参考4.4)

７ 梁貫通孔の補強

・既製品(建築基準法による指定又は認定を受けたもの)

※Ｈ形　　・ ＭＨ形　　・ Ｍ形       　　   　　　　　　　　　　 (参考7.1)

※超音波探傷試験     ・引張試験    　　　　                        (5.4.9)８ 圧接完了後の抜取

６ 壁開口部の補強

　 形式

試験

４ 帯筋

９ 機械式継手 適用箇所　　※図示　・　

10 溶接継手

本　杭

試験杭 上杭

中杭

下杭

上杭

中杭

下杭

継手数 ｾｯﾄ数
ｺﾝｸﾘｰﾄ強 鋼管厚

（mm）
杭径
(mm)

杭長
(mm) 持力(kN/本)

長期設計支
備考種類 度(N/mm )2

３ 場所打ち コンクリートの種別及び設計基準強度 　　　　　　　　　  　 (4.5.4)(表4.5.1)
　 コンクリート杭地業

セメントの種類　※高炉セメントＢ種    ・                           (4.5.4)

帯筋　　※参考2.2④丸形(ロ)　・図示　　　　　　　　　　　　　　　　(4.5.4)

鉄筋の最小かぶり厚さ　・　　mm　・図示

組み立てた鉄筋の節ごとの継ぎ手　※重ね継手　・重ね継手の長さ　図示による

鉄筋かごの補強　・図示　

　（      ）種かつ（     ）Ｎ/㎜2  以上   

・拡底杭工法 （※安定液使用  ・               ） 

・オールケーシング工法(孔内の水張　※行う　・行わない)　

・リバース工法

掘削工法　　・アースドリル工法(※安定液使用　・無水掘削)　　　   　(4.5.5)

孔壁測定    ・行う  ・ 行わない                             (4.5.5～4.5.6)

・場所打ち鋼管コンクリート杭工法（鋼管の材料　・　　 ）(4.5.6)

スランプ　 （　　　）                          

５ 床下防湿層 施工箇所　※建物内の土間ｽﾗﾌﾞ及び土間ｺﾝｸﾘｰﾄ下（ﾋﾟｯﾄ下を除く)        (4.6.5)

　　　　　・図示による

４ 砂利地業 ※再生クラッシャラン　　・ 切込み砂利及び切込み砕石                (4.6.2) 

５
 
鉄
 
筋
 
工
 
事

１ 鉄筋の種別 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.2.1)(表5.2.1)

・　　

・ＳＤ３４５

 種類の記号　　　　　　　　呼　び　径　（mm）　　　　　　　　備　　考

異形鉄筋

異形鉄筋・ＳＤ２９５

呼び名19mm以上の柱、梁の主筋　※ガス圧接　　・重ね継手　 　　　　　(5.3.4)２ 鉄筋の継手及び
　 定着 継手位置 ※各部配筋参考図による ・図示 

機械式定着工法の適用　　　・適用箇所（・　　　　　　・図示　）

・種類（　　　　　　　　　）

３ 鉄筋の最少かぶり
　 厚さ

最小かぶり厚さは目地底から算定する 　　　　　　　　　　　　　　  　(5.3.5)

耐久性上不利な箇所（塩害等を受けるおそれのある部分等）の最小かぶり厚さは

下表による。

施 工 箇 所 表5.3.6の値に加える寸法（mm）

・

撮影要領(令和５年版)による工事写真撮影ガイドブック（令和５年版）」を参考

提出部数　　部

印刷物若しくは電子データ(DVD等のメディア)で提出する。

図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺

A-1冨
永

東城ストックヤード施設　新築工事

R

特記仕様書1

※構外搬出適切処理(指定場所：　　　　　)

・100

R8・8



　
木
 
工
 
事

12９
 
防
 
水
 
工
 
事

・「製材の日本農林規格」以外の製材12
　
木
 
工
 
事

見付け材面数 見付け材面の品質

※ １等・ ２等

※ １等・ ２等

※ １等・ ２等

施工箇所 樹種 品名 寸法
(mm)

３ 造作用集成材

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

化粧薄板：
芯材：

芯材：
化粧薄板：

化粧薄板：
芯材：

※１等 ・２等

※１等 ・２等

※１等 ・２等

面の等級
見付け材寸法

(mm)
見付け材
面数

化粧薄板
の厚さ(mm)樹種施工箇所 品名

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり構造用集成柱

化粧薄板：
芯材：

芯材：
化粧薄板：

化粧薄板：

施工箇所 品名 樹種 寸法
(mm)

見付け材
面の品質

化粧薄板
の厚さ(mm)

芯材：

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

含水率

※15％以下 ・　

※15％以下 ・　

見付け材面の品質樹種施工箇所 寸法
(mm)

※15％以下 ・　

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

※15％以下

・

※15％以下

・

※15％以下

・

化粧薄板 芯材 寸法 化粧薄板 見付け材 含水率面の品質の厚さ(mm)(mm)の樹種の樹種
施工箇所

※15％以下

・

※15％以下

・

※15％以下

・

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり構造用集成柱
化粧薄板 芯材 寸法 化粧薄板 見付け材 含水率面の品質の厚さ(mm)(mm)の樹種の樹種施工箇所

ホルムアルデヒド放散量  ※ 規制対象外　・ 
「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材

表面の品質 防虫処理

表面の品質 防虫処理
の適用

施工箇所 品名 種別 樹種 寸法
(mm)

・ 無し（　　　　　　　　　）

・ 有り

・ 無し（　　　　　　　　　）

・ 有り

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する

・ 無し（等級：　　　　　　）

・ 有り

・ 無し（等級：　　　　　　）

・ 有り

（・ 天然木加工 ・ 塗装加工）

（・ 天然木加工 ・ 塗装加工）

(・天然木化粧加工・塗装加工)

(・天然木化粧加工・塗装加工)

(12.2.1)

の適用品名 寸法施工箇所 (mm)

寸法
(mm)施工箇所 含水率

・

・

※14％以下

※14％以下

曲げ性能
(強度等級)

接着性能
(使用環境)

施工箇所 品名 板面の品質

針葉樹　※C-D以上　・　

針葉樹　※C-D以上　・　

単板の
樹種名

広葉樹　※2等以上　・1等

広葉樹　※2等以上　・1等

※ 1類

・ 2類

※ 1類

・ 2類

接着の
程度

・ 

※5.5

・ 

※5.5

厚さ
(mm)

６ 合板等

４ 造作用単板積層材

・「合板の日本農林規格」による構造用合板

施工箇所 強度等級

・指定しない

(        )

・指定する

・指定しない

(        )

・指定する

・指定しない

(        )

・指定する

樹種名

・適用する
・適用しな
い

・適用する
・適用しな
い

・適用する

・適用しな
い

※C-D
　以上

・

※C-D
　以上

・

※C-D
　以上

・

品質

・1級

　以上
※2級

※2級
　以上

・1級

※2級
　以上

・1級

接着
の程度

※１類

・特類

※１類

・特類

・特類

※１類

品名 厚さ
(mm)

・

※12

・

※12

※12

・

保存
処理 の適用

防虫処理等級

・「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板

・１類 ・２類

・１類 ・２類

・１類 ・２類

・適用する ・適用しない

・適用する ・適用しない

・適用する ・適用しない

防虫処理化粧板に使用する
単板の樹種名施工箇所 厚さ

(mm)
接着の程度

・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板

・１類 ・特類

・１類 ・特類

・１類 ・特類

・適用する ・適用しない

・適用する ・適用しない

・適用する ・適用しない

施工箇所 品名 防虫処理単板の樹種名 接着の程度厚さ
(mm)

６ 合板等

品目 防虫処理

・「合板の日本農林規格」による特殊加工化粧合板

・適用する ・適用しない

・適用する ・適用しない

・適用する ・適用しない

化粧加工
の方法施工箇所 厚さ

(mm)

・１類 ・２類

・１類 ・２類

・１類 ・２類

接着の程度 単板の
樹種名

施工箇所 厚さ
(mm)

※13タイプ

・ ・

※P又はM

・

※15

※15

・

※P又はM

・・

※13タイプ

・パーティクルボード
表裏面の状態 曲げ強さ 難燃性

による区分
接着剤
による区分による区分による区分

・構造用パネル

等級品名施工箇所 厚さ(mm)

・１級 ・２級 ・３級 ・４級

・１級 ・２級 ・３級 ・４級

・ミディアムデンシティーファイバーボード（ＭＤＦ）

施工箇所 厚さ
(mm)

表裏面の状態
による区分

曲げ強さ 接着剤 難燃性
による区分による区分による区分

７ 接着剤 (12.2.2)(12.2.3)ホルムアルデヒドの放散量    ※ 規制対象外  ・    

８ 防腐・防蟻処理 (12.3.1)(12.3.2)・ 防腐、防蟻処理を省略できるが樹種による製材

　　　　適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

・ 薬剤の加圧注入

適用部材 保存処理性能区分

・ Ｋ２ ・ Ｋ３ ・ Ｋ４
・ Ｋ２ ・ Ｋ３ ・ Ｋ４

・ Ｋ２ ・ Ｋ３ ・ Ｋ４

・ 防虫処理

・ 薬剤の接着材への混入
　適用部位（　　　　　　　　　　　　　　） 

　適用部位（　　　　　　　　　　　　　　） 

１ 長尺金属板葺 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(13.2.2)(13.2.3)(表13.2.1)

　屋根葺形式 長尺金属板の種類 　板厚(mm)

※0.4

・　

※塗装溶融55％ｱﾙﾐﾆｳﾑ亜鉛合金めっき鋼板

・　　　　　　

・　　　　　　
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屋
根
及
び
と
い
工
事

２ 折　板　葺                                                 (13.3.2)(13.3.3)(表13.2.1)

　
金
　
属
　
工
　
事
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・適用しない

・適用する

・適用する

・適用しない

・適用しない

防虫処理

・適用する

含水率施工箇所 樹種
寸法
(mm)

（※A種 ・B種） 

 造作材の場合 

（※A種 ・B種） 

 造作材の場合 

（※A種 ・B種） 

 造作材の場合 

造作材の材面
の品質

（　　　　   ） 

（　　　　   ） 

（　　　　   ） 

形　式

形状(mm) 山高(　　　）山ﾋﾟｯﾁ(　　　)　板厚　※ 0.6　　・ 0.8

※重ね形　　・はぜ締め形　　・かん合形

３ と　い

掃除口　　　　　　・有り　　・無し

材 種　　　　　　 ※配管用鋼管　・硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管 　  (13.5.2)(表13.5.1)

　　　　　　　　　・　

鋼管製といの防露　※ 標仕表13.5.4による

２ ステンレスの表面

１ あと施工アンカー  ※ 適用する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(14.1.3)

                                                                  (14.2.1)

３ アルミニウム及び                                                         (14.2.2)(表14.2.1)

　
金
　
属
　
工
　
事
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・No２Ｂ程度

　　種　類

※ＨＬ程度

・鏡面仕上げ

　　　　　　　　　　施　工　箇　所

・

 　の引抜き耐力試験

　 仕上げ

　 アルミニウム合金
　 の表面処理

　色合い　　種　別

・ﾌﾞﾗｯｸ

　無着色

　　　　　　　　施　工　箇　所

・BB－１種

・BB－２種 ・ﾌﾞﾗｳﾝ系  ・ｽﾃﾝｶﾗｰ

材　料

(規格等)

軒先面戸板

断熱材

耐火性能 ※30分耐火　　・ 無し

※有り（種別　　　　厚　　mm）　　・ 無し

※有り　　・無し

・

   表面処理法　 　　　　施　工　箇　所　　　　　種　別

・Ａ種(板厚6.0ｍｍ以上)

・Ｂ種(板厚3.2ｍｍ以上)

・Ｃ種(板厚1.6ｍｍ以上)

・Ｄ種

・Ｅ種

・Ｆ種

電気亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき

４ 鉄鋼の亜鉛めっき                                                         (14.2.3)(表14.2.2)

・

ただし、建築基準法に基づき指定する条件により、定まる風圧力に対応した

　 中央部　　　周辺部
　野　縁

野縁受、吊りﾎﾞﾙﾄ、ｲﾝｻｰﾄ
施　工　箇　所

　　　　　下地材の間隔（㎜）

ふところが３ｍを超える場合の補強　　※図示　　　　・　　　　　　　(14.4.4)

工法を、標仕1.2.2[施工計画書]による品質計画で定める。

５ 軽量鉄骨天井下地 屋外の場合の形式及び寸法                                (14.4.3)(表14.4.2)

※下記以外は、標仕14.4.3及び表14.4.2による

※塗装溶融55％ｱﾙﾐﾆｳﾑ亜鉛合金めっき鋼板

・１種　・２種　・３種　・４種　・５種耐力による区分

５ 直交集成板

 入隅部の増張り(S-F1、SI-F1工法の場合)　・行わない　・行う(幅　　mm程度)

 目地処理(接着工法)　　※図示

 　　　　　設置数量　※製造所の仕様　　・    ㎡当たり１箇所

 脱気装置　種類　　　※製造所の仕様　　・　

・

・

　　 種 別

 ・ シルバー

 ・ カラー ・軽歩行

  使用分類

・非歩行

 仕上塗料塗り　　 施 工 箇 所　厚 さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      (9.4.2)(9.4.3)(表9.4.1)(表9.4.2)

接着工法の場合　　　　　　　　　　　 　　　　　　      　　　　　　(9.4.3)

ＰＣコンクリート部材下地　　　　　　 　　　　　　      　　　　　　(9.4.4)

３ 合成高分子系
 　ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水

表面仕上げの種別 適用箇所

機械加工 ・ Ｂ種

 ・ Ｃ種

 ・ Ｈ－Ａ種

 ・ Ｈ－Ｂ種

 ・ Ｈ－Ｃ種

手加工

 ・ Ａ種

２ 製材 (12.2.1) (12.4.1) (12.5.1) (12.6.1) (12.7.1)(表12.2.1)(表12.2.2)

・「製材の日本農林規格」による下地用針葉樹製材
材面の
品質樹種  寸法 含水率等級(mm)

保存
処理形状

※ 2級　・　

※ 2級　・　

※ 2級　・　

施工箇所

12 １ 表面仕上げ (12.1.4)(表12.1.1)(表12.1.2)
　
木
 
工
 
事

タイルの試験張り　※行わない　・行う（※外装タイル　・　　　　　　）

３ コンクリート素地

　施工範囲　　※ 図示

・ＭＣＲ工法　・目荒らし工法　　　　　　　　　　　　　　　　　    (11.2.7)
 　面の処理

下地モルタル塗り　※標仕15.3.5

・「製材の日本農林規格」による広葉樹製材
材面の
品質

※ 10％以下

※ 10％以下

・　

・　
※ 10％以下
・　

等級

※ 1等　・　

※ 1等　・　

※ 1等　・　

寸法
(mm)樹種施工箇所 保存

処理含水率

・　

・「製材の日本農林規格」による造作用針葉樹製材

施工箇所 樹種 寸法
(mm) 等級 材面の

品質
保存
処理

見え掛り面以外

見え掛り面

※ 小節以上

※ 上小節

含水率形状

・　

備考欄に記載された商品名等は、品質の程度を示すための参考商品名である。

役物：標準的な曲がり（小口、標準、二丁、屏風）の役物は一体成形とする

タイルの見本焼き　　※ 行わない　・ 行う（※外装タイル　・　　　　　　)

２ 壁タイル張り工法

11
　
タ
 
イ
 
ル
 
工
 
事

形状寸法

  （㎜)

耐凍害性

なしあり 施釉

うわぐすり 役 物

標準 特注

色 備 考

・

・

・

・ ・

・

・

・ ・

・

・

・ ・

・

・

・ ・

・

・

・ ・

・

・

・ ・

・

・

・ ・

・

・

・

タイルの種類　　　　　         　　　　　　　　　　　　　　　　 　(11.2.2)

あり なし無釉
施工場所
・用　途

１ 磁器質タイル

１ 天然石張り

　 施工とすることができる。この場合は、受注者と施工者との連名の保証書とする。

　 業協同組合と連名の保証書を提出する。ただし、県が認めた場合は、組合員外の

 ※防水工事は、新潟県防水工事業協同組合員の施工とし、受注者は新潟県防水工事

　保 証 期 間

１０年間

１０年間・　　　　　　　　工法

・　　　　　　　　工法

　　　工 法 種 別 　　　　　施 工 箇 所

６ 防水の保証等

　 ただし試験成績書を監督員に提出し、承諾を得た場合は試験を省略できる

 ※簡易接着性試験　・引張接着性試験(施工部位　　　　　　)

接着性試験　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　　(9.7.5)

　　　シーリング材の種類(記号)　　　　　施 工 箇 所
下表以外は標仕表9.7.1による。　                　　　　　 (9.7.2)(表9.7.1)５ シーリング

　・設ける

設置数量　※製造所の仕様　・    ㎡当たり１箇所

種類　　　※製造所の仕様　・　

種別 Ｘ－１の脱気装置

       備　考

仕上塗料塗り

・シルバー　・カラー・Ｘ－２

・Ｘ－１

　　種別 　　     　 施　工　箇　所
　 　　　　　　　　　　　　　　       　　(9.5.2)(9.5.3)(表9.5.1)(表9.5.2)４ 塗膜防水

外装タイル　・密着張り・改良積上げ張り・改良圧着張り

内装タイル　・改良積上げ張り  　　　　　  　　　　　　　(11.2.7)(表11.2.3)

ユニットタイル（内装タイル以外）　・マスク張り・モザイクタイル張り

・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材
ホルムアルデヒド放散量  ※ 規制対象外　・ 　　　　　　　　　　　　(12.2.1)

・直交集成板（ＣＬＴ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(12.2.1)

・「合板の日本農林規格」による普通合板　　　　　　　　　　　　　　(12.2.1)

・

　　　　　　　　　　　施　工　箇　所

・

　 シート防水
２ 改質アスファルト　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　 (9.3.2)(9.3.3)(表9.3.1)～(表9.3.3)

　厚 さ　 種　別

　
石
 
工
 
事

10
石の種類・表面仕上げ　　　　　　　　　　　　　(10.2.1)(表10.2.1)(表10.2.2)

　仕上げの種類 厚さ(㎜)寸法(mm)  種　類

※正方形に近い矩形

施工箇所 種類 等級

・床石 ※２等

２ テラゾ張り 種石の種類　　　　　　※大理石　　　　　・　　　　　　 　　 　　　(10.2.1)

表面仕上げ　　　　　　※本磨き　　　　　・　　　 　　　　　　 　(表10.2.2)

床石張りの石裏面処理　　　・　行う　　　　　　　　　　　　　　    (10.6.2)３ 床及び階段の石張り

屋内のワックス掛け　　　　・　行う                                (10.1.5)

単板の板面の

※保証書の提出部数　正本　部・副本　部

　 直均し仕上げ

１ 床コンクリートの
　
左
　
官
　
工
　
事
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ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ(ﾊﾟﾈﾙ構法)範囲

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ(溝構法)範囲

   　　施 工 箇 所 　平たんさ（㎜）

1mにつき10以下

3mにつき 7以下

塗料塗りの場合も含む

　　　　　備　　考

２ 仕上塗材仕上げ

・内装薄塗材Ｅ

・外装薄塗材Ｅ

　　　呼　び　名 　　　　仕上げの形状等

　砂壁状じゅらく

・薄付け仕上塗材

　　種　　類

・

・

・

・複層塗材ＲＥ

・複層塗材Ｅ

・複層塗材ＣＥ 

耐候性　※３種　・２種　・１種

上塗材

溶媒　　　※水系　　・溶剤系　　

樹脂　　　※ｱｸﾘﾙ系　・　　　

外観　　　※つやあり　・つやなし

　　　　　・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系

　　　　　・ﾒﾀﾘｯｸ

・複層仕上塗材

・防水形複層塗材Ｅ

・

※砂壁状　・着色骨材砂壁状

防水形は増塗を行う。

・ゆず肌　・凸部処理　※凹凸状

下表以外は標仕表6.2.5及び標仕15.4.2による        (表6.2.5)(15.4.1)(15.4.2)

・防水形複層塗材ＲＥ

　　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　(15.6.2)(表15.6.1)

※施工箇所

※左官業者

３ しっくい塗り

　　　　室名 部位

防火材料の指定　※屋内の壁、天井の仕上げ材は防火材料とする。　　　(15.6.2)

厚さ(mm) 表面処理

・

・ｽﾃﾝｶﾗｰ

・ﾌﾞﾗｯｸ

・ﾌﾞﾗｳﾝ系

　無着色

　色合い寸法(mm)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 　　(14.6.2)(表14.2.1)

　 材 種

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

・

　製法

・押出し

・ﾛｰﾙ

※ﾌﾟﾚｽ

・　

伸縮調整継手　※設けない　・設ける（施工箇所は図示）　　　 　　 　(14.6.3)

・ﾊﾟﾈﾙ形

・ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ形

　　形　状

７ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製笠木

コーナー部及び突当たり部等の役物は笠木本体製造所の仕様による。

 種　類  呼称肉厚(㎜)     固定間隔・方法

る条件により定める

建築基準法に基づき指定す

オープン形式アルミニウム製笠木の種類       (14.7.2～3)(表14.2.1)(表14.7.1)

６ 金属成形板張り

・BB-1種

・BB-2種

  表面処理及び色合い

・350形 　2.0以上

・300形

・250形 　1.6以上

　1.8以上

・ 　 

・BA-1種

・BA-2種

・ﾌﾞﾗｳﾝ系

・ﾌﾞﾗｯｸ

・ｽﾃﾝｶﾗｰ・ 
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外部に面する樹脂製建具の性能等級(ｺﾝｸﾘｰﾄ下地及び鉄骨下地)(16.3.2)(表16.3.1)

　種別

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種 Ｓ－６

Ｓ－５

Ｓ－４

耐風圧性  気密性

Ａ－４
　Ｗ－５

Ｗ－４

 水密性  枠見込み(mm) 施工箇所

４ 樹脂製建具

・見本の製作　　　　（建具番号　　　　　　　　　　　　　）　　  　(16.1.4)

・特殊な建具の仮組等（建具番号　　　　　　　　　　　　　）

※適用する（適用部品及び適用位置は図示による）　 　　　　　　　　（16.1.6）

１ 見本の製作等

２ 防犯建物部品

外部に面する建具の性能等級等(ｺﾝｸﾘｰﾄ下地及び鉄骨下地)    (16.2.2)(表16.2.1)

表面処理   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (16.2.4)(表14.2.1)

　種別  水密性 気密性耐風圧性

Ｓ－２

Ｓ－３

・Ｄ種

・Ｅ種

施工箇所 枠見込み(mm)

外部に面する建具の性能等級(木下地)　　　　　　　　　　　(16.2.2)(表16.2.2)

Ｗ－３

Ｗ－３

Ａ－３

Ａ－３

 枠見込み(mm) 施工箇所

※７０

・

・　　Ｗ－５

・

※Ｗ－４

 水密性 気密性

※Ａ－３

・

　Ａ－４Ｓ－６

Ｓ－５

Ｓ－４・Ａ種

※Ｂ種

・Ｃ種

３ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具
　種別 耐風圧性

施工箇所

外部建具

内部建具

　　　  種　別

※BB-１種

・BB-２種

・　 ・ 

　　　　　　 色　合　い　等

・無着色

・標準色（※ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ)

・無着色

・標準色（※ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ)・BC-２種

・BC-１種　　・　　

外部に面する樹脂製建具の性能等級(木下地)　　　　　　　　(16.3.2)(表16.3.2)

施工箇所 枠見込み(mm) 水密性

Ｗ－３Ａ－４

 気密性耐風圧性

Ｓ－２

Ｓ－３・Ｅ種

・Ｄ種

　種別

外部に面する樹脂製建具の遮音性能等級   　(16.3.2)(表16.3.2)

外部に面する樹脂製建具の断熱性能等級   　(16.3.2)(表16.3.3)

熱貫流率（W/（㎡･K)

1.9以下

1.5以下

1.1以下

2.3以下

2.9以下

・Ｈ－６

・Ｈ－７

・Ｈ－８

・Ｈ－５

・Ｈ－４

施工箇所

適用箇所は建具表による

断熱性の等級

性能等級

・Ｔ－１

・Ｔ－２
適用箇所は建具表による

施工箇所

番号に○印を付けたものを適用する。

新潟県左官業協同組合主催の「漆喰塗り技能者資格講習会」の修了者立ち会い

のもとで施工すること。ただし、これによることができない場合は、理由及び
施工者を明らかにした書面を提出し、監督員の承諾を受けて施工するものとする。

※材料、下地、調合、塗り厚、工程及び工法

　「既調合しっくい塗り標準仕様書」（新潟県土木部都市局営繕課）による。

図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事

特記仕様書2 A-2冨
永

外壁

R8・8



9

19

　 塗装業者４

18
　
塗
　
装
　
工
　
事

　種別　※Ａ種　・Ｂ種（施工箇所：　　　　　　　　　　　　　　　　）

１ 素地ごしらえ せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面及びその他ﾎﾞｰﾄﾞ面の継ぎ目処理工法の場合　(18.2.7)(表18.2.7)

２ 錆止め塗料塗り ２回目の錆止め塗料塗り　                                        （18.3.3）

３ 耐候性塗料塗り 鉄工面耐候性塗料塗りの上塗り塗料                                （18.7.2）

亜鉛メッキ鋼面耐候性塗料塗りの上塗り塗料                        （18.7.3）

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面耐候性塗料塗りの種別                （18.7.4）

　・Ａ種　　　・Ｂ種　　　・Ｃ種

　・１級　　　・２級　　　・３級

　・１級　　　・２級　　　・３級

ガラス留め材　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　    (16.14.2)(表9.7.1)17 ガラス留め材

           　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　(16.14.5)18 ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ積み

壁用金属枠及び補強材

化粧目地モルタルの色　※モルタル色　　・　

シーリング材料

下記以外は標仕表9.7.1による    　　　       　(16.14.5)(9.7.2)(表9.7.1)

品質　JIS A 5759による

19 ガラス用フィルム

19

工法　　※熱溶接工法　・突付け（施工箇所　　　　　　　　 　）　 　(19.2.3)

　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　(19.2.2)１ ビニル床シート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　(19.2.2)２ ビニル床タイル

・

・

　 注意喚起用床材

３ 誘導用、 視覚障害者用床ﾀｲﾙ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (19.2.2)

４ ビニル幅木 厚さ(mm)　　※1.5　　・   　　・       　　　　 　　　　　 　     (19.2.2)

Ω未満

Ω以下、 又は、

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 　(19.2.2)５ 帯電防止床ﾀｲﾙ

６ カーペット敷き ・織じゅうたん 　 　　　　　　　　　　　　　　　(19.3.2)(19.3.3)(表19.3.1)

・タイルカーペット　　　　　　　　　　　　　                    　(19.3.3)

　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 (19.4.2)(19.4.3)(表19.4.4～表19.4.8)

　
内
　
装
　
工
　
事

　
内
　
装
　
工
　
事

材　質　　ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗料　(※標準色　・　　　)

仕上種別　※平滑仕上げ　・防滑仕上げ

塗布量　　ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗のうえ主剤2回塗りとし、総塗布量は0.5Kg/㎡以上とする。

材　質　　水性ｱｸﾘﾙ系塗料　(※標準色　・　　　)

仕上種別　ｺｰﾃｨﾝｸﾞ(ﾛｰﾗｰ刷毛塗り)

塗布量　　主剤2回りとし、総塗布量は0.25Kg/㎡以上とする。

 　　　　　　　　　　　　　 　　    　(19.5.2～19.5.7)(表19.5.1～表19.5.4)

・天然木化粧複合

　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ1等

・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ1等

・直張り工法

・接着工法

・

・根太張り工法

・

・

・

※なら

※なら

※なら

種　別樹　種品　　名 工　法

・A種

・B種

※C種

・行う

・行わない

現場塗装仕上げ

・行う

・行わない

・行う

・行わない

畳の種別　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　(19.6.2)(表19.6.1)

・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種(・KT-Ⅰ　・KT-Ⅱ　※KT-Ⅲ　・KT-K　・KT-N)

・強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうﾎﾞｰﾄﾞ ＧＢ－Ｓ

・12.5（不燃）　 ・15.0（不燃）

・9.5（準不燃）　・12.5（準不燃）

・9.5（準不燃）　・12.5（不燃）

・凹凸ﾀｲﾌﾟ(※12.0　・15.0)　((個)不燃)

※ﾌﾗｯﾄﾀｲﾌﾟ(※9.0　・12.0　・　　　)

・15　・20　・25

・　　　　　　　　　　　ﾀｲﾌﾟ2(無石綿)

・15　・20　・25

　　　　　厚さ(mm)・規格等

　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　(19.7.2)(表19.7.1)

 JISの記号

ＨＷ

ＮＷ

０.８ＦＫ

ＤＲ

ＧＢ－Ｒ

ＧＢ－ＮＣ・不燃積層せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・けい酸ｶﾙｼｳﾑ板

・普通木毛ｾﾒﾝﾄ板

・硬質木毛ｾﾒﾝﾄ板

　　　　種　　類

・ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板

　9.5(不燃)　・化粧無(下地張り用)

　　　　　 　・化粧有(ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様)

ＧＢ－Ｆ

・

   その他のﾎﾞｰﾄﾞ張り

目地処理の処理

・目透し工法

・せっこうボードの目地処理                              (19.7.2)(表19.7.5)

せっこうﾎﾞｰﾄﾞのｴｯｼﾞの種類 施　工　箇　所

・継目処理工法

・突付け工法

軽量鉄骨下地ﾎﾞｰﾄﾞ遮音壁の遮音ｼｰﾙ材　 　　　　　　　　　　(19.7.2)(表9.7.1)

　・適用しない

・ﾃｰﾊﾟｰｴｯｼﾞ ・ﾍﾞﾍﾞﾙｴｯｼﾞ　

・ﾍﾞﾍﾞﾙｴｯｼﾞ ・ｽｸｴｱｴｯｼﾞ

　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　(表19.7.1)

　　　　　種　　　類

ＲＷ－Ｂ

ＧＷ－Ｂ

　　記　号 　厚さ(mm)

※25　・　

※25　・　

・ﾛｯｸｳｰﾙ吸音材料

※ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音材料

・　・　

                                                                  (19.8.2)

　　　　壁 紙 の 種 類
   防火性能の級別  備　考

※不燃・準不燃・難燃

※不燃・準不燃・難燃

※不燃・準不燃・難燃

　せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面　 ※Ｂ種　　・Ａ種（施工箇所：　　　　　　　　）

　ﾓﾙﾀﾙ､ｺﾝｸﾘｰﾄ面　　 ※Ｂ種　　・Ａ種（施工箇所：　　　　　　　　）

素地ごしらえ                        (19.8.3)(表18.2.4)(表18.2.5)(表18.2.7)

織物紙製 ﾋﾞﾆﾙ 化学繊維

・

・

・

・

・

・・

・

・・

・

・

無機質

・

・

・

施工箇所

　保温板

厚さ(mm)

・ﾋﾞｰｽﾞ法

　ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

　保温板

・押出法
　ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

・硬質

　ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ ・２種

断 熱 材 の 種 類

・

断熱材                                                     (6.8.2)(19.9.2)

・

   打込み工法

・Ａ　・Ｂ　・Ｃ

・Ａ　・Ｂ　・Ｃ　・Ｄ

・Ａ　・Ｂ　・Ｃ　・Ｄ・３種ｂ

・３種ａ

・２種ｂ

・１種ｂ ・Ａ　・Ｂ　・Ｃ

　スキン層 ・あり　　・なし

・１種 ・１号　・２号　・３号

・１号

・断熱材

　兼用型枠

建設技術評価規定（昭和53年　建設省告示第976号）に

基づき建設大臣が評価した工法

・

・１号・３種 ・Ａ　・Ｂ　・Ｃ　・Ｄ

・１種 ・Ａ　・Ｂ　・Ｃ　・Ｄ　・Ｅ・１号

・Ａ　・Ｂ　・Ｃ　・Ｄ　・Ｅ
・Ａ　・Ｂ　・Ｃ　・Ｄ　・Ｅ

・２号

・ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ

　断熱材

・３号

・４号

・２種 ・１号Ａ　・２号Ａ　・３号Ａ

・３種 ・１号Ａ

・３号

　断熱材 ・２号 ・Ａ　・Ｂ　・Ｃ　・Ｄ　・Ｅ　・Ｆ

・２号 ・Ａ　・Ｂ　・Ｃ　・Ｄ

・
・

・

・

・

・

・

・

・

断熱材の種類　　　　・Ａ種１　　・Ａ種１Ｈ                        (19.9.3)

   発泡工法 断熱材の吹付け厚さ　・　　mm

１ 基本要求品質

　特記以外の建物内部に使用するユニット及びその他工事の既製品等の品質、又は

                                                                  (20.1.2)20
　
ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事

２ 耐震スリット 　　方　向

・垂直方向

・水平方向

※完全(全貫通型)ｽﾘｯﾄ

　　 表 面 仕 上 げ 　 耐火性能

・耐火型

 防水性能

・有り

・無し

　目地寸法(㎜)

※20×10

※20×10ｼｰﾘﾝｸﾞ材（内外とも）

ｼｰﾘﾝｸﾞ材（見え掛かりのみ）

　　　 　目　地　材

内壁（幅×深さ）

外壁（幅×深さ）

製品を構成する材料のホルムアルデヒドの放散量はＦ☆☆☆☆を基本とする。なお

該当する材料等がない場合において、Ｆ☆☆☆☆以外の材料等を使用する場合は監
督員の承諾を受けること。

３ ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　(20.2.2)

施工箇所

　

　構　法

・ﾊﾟﾈﾙ構法

・溝構法　

・ﾊﾟﾈﾙ構法

・溝構法　 ※50未満

※50未満

(mm)

・　

・　

・0.6G

・1.0G

・0.6G

・1.0G

注(2)

表面仕上げ材耐荷重性能

・3,000N

注(1)

・5,000N

・3,000N

・5,000N ・ﾀｲﾙｶｰｯﾍﾟﾄ

・帯電防止床ﾀｲﾙ

・ﾀｲﾙｶｰｯﾍﾟﾄ

・帯電防止床ﾀｲﾙ

注(1)：耐荷重性能5,000Nについては、国土交通省の建設技術評価「耐震型ﾌﾘｰｱｸｾｽ

     　ﾌﾛｱの開発」において評価を取得したもの又は同等のものとする。

注(2)：表面仕上げ材の品質・規格等は、19章内装工事による。

 仕上り高

 水平力

 適用地震時

ｽﾛｰﾌﾟ及びﾎﾞｰﾀﾞｰ

　
ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト
　
及
　
び
　
そ
　
の
　
他
　
工
　
事

20

　※製造所の標準仕様（ただし、構成材は標仕20.2.2(2)(ｲ)による）

・１号　　・２号　　・３号　　・４号

・Ａ　・Ｂ　・Ｃ　・Ｄ　・Ｅ

1616
　
建
　
具
　
工
　
事

　
建
　
具
　
工
　
事

※日本塗装工業会の会員　　・監督員の承諾する業者

　　建具の種類 　　　　　　　　　材　　　種

・ｼｰﾘﾝｸﾞ材　　※ｶﾞｽｹｯﾄ（FIX部はｼｰﾘﾝｸﾞ材）アルミニウム製

鋼製及び軽量鋼製 ※ｼｰﾘﾝｸﾞ材

※ｼｰﾘﾝｸﾞ材ステンレス製

　    寸 法(mm)

　呼び寸法 　厚さ

        表 面 形 状         性 能 等

 耐火性能

※無し

・　・　

※無し

 防火性能 パターン　　色　調

※クリア

・　

壁用金属枠の種類

・　

※アルミニウム製

・　

・標仕16.2.3のｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具の材料による

　　　　　　　規格及び補強材等

被着体の組合せ
記号 主成分による区分

　　　　　　シーリング材の種別

耐久性による区分

　　　 名　称

※ｶﾞﾗｽ飛散防止ﾌｨﾙﾑ

・

第２種

 種 類 　　　張 り 面

※内張り　・外張り 飛散防止率　95%以上

　　　性 能 値

　　　種　　類

※発泡層のないもの

・発泡層のあるもの

・

・ＨＳ・ＫＳ 

※ＦＳ・ＴＳ 

　 JISの記号 　　色　　　柄

※無地　・ﾏｰﾌﾞﾙ柄

※柄物　・無地

※2.0

　　厚さ(mm)

　　　　　種　　　　類

※ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

・単層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

・複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

・置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

・薄型置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ ＦＯＢ

ＦＯＡ

ＦＴ

ＴＴ

ＫＴ

 JISの記号 厚さ(mm) 　　　備　　考

※2.0

・

・

・

・

　　形　状

JIS T 9251

ﾌﾞﾛｯｸﾊﾟﾀｰﾝ

による

色彩は黄色を

原則とする・

※300×300×60 ・300×300×30

・

※300×300

※300×300

　　　　寸　法 (㎜)種　類

・塩化ﾋﾞﾆﾙ系

・ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ系

・磁器又はせっ器ﾀｲﾙ

・ｺﾝｸﾘｰﾄ系

・磁器又はせっ器ﾀｲﾙ

 屋　外

 屋　内

適用箇所

種　　類

・ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

・ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

　　　　

・ ・　

・　

※4.0又は4.5

※2.0　・　

　厚 さ(mm) 　　　　　　性　　能

体積抵抗値(JIS K 6911による)
９

1.0×10

漏洩抵抗値(JIS A 1454による)
10

1.0×10

　 色・柄等

・柄物(標準品)

※単一色(無地)

   帯 電 性

人体帯電圧

　※3kV以下　

　・　・ｶｯﾄ､ﾙｰﾌﾟ併用

・ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

   ﾊﾟｲﾙ形状     織 り 方

・ｳｨﾙﾄﾝｶｰﾍﾟｯﾄ

・ﾀﾞﾌﾞﾙﾌｪｰｽｶｰﾍﾟｯﾄ

・ｱｷｽﾐﾝｽﾀｰｶｰﾍﾟｯﾄ・Ｃ種

・Ｂ種

・Ａ種

  種 別

　　　ﾊﾟｲﾙ長(mm) 　　 工　法    帯 電 性

人体帯電圧

 ※3kV以下

 ・

・ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ工法

※全面接着工法※5.0～7.0　・　

※4.0～6.0　・　

※4.0

・・ｶｯﾄ､ﾙｰﾌﾟ併用

・ﾚﾍﾞﾙﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

・ﾏﾙﾁﾚﾍﾞﾙﾙｰﾌﾟ

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

　　 ﾊﾟｲﾙ形状

種　別

※第一種 

・ ・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

※ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

ﾊﾟｲﾙ形状 電気抵抗値(Ω)

※適用しない

・10 Ω以下 ・　

施 工 箇 所

・　

・　・　

　　　　種　　別

・弾性ウレタン塗り床材

・エポキシ樹脂塗り床材

               仕 上 げ の 種 類

※平滑仕上　・防滑仕上　・つや消し仕上げ　　 

※薄膜流し展べ工法（※平滑　・防滑）

・厚膜流し展べ工法（※平滑　・防滑）

・樹脂モルタル工法（※平滑　・防滑）

・薄膜型塗床工法

寸　法

※500角

層　厚

・タフテッドカーペット　　　　　　            　(19.3.2)(19.3.3)(表19.3.2)

　※適用する(適用箇所は建具表による)　　・適用しない

　・ Ｓー４　　・ Ｓー５　　・ Ｓー６

（上表によるほか、建具製作所の仕様による性能など資料を提出し、
　監督員の承諾を受ける。）

・図示

　・適用する（適用箇所は建具表による）

　・適用する（適用箇所は建具表による）

　・ Ｓー４　　・ Ｓー５　　・ Ｓー６

かぎ箱　市販品　形式　・３０組用　・６０組用　・１２０組用　

鍵札数量　　　　　・錠前１組に２枚とする　・錠前１組に　枚とする

マスターキー　　　※製作する（　　本）　　・製作しない　 　   　　(16.8.4)

ふすまの縁の仕上げ　　・塗り縁　・生地縁　　　　　　　　　　　 (表16.7.10)

ふすまの上張り　　※新鳥の子又はﾋﾞﾆﾙ紙程度　・鳥の子　    　　　(表16.7.3)

かまち戸の樹種　　かまち（　　   　）　鏡板（   　　　）　　    　(16.7.2)

曲げ加工　　　※普通曲げ　　・角出し曲げ　　　　　 　　　　　　 　(16.6.5)

表面仕上げ　　※ＨＬ仕上げ　・鏡面仕上げ　　　　　　 　　　　　 　(16.6.4)

　                                           (16.9.2)(16.9.3)(表16.9.1～4)

凍結防止措置　　※ 行わない　　・ 行う（　　　　　　）　　  　　　(16.9.3)
※適用する（適用建具及び適用位置は図示による）                  （16.10.1）

シャッターの種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (16.11.2)

　・屋内用防火シャッター　　・防炎シャッター
　・管理用シャッター　　　　・外壁用防火シャッター　　　

管理用シャッター及び外壁防火シャッターの耐風圧強度　(　　　　　　) N/㎡　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　        (16.11.2)

開閉機能　　※上部電動式（手動併用）　・上部手動式　  (16.11.2)(表16.11.1)

一般重量シャッターのシャッターケース　※設ける　　・設けない  　 (16.11.2)

開閉形式　　※手動式　・上部電動式（手動併用）       　　　　　　(16.12.2)

外部に面するシャッターの耐風圧強度  (            ) N/㎡   　　 　(16.12.2)

スラット　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (16.12.3)(16.12.4)(表16.12.2)

ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ等　※鋼板製　・ｽﾃﾝﾚｽ製SUS304(厚さ1.5mm) 　　　　　　　(表16.12.2)

ｼｬｯﾀｰｹｰｽ　　厚さ（mm）　・0.4　・0.8　・　 　 　　　　　　　　（表16.12.2）

                                                        (16.13.2)(16.13.3)

耐風圧性能による区分　・５０　・７５　・１００　・１２５  　  　 (16.13.2)

防虫網　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　(16.2.3)

　網の種別　※合成樹脂製 ・ｶﾞﾗｽ繊維入り合成樹脂製 ・ｽﾃﾝﾚｽ(SUS316)製

　形　　式　・外部可動式 ・固定式 ・図示

簡易気密型ﾄﾞｱｾｯﾄの性能の適用　          　　　　　 (16.4.2)(表16.4.1)

外部に面する建具の耐風圧性　　　　　　　　　　　　 (16.4.2)(表16.2.1)

　※下表以外は表16.4.2による                       (16.4.4)(表16.4.2)

鋼板類の厚さ（１枚の戸の有効間口幅950㎜又は有効高さ2,400㎜を超える場合)

簡易気密型ﾄﾞｱｾｯﾄの性能の適用　     　　    　 　　　　　　　 (16.5.2)

簡易気密型ﾄﾞｱｾｯﾄの性能の適用　　　　     　　　　　(16.4.2)(表16.4.3)

外部に面する建具の耐風圧性 　　                    (16.6.2)(表16.2.1)

　合金めっき鋼板及び鋼帯

・塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛

　鋼板及び鋼帯

・塗装溶融亜鉛めっき　　

　材　　質  めっき付着量

※Z06又はF06

・

※AZ90

・ ・ 1.0

・ 0.8

・ 0.6

・ 0.5

　厚さ(mm) 形　　状

※ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ形

・ｵｰﾊﾞｰﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ形

引き戸用駆動装置の種類

・SSLD-1

・SSLD-2

・DSLD-1

・DSLD-2 ・光電ｾﾝｻｰ ・多機能ﾄｲﾚｽｲｯﾁ

・押しﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁ

・電波ｾﾝｻｰ

・ﾀｯﾁｽｲｯﾁ

・光線（反射）ｾﾝｻｰ

・熱線ｾﾝｻｰ

・音波ｾﾝｻｰ

引き戸用検出装置の種類 防　錆

・適用する

・適用しない

　　2.3

　　2.3

　厚さ(㎜)

　　2.3

使用箇所

外部の下枠、水切り板　

外部に面するスイングドアの建具

中骨戸

枠類

枠類　窓

出入口

区　分

下記以外は、建具表による　　                               　　　(16.14.2)

・強化ガラス

　特性による種類　　・Ⅰ類　 ・Ⅱ-1類　 ・Ⅱ-2類　 ・Ⅲ類

・合わせガラス

・複層ガラス

・熱線反射ガラス

水切り　※図示　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　(16.3.5)

表面色　標準色（※ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー） 　　 　(16.3.4)

ガラス　※複層ガラス　・単板ガラス　・三重ガラス　　　　　　　　　(16.3.3)

・ｽﾃﾝﾚｽ鋼板(SUS304)

※溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板

　　ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ　収納形式

・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ形

・ﾛｰﾍｯﾄﾞ形

・ﾊｲﾘﾌﾄ形

・ﾊﾞｰﾁｶﾙ形

・電動式

・ﾁｪｰﾝ式

※ﾊﾞﾗﾝｽ式

 開閉方式　　 セクション材料

※スチールタイプ

・アルミニウムタイプ

・ファイバーグラスタイプ

　　　　　特性による種類

・Ⅰ類

・Ⅲ類（曲面はⅠ類）

　　　材料板ｶﾞﾗｽによる種類

・ﾌﾛｰﾄ強化ｶﾞﾗｽ

・型板ｶﾞﾗｽ

・Ｇ　　・Ｓ

種　　類

・断熱複層ｶﾞﾗｽ

・日射熱遮へい複層ｶﾞﾗｽ

　　断熱性、日射遮へい性による区分

・Ｔ１　・Ｔ２　・Ｔ３　・Ｔ４　・Ｔ５　・Ｔ６

・熱線吸収網入り磨き板ｶﾞﾗｽ

・熱線吸収ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ

　　　材料板ｶﾞﾗｽによる種類 特性による種類

・１種

・２種 ・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ　・ｸﾞﾘｰﾝ

・ﾌﾞﾙｰ　  ・ｸﾞﾚｰ

色　　調

・熱線吸収板ガラス

・ｸﾞﾚｰ　・ﾌﾞﾙｰ　・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ　・　・熱線吸収倍強度ｶﾞﾗｽ

※ﾌﾛｰﾄ倍強度ｶﾞﾗｽ　　　

 材料板ｶﾞﾗｽによる種類の名称 　　　　　色　　調

・倍強度ガラス

・３種

・２種

・１種

・倍強度ｶﾞﾗｽ

・強化ｶﾞﾗｽ

・熱線吸収板ｶﾞﾗｽ

・ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ

　材料板ｶﾞﾗｽの種類種　　類

※熱線反射ｶﾞﾗｽ　　　

・高性能熱線反射ｶﾞﾗｽ

日射遮へい性 耐久性

・Ａ類

・Ｂ類

４ 樹脂製建具

５ 網戸

６ 鋼製建具
　 (標準型鋼製建具

　 を含む)

７ 鋼製軽量建具

　 (標準型鋼製軽量

　 建具を含む)

８ ｽﾃﾝﾚｽ製建具

９ 木製建具

10 建具用金物

11 自動ﾄﾞｱ開閉装置

12 自閉式上吊り
   引戸装置

13 重量シャッター

14 軽量シャッター

15 ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞﾄﾞｱ

16 ガラス

７ 合成樹脂塗り床

８ 床用塗料塗り

９ 防塵用塗料塗り

10 フローリング張り

11 畳敷き

12 せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

13 吸音材

14 壁紙張り

15 断熱材

16 断熱材現場

　※適用する（・アクリル系　・ポリウレタン系　・ジョイントコンパウンド）

　　　　　　両端ﾌﾗｯﾄｴﾝﾄﾞ　※有り（ｽﾃﾝﾚｽ製　※ﾋﾞﾆﾙ製)　・ 無し

形　状　　※ﾋﾞﾆﾙﾀｲﾔ入り　　・ﾋﾞﾆﾙﾀｲﾔなし

幅(mm)　　・30　・35　・40　・　　

取付け方法　※接着工法　　・ 埋込み工法

　径　・38mm　・45㎜　・60㎜　

※集成材ｸﾘｱﾗｯｶｰ仕上げ(市販品)

　　　　　　　施 工 箇 所　　　　　　種　　別

・ビニル製手すり(幅 約40㎜)

・黒板

・ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

※焼付け

・

・ ・

※鋼製

・ほうろう

※平面　・曲面　・ｽｸﾘｰﾝ付引分

※平面　・曲面　・ｽｸﾘｰﾝ付引分

　　　　　　備　　考種　類 区　分 種　類　 ホワイトボード

※横形

・縦形

※2本操作ｺｰﾄﾞ

・1本操作ｺｰﾄﾞ

・操作棒式

※ｷﾞｱ式

・ｺｰﾄﾞ式

※25

・100

・80

・35

・100

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金製

・樹脂製

・木製

・焼付け塗装仕上げのｱﾙﾐｽﾗｯﾄ

・特殊防炎加工のｸﾛｽｽﾗｯﾄ

形　式 種　　類 ｽﾗｯﾄの材質 ｽﾗｯﾄの幅(mm)

・図示

色彩　　・Ｂ－１　・Ｂ－２（・ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ）

※90×150　　・120×150　　・　

※120×80　　・150×80　　 ・　

※150×80　　・180×80　　 ・　

※180×150　 ・　

　　　　　溝幅×深さ（㎜）

※市販品（ｱﾙﾐﾆｳﾑ製　押出し型材）

・ｶｰﾃﾝ＋横形ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

・ｶｰﾃﾝ（又はﾚｰｽ共）

・縦形ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

・横形ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

　　使 用 区 分   及びｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ

・ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ式

・ｺｰﾄﾞ式（ﾁｪｰﾝ式）

・電動式

・

・

・

操 作 方 法 幅及び高さ 材　種

・ｶﾞﾗｽ繊維製

・合成・天然繊維製

・木製

品　質　等

巻取りﾊﾟｲﾌﾟ、ｳｪｲﾄﾊﾞｰ、操作ｺｰﾄﾞ、操作ﾁｪｰﾝの材料

　　※製造所の仕様　　・　

　 カーテンレール
取付箇所

・引分け

・片引き

・電動

・手引き

・ひも引き・ﾀﾞﾌﾞﾙ

・ｼﾝｸﾞﾙ

　形　式 ひだの種類
開閉操作 きれ地の種別、

品質、特殊加工品方　　式

・

・

・

・

暗幕用ｶｰﾃﾝの両端、上部及び召合せの重なり　※300mm以上　・　

材　種　　※ｽﾃﾝﾚｽ(SUS304)　・ｱﾙﾐﾆｳﾑ　・黄銅　　　　　　　　　　 　(20.2.7)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 　(20.2.9)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　(20.2.14)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　(20.2.15)

カーテン　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　  　(20.2.16)

・つまみひだ

・箱ひだ、片ひだ

・ﾌﾟﾚｰﾝひだ

　・図示

ｺﾝｾﾝﾄ等の取付け対応
　仕様　※製造所の標準仕様（ｺﾝｾﾝﾄ本体は別途設備工事）
　ｺﾝｾﾝﾄの箇所数　※10～15㎡に1箇所程度

　配線取り出し開口　※40㎜×80㎜程度の開口
　ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ全体面積に対する設置割合　※20～30%
配線用取出しﾊﾟﾈﾙ

  ※無し
空調用吹き出しﾊﾟﾈﾙ

　・有り（※固定式　・可変式　　：施工箇所は図示）

ﾊﾟﾈﾙ部の 　 表面材種    遮 音 性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(20.2.3)

　 構造形式
総厚さ(mm)    厚さ(mm)

ﾊﾟﾈﾙ表面仕上げ
(JISによる記号)

不燃材料の認定　　・有り

・　

(※0.6　・0.8)

・ 　 ・　

・有り※ﾊﾟﾈﾙ式

・ｽﾀｯﾄﾞﾊﾟﾈﾙ式

・ｽﾀｯﾄﾞ式

※鋼板 ・ﾒﾗﾐﾝ樹脂焼付け

・ｱｸﾘﾙ樹脂焼付け

４ 可動間仕切

　　　　　　　 ・ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂系化粧板（標準色　ｱﾙﾐ製ｺｰﾅｰｴｯｼﾞ付き）

表面仕上げ材　 ・ﾒﾗﾐﾝ樹脂系化粧板（標準色　ｱﾙﾐ製ｺｰﾅｰｴｯｼﾞ付き）　  (20.2.5)

脚部(ｽﾃﾝﾚｽ製)　※幅木ﾀｲﾌﾟ　　・支柱ﾀｲﾌﾟ

ﾄﾞｱｴｯｼﾞ　　 　 ※曲面形　　　・ﾌﾗｯﾄ形　　・製造所の仕様

６ トイレブース

　 タラップ 　種　類

・手すり

                                               (20.2.6)(20.2.12)(表14.2.2)

・ﾀﾗｯﾌﾟ

亜鉛めっき 　外部　　※Ｃ種　　・ 

亜鉛めっき　 内外部　※Ｃ種　　・　

※研磨なし 　・　※ｽﾃﾝﾚｽsus304

・鉄

　　　　　　 内部　　※Ｅ種　　・ 

※ＨＬ程度　 ・鏡面程度　　　  ・　

　　　　　　　表　面　処　理　材料の種別

※ｽﾃﾝﾚｽsus304

・鉄

　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　(20.2.4)５ 移動間仕切

厚さ(mm) 表面材 　　　操作方法遮音性能区分  表面仕上げ

・手動式 ・電動式 ・部分電動式・焼付け塗装・ ※鋼板・遮音ﾀｲﾌ(゚注1)

・一般ﾀｲﾌﾟ ※鋼板・ ・焼付け塗装 ・手動式 ・電動式 ・部分電動式

注：表面仕上げの壁紙張りの品質は１９章内装工事 １５壁紙張りによる。

遮音性能　　※36dB/500Hz以上　　・36dB/500Hz未満
パネル圧接装置操作方法　　※製造所標準仕様　　・ 

７ 手すり及び

８ 階段滑止め

９ 階段手すり

10 黒板及び

11 ブラインド

12 ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ

13 ロールスクリーン

14 カーテン及び

番号に○印を付けたものを適用する。

図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事

A-3冨
永

特記仕様書3

高さ(mm)　　・60　　 ※75　　 ・100

※6.5mm

　・鉄骨等の製作工場　　　※工事現場

R8・8



９ 屋上緑化システム

 　処理

８ 枯補償及び枯損

土壌層　　※改良土　　・人工軽量土                       （23.5.2)(23.5.3)

期間　　※引渡しの日から１年間　　　　　  (23.3.4)(23.3.6)(23.4.7)(23.5.5)

　　　　・　　年間　  　・　　年　　月　　日迄

 ・厚さ　　mm

　

　

６ 工事区分表

仕　上　げ　関　係

軽鉄天井･壁下地

3.設備機器の基礎

 防火区画、防煙区画

 防火区画、防煙区画

　貫通口

2.S･SRC造･はり

1.RC造(梁･壁･床)

　の貫通孔･開口部

躯　体　関　係

　　　　　　　　　　　　項　　　目    備　　考

開口部の墨出し

補強を要しないﾎﾞｰﾄﾞの切り込み

補強を用するﾎﾞｰﾄﾞの切り込み及び下地の補強

屋内受水ﾀﾝｸ用の基礎

機器取付け用ｱﾝｶｰ・架台

屋上基礎で押さえｺﾝにｱﾝｶｰしない軽微なもの

屋外・屋上の基礎

建築設計図に記入のあるもの

室内の基礎（建築設計図に記入のないもの）

予備ｽﾘｰﾌﾞの穴埋め

使用されたｽﾘｰﾌﾞの穴埋め

S・SRC造貫通鋼管鋼管ｽﾘｰﾌﾞ・補強

ｽﾘｰﾌﾞ・型枠の穴埋め

貫通孔・開口部の補強

貫通孔・開口部の墨出し

補強を要しない型枠材及び取付け

貫通ｽﾘｰﾌﾞ材及び取付け

補強を要する型枠材及び取付け

昇衛空電建

　必要とする施工者に適用する。

注)原則○印を適用する。ただし、複数記載してある項目についての区分はその項目を

※「屋根ふき材及び屋外に面する帳壁の風圧に対する構造体力上の安全性を確かめ

るための構造計算の基準を定める件」(平成12年5月31日付け 建設省告示第1458号)

による風圧力に対応した固定工法を標仕1.2.2[施工計画書]による品質計画で定める。

排水層　　・軽量骨材（厚さ　　mm）　・板状成形品 　              （23.5.3)

　　　　　・透水排水管

５ 工事成績評定

４ 総合図

３ 適用基準等

２ 工事監理方式

（様式等は、工事運行マニュアルによる。）

※受注者は、工事成績評定の対象となる工事施工において、自ら立案し実施した

※作成する

※工事運行マニュアル（新潟県土木部都市局営繕課作成）

共同監理　・ 有り  　・ 無し

※協力する１ 公共事業労務費
 　調査への協力

目について、工事完了までに所定の様式により提出することができる。

創意工夫や工事特性に関する項目、または地域社会への貢献として評価できる項
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６ 工事区分表

盛土等に使用する発生土は、下記の工事からの建設発生土を利用すること。

 発 注 機 関     工   事   名    発 生 場 所   施工会社名・連絡先   備     考

   再 生 資 材 名   規     格  使 用 箇 所   再資源化施設名・所在地   備     考

下記資材の使用に際し、再生資材を利用すること。

　２ 建設発生土の利用

７ 発生材の処理等

　１ 再生資材の利用

 二次側

 一次側

電気配管配線

電　気　関　係

その他（工事区分を特に間違えやすい項目）

天井材

床はつり補修

流し台、ガス台

便所手洗いｶｳﾝﾀｰ

洗面化粧台

ガス漏れ警報器

24H換気扇

連動スイッチ

湯沸器

連動スイッチ

小規模は要協議

小規模は要協議

衛生陶器は衛生設備

取付は電気設備

機器納入は衛生設備

取付は電気設備

機器納入は衛生設備

機器付属操作スイッチの取付及び渡り配管配線

機器付属の制御盤への電源供給配管配線

機器付属の制御盤以降の配管配線（接地線共）

取外し再取付(各種配管配線作業用)

各種配管配線作業用

機器納入

取付

機器納入

取付

　　　　　　　　　　　　項　　　目    備　　考昇衛空電建

注)原則○印を適用する。ただし、複数記載してある項目についての区分はその項目を

必要とする施工者に適用する。

備            考

連     絡     先

施 設 所 在 地

処 理 施 設 名 称

工事の施工により発生する廃棄物は、下記の場所に搬出するものとして積算している。

備                考

仮 置 場 所 の 有 無

連　　　 絡　　 　先

工事場所／施設所在地

　７ 協議について

　６ 自ら産業廃棄物を運搬・処分する以外は、委託契約書の写しを提出すること。

　　 同法第１８条に基づき再資源化等完了報告書を提出すること。

　５ 建設リサイクル法の対象建設工事において、特定建設資材廃棄物の再資源化等が完了したときは、

　４ 建設廃棄物の搬出

　３ 建設発生土の搬出

受入工事名／施設名称

搬出する廃棄物名

　時間を見込むこと。

　※測定時期の決定は、測定結果が指針値を超えた場合に、６）の措置を講じる

　 濃度測定

　内部工事完了時と工事完了時に、それぞれ行う。

・測定時期は工事完了時とする。なお、内部工事期間等が特記されている場合は、

　終了していることとする。

　の施工が終了し、その後十分な換気が行われていること、及び中央式空気調和設

・測定時期は家具設置等の別途工事が行われる前とする。ただし、内装又は塗装等

1)測定時期

　備のように換気を行いながら空気調和を行う設備がある場合は、設備の試運転が

８ 化学物質の

※ホルムアルデヒド　（指定値0.08ppm以下）

2)測定対象物質

※トルエン　(指定値0.07ppm以下）

※エチルベンゼン　(指定値0.88ppm以下）

※スチレン　(指定値0.05ppm以下）

・パラジクロロベンゼン　（指定値0.04ppm以下）

3)測定室

 ・　　　　　　　　・　　　　　　　室　(測定箇所　　　　箇所）

 ・　　　　　　　　・　　　　　　　室　(測定箇所　　　　箇所）

 ・　　　　　　　　・　　　　　　　室　(測定箇所　　　　箇所）

上表は積算上の条件であり、処理施設を指定するものではない。なお、受注者の提示する施設と異

るものでない事項についてはこの限りではない。

なる場合においても設計変更の対象としない。ただし、現場条件や数量の変更等、受注者の責によ

　　 速やかに監督員に報告し、協議すること。

　　 建設工事発注後に明らかになったやむを得ない事情により、上記の指定や条件によりがたい場合は、

※キシレン　(指定値0.05ppm以下）

4)測定方法

　※パッシブ型採取機器

測定機器

　・監督員の承諾する機器

測定要領

　※測定前の措置

　　測定を開始する前に、測定対象室のすべての窓及び扉（造りつけ家具、押入等

　　の収納部分の扉を含む。）を開放し、３０分間換気する。その後、測定対象室

　　のすべての窓及び扉を５時間閉鎖する。ただし、造りつけ家具、押入等の収納

　　部分の扉は開放したままとする。

　※その他

　　上記測定前の措置及び測定においては、換気設備又は空気調和設備は稼働させ

　　たままとする。ただし、局所的な換気扇等で常時稼働させないものは停止させ

　　たままとする。

5)測定結果の分析

6)測定結果が指針値を超えた場合の措置

7)報告書の提出

９ 中間技術検査

　する。

※測定対象化学物質を採取したパッシブ型採取機器を分析機関に送付し濃度を測定

※測定結果が厚生労働省の指針値を超えていた場合は、発散源を特定し、換気等の

　措置を講じた後、再度４）、５）により、測定を行う。

・本工事は、中間技術検査を１回実施する。検査時期については、工事現場着手前

　に監督員と協議すること。

・低入札価格調査基準価格を下回った額で契約となった場合は、中間技術検査を１

　回実施する。検査時期については、工事現場着手前に監督員と協議すること。

　※測定は次のイ～ハによる。

　　ロ　測定時間は、原則として２４時間とする。ただし、工程等の都合により、

　　イ　上記測定前の措置の状態のままで測定する。

　　　　２４時間測定が行えない場合は、８時間測定とする。なお、８時間測定の

      　場合は、午後２時～３時が測定時間帯の中央となるよう１０時３０分から

      　１８時３０分までの時間帯で測定する。

　　ハ　測定回数は１回とし、複数回の測定は不要とする。
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※測定結果の報告書を監督員に提出する。

・営繕工事電子納品要領（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修）

工事の施工により発生する建設発生土は、下記の場所に搬出するものとして積算している。

23 １ 土壌の試験 ・水素イオン濃度指数（pH）、電気伝導度（EC）・行う  ※行わない  　(23.1.3)

５ 支　柱　材

４ 土壌改良材

３ 植込み用土

　施工箇所　　※植栽範囲 　 ・図示

※加圧式防腐処理丸太　　 ・竹　　 　　　　　　　　　              (23.3.2)

２ 樹木の 芝及び地被類　  　　　　　　　　　　  (23.2.2)(23.2.3)(表23.2.1)(表23.2.2)

　　整備範囲　工　法 有効土層の厚さ(mm)　　　適　用

※植栽範囲　・図示※20　・　※行う　・行わない ※Ｂ種 ・　

樹木　　　　　　　　　　　　　　　　　(23.2.2)(23.2.3)(表23.2.1)(表23.2.2)

　 植栽基盤整備

・3未満

・7以上～12未満

・3以上～7未満

・12以上

　樹木の樹高(m)  有効土層の厚さ(cm)

※100　・　

※80 　・　

※60 　・　

※50 　・　

　 工 法

・図示

　ただし､低木は植栽範囲

※葉張りの範囲

　　　整備範囲

※Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・Ｄ種

工法Ｄ種以外の工法で、現状地盤高と計画地盤高が同一でない場合は、計画地盤

高からを有効土層とする。ただし、計画地盤高が現状地盤高より高い場合は、計

画地盤高まで植込み用土で盛土を行う。

植栽基盤の排水設備　　・設ける　　・設けない　　　　　　　　　　　(23.2.2)

７ 芝　張　り

６ 幹巻き用材料

種類　　※こうらい芝　　・野芝 　　　　　　  　　　　　　　　　 　(23.4.2)

※幹巻き用ﾃｰﾌﾟ 　・わら又はこも  　　  　　　　　　　　　　　　 　(23.3.2)

工法　　平地　　※目地張り　　・べた張り 　　　　　　  　　　　　 (23.4.3)

　　　　法面　　・目地張り　　※べた張り

※現場発生土の良質土　 ・客土（・黒土　・真砂土　・　　）  　　　 (23.2.3)

５ 路盤材料

・ｸﾗｯｼｬﾗﾝ(C－40)　　　　・ｸﾗｯｼｬﾗﾝ鉄鋼ｽﾗｸﾞ(CS－40)

・粒度調整砕石

※再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ(RC－40)　 ・ｱｽﾌｧﾙﾄ再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ(ARC－40)　　(22.3.3)(表22.3.1)

路盤材料

※行う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　　　　　(22.3.5)６ 路盤の締固め度
　 試験

７ アスファルト舗装 再生アスファルトの種類　　　・60～80　・80～100 　　　　　　　 　(22.4.2)

 早強セメント　※使用しない　　・使用する 　 　 　　 　　　 　　 　(22.5.3)

加熱アスファルト混合物等（表層）の種類　　　　　　　　　　       (22.4.4)

　・密粒度アスファルト混合物(13)　・細粒度アスファルト混合物(13)

　※密粒度アスファルト混合物(13F)

アスファルト混合物等の抽出試験　 ・行う　 ※行わない　　　       (22.4.6)

８ コンクリート舗装

 注入目地材料　※低弾性ﾀｲﾌﾟ　　・高弾性ﾀｲﾌﾟ              (22.5.3)(表22.5.2)

 ｺﾝｸﾘｰﾄの種類　 ※普通ｺﾝｸﾘｰﾄ　　・ 　 　 　　 　 　　 　(22.5.3)(表22.5.1)

・歩行者用通路

・車路及び駐車場

設計基準強度

※24

※18

※8

※8

砂利の場合　・25　・40

砕石の場合　・20　・25

・砂利の場合　25

・砕石の場合　20

・150

・200

・ 70

厚 さ

（mm）

粗骨材の最大寸法スランプ

（cm）（N/mm2)

部 位

（mm）

・　 ・　

※うろこ張り※小舗石（かこう岩）

　　 種　　類 　厚さ(mm) 　施工方法 　　基　層

・舗石舗装 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (22.8.2)(22.8.3)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(22.6.2)(表22.6.1)

※加熱系

・常温系

９ カラー舗装

区　分 厚さ(mm)部位着色部の下部舗 装 の 種 類

・コンクリート舗装

・アスファルト舗装

・アスファルト混合物

・ニート工法

・塗布工法

・石油樹脂系混合物

・車道

・歩道

・ 

・ 

　・着色骨材（　　　　　）  ・自然石（　　　　　）

加熱系混合物に添加する材料  　　　       　　 　　                (22.6.3)

ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物の抽出試験  　※行わない  　・行う　　       　　 　　(22.6.6)

配合　　       　　 　　                                          (22.6.4)

　結合材に石油樹脂を使用する場合の顔料添加量　・　　　

　ニート工法及び塗布工法の配合等　・　

※ｺﾝｸﾘｰﾄ版（厚70mm）

・ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物（厚50mm）

路面表示用塗料　 　　　　　　　　　　　　　　　　

・１種(ﾍﾟｲﾝﾄ式)

・２種(ﾍﾟｲﾝﾄ式)

  規格番号

JIS K 5665

 適 用

※白

・黄

厚さ(㎜)

※1.0

幅(㎜)

※150

・　

　種　類 塗料状態

※３種１号(溶融式)

施工時の条件

液 状

粉体状

常温

溶融

加熱

12 区画線

10 透水性ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

厚さ試験　　・行わない　※ 行う　　 　　　　　　　　　　　　　　　(22.7.6)

ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物の抽出試験　　※行わない　・ 行う　　       　　　  　(22.7.6)

　　　 種　　類   曲げ強度 　　厚さ(mm)  表面加工及び色彩等

　は黄色とする

　誘導、注意喚起用

　・表面化粧ﾀｲﾌﾟ

　※標準ﾀｲﾌﾟ

・ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ舗装　　　           　　　　　　　　　 (22.8.2)(22.8.3)

・ﾓﾙﾀﾙ

※砂

 目地材 厚さ(mm)

※60

 寸法(mm)

※300角

　　        種　　類
・ｺﾝｸﾘｰﾄ平板舗装　　　　　　　　 　　　　　　　　　　   (22.8.2)(22.8.3)11 ブロック系舗装

・透水性平板(Ｐ)

※普通平板(Ｎ）　・保水性平板（Ｍ）

・　 ・　

・透水性ブロック（Ｐ）

・保水性ブロック（Ｍ）

※普通ブロック（Ｎ） ・3.0N/mm2

　　　 ・　

車道部 ※80　

歩道部 ※60 

　　　 ・　

揮発性有機溶剤の含有率は、塗料総質量に対して5%以下とする。

・5.0N/mm2

・

※60～100(図示)

・　
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４ 路床の試験

路床締固め度の試験   ・行う　・行わない

現場CBR試験          ・行う　・行わない

支持力比（CBR）試験　・行う（※乱した土 ・乱さない土）・行わない　(22.2.5)

　
植
　
栽
　
工
　
事

 室名札 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (20.2.11)

・ＲＳ－ＶＵ

側塊の形状及び寸法　・図示　　・　

・硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管

　　　　材　種 　　　　 管の種類 管形状（接合方法）

※遠心力鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ管

・ 

※ＶＰ　・ＶＵ

※外圧管（※１種　・２種） Ｂ形（ｺﾞﾑ接合）
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排水管用材料                                            (21.2.1)(表21.2.1)１ 排水管

・かこう岩（文字記号等入り）

※ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ製の市販品程度

材　種　　・ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板張り（芯材：集成材）・人工大理石（品質　※図示）

奥行き(mm)　・約450　・約600

表面の材質　※特殊発砲ﾋﾞﾆｰﾙ張り

枠の材質　　※ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

  規格・品質等

・優良住宅部品

(ｾｸｼｮﾅﾙｷｯﾁﾝⅠ型)

・市販品

※市販品ｽﾃﾝﾚｽ製　  ※1段式

ﾊﾞｯｸｶﾞｰﾄﾞ　※有り

ﾄﾗｯﾌﾟ付き

　  適 用 内 容　　寸 法 (L=mm)

※1200　・1500　・1800

※600 　・700 　・　

※1200　・900 　・600

※1200　・900

・ｺﾝﾛ台

・流し台

・つり戸棚

・水切り棚

　 種　類

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量　　　※規制対象外　　・第三種

市販品

　　　　・ﾋﾞﾆﾙ製(ｽﾃﾝﾚｽ製受枠)

材　質　・塩化ﾋﾞﾆﾙ製(ｺｲﾙ状　ｽﾃﾝﾚｽ製受枠)

　　　　・硬質ｱﾙﾐﾆｳﾑ製（受枠とも）

　　　　・ｽﾃﾝﾚｽ製（受枠とも）

材　　質

・印刷

受 金 具文字形式寸法(mm)

・　

※ｽﾃﾝﾚｽ(SUS304) 

・　

ヶ所

ヶ所

突出型 面付型

ヶ所

ヶ所

ヶ所※260×80×5

※260×80×12・県産杉板材

・ｱｸﾘﾙ樹脂製

※塩化ﾋﾞﾆｰﾙ製

・文字彫込み

※文字書込み

ヶ所

　添加量　　　　　　　kg／m3(目標CBR　・3以上　・5以上　・ 　)

※再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ  　・ ｸﾗｯｼｬﾗﾝ　・切り込み砂利　・  　　　　 　　　　(22.2.3)

　　　　　・高炉ｾﾒﾝﾄB種　・生石灰(・特号 ・１号)　・消石灰(・特号 ・１号) 

３ 路床安定処理 　種　類　・普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　・ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄB種

　
舗
　
装
　
工
　
事

・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　　　　　　　  　 　　　　(22.2.3)(表3.2.1)１ 盛土に用いる材料22

砂の粒度試験　・行う　　・行わない

※添加材料による安定処理　　　　　　　　 　     (22.2.2)(22.2.3)(表22.2.1)

２ 凍上抑制層の材料

砂利地業の厚さ    ※100mm    ・   mm                              (21.3.2)

寸　法形　状名　称

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・Ｕ型側溝ふた

・Ｕ型側溝

・Ｌ型側溝

・縁石

コンクリート縁石及び側溝                                          (21.3.1)４ 暗きょ、縁石
　 及び側溝

・ 

※Ｂ種　　・建設汚泥から再生した処理土                            (21.2.1)３ 埋戻し土

・細目

・普通目

※細目

・T-20

・T-14

・T- 6

・T- 2

・ 

・ 

・ ・T-20

・T-6

・T-2

適用荷重

・密閉型（ﾎﾞﾙﾄ・ﾊﾟｯｷﾝ式）

・中ふた付密閉形(ﾃｰﾊﾟｰ・ﾊﾟｯｷﾝ式)

・密閉形(ﾃｰﾊﾟｰ・ﾊﾟｯｷﾝ式)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞふた                                      　              (21.2.1)

鋳鉄製ﾏﾝﾎｰﾙふた                                                   (21.2.1)

・凹凸形

※平形

※凹凸形

 上面形状 ﾒﾝﾊﾞｰﾋﾟｯﾁ 適用荷重

・歩行用

・Ｕ字溝用

・かさ上げ用

・桝ふた用

・溝ふた用

　　種　類　形　式

※受枠付き

・

 ﾎﾞﾙﾄ固定

　※無し

　・図示

・ｽﾃﾝﾚｽ製

・鋼製

　材　質

・簡易気密形(ﾊﾟｯｷﾝ式)

・水封形

　　　　　　　　　　種　　類

２ 排水桝及びふた

※塩化ﾋﾞﾆﾙ製（白）、ｽﾃﾝﾚｽﾅｯﾄ(10mm)４本詰め、文字入れ共　

　取付け場所（・図示　　・監督員の指示による　）

　寸法　１８０×１６０×５

　寸法（㎜）　 適用箇所

下記以外全て ※600×600

・

※ｱﾙﾐ　・ｽﾃﾝﾚｽ　・黄銅

　　　目地の材質 本体の材質

※ｱﾙﾐ製

・ｽﾃﾝﾚｽ製

※図示

・天井仕上げ材がDRの範囲

・600×600

※450×450

　寸法（㎜）　　　　適 用 箇 所

下記以外全て

・目地ﾀｲﾌﾟ

・額縁ﾀｲﾌﾟ

 目地形状

　　　　　　耐荷重　 25kg程度／個

　　　　　　個  数　 ２個／ﾚｰﾙ１m

　　　　　　形  式　 先付け天井埋込型(見切縁兼用)
ﾚｰﾙ　　　 　材  質 　ｱﾙﾐﾆｳﾑ製(ｼﾙﾊﾞｰ)

ﾗﾝﾅｰ　　　  材  質　 本体：真鍮製　ﾌｯｸ：ｽﾃﾝﾚｽ製(可動式)

令和○○年○○月○○日

１８０mm

１
６

０
m
m

設 計 積 雪 量

下記の積雪量を超えるときは

雪下ろしが必要です

設計積雪量 ○．○ｍ

株式会社○○設計事務所設　計　者

施　工　者 ○○建設株式会社

竣工年月日

・ｽﾃﾝﾚｽ製

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 ※ｱﾙﾏｲﾄ

・　

※角形

・　

強さによる区分 材　料 仕 上 げ 形　状

※10-90

・　

カーテンレール                                                   (20.2.16)
　
ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト
　
及
　
び
　
そ
　
の
　
他
　
工
　
事

20

15 ピクチャーレール

16 天井点検口

17 床下点検口

18 積雪表示板

19 表示

20 くつふきマット

21 流し台ユニット

22 屋内掲示板

23 洗面カウンター

24 敷地境界石標

※使用する（使用量　　　　　）　　・使用しない　　     　 (23.2.3)(23.2.4)

番号に○印を付けたものを適用する。

図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事

A-4冨
永

特記仕様書4

路盤の厚さ　・150mm　　                                           (22.3.2)

R8・8



図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事

A-5

東城IC
中国自動車道

高速バス専用駐車場

東城ふれあいセンター

R182

成羽川

工事場所：庄原市東城町久代6671番地2

冨
永

付近見取り図 R8・8



ALCｔ＝100 表し

作業室

監視室

便所

階段室

踏込

階段室

プラットホーム

洗車場

搬出物置場

室　　名 床 巾木
壁

下地 仕上
天井 天井高 備考

タイルカーペット

ＬＧＳ（軽量鋼製壁下地）

石膏ボード下地ｱ)9.5
ビニールクロス貼

ＬＧＳ（軽量鋼製壁下地）

ＬＧＳ（軽量鋼製壁下地）

土間コンクリート金コテ仕上

土間コンクリート金コテ仕上

土間コンクリート金コテ仕上

タイルカーペット

ＬＧＳ（軽量鋼製壁下地）

ＬＧＳ（軽量鋼製壁下地）

土間コンクリート金コテ仕上

磁器質ﾀｲﾙ100×100

土間コンクリート金コテ仕上

ソフト巾木
H=75

石膏ボード貼　ｱ)9.5

表し

石膏ボード貼　ｱ)9.5

石膏ボード貼　ｱ)9.5

(不燃）

(不燃）

(不燃）

外壁

［Ｓ造外壁］ ALCｔ＝100

軒裏

軒鼻

屋根

［屋根］ ルーフデッキ166ハゼ

基礎腰 建具

［Ｓ造］ アルミサッシ（シルバー）見込70　窓廻りコーキング施工

［その他］ 電動シャッター

樋

［竪樋］

［軒樋］

硬質塩化ビニル管カラーφ100　　掴み金物　ステンレス製　@1000以内

大型塩ビ製角樋　W=200　掴み・吊り金物　　ステンレス製　@300以内

外部仕上表

内部仕上表

１

２

３

４

５

６

７

８

表し

表し

表し

表し

タイルカーペット

ルーフデッキ166ハゼ表し

2350

2400磁器質ﾀｲﾙ100×100

1F

2F

洗車機置場 土間コンクリート金コテ仕上
石膏ボードｔ＝9.5

ＬＧＳ（軽量鋼製壁下地） 石膏ボードｔ＝9.5

天井点検口アルミ450×450

裏張りポリエチレンフォームｔ＝4.0

ケイカル版ｔ＝6.0

ケイカル版ｔ＝6.0

ケイカル版ｔ＝6.0

ケイカル版ｔ＝6.0

流し台W1200

図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事

A-6冨
永

ALCｔ＝100 表し

ケイカル版ｔ＝6.0

ケイカル版ｔ＝6.0

表し

2400

廻縁

塩ビ

塩ビ

塩ビ

2100

ササラ表し

ササラ表し

（ジプトーン）

（ジプトーン）

（ジプトーン）

（ジプトーン）

(不燃）

内外仕上表

防水形複層塗装材E吹付

コンクリート打放

R8・8

ＬＧＳ（軽量鋼製壁下地）

一部ＬＧＳ（軽量鋼製壁下地）

一部ＬＧＳ（軽量鋼製壁下地） 石膏ボードｔ＝9.5

ALCｔ＝100 表し



図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事

S:1/200 A-7

41,400

2
0,
40
0

2
0,
40
0

10,000

4,
2
00

1階面積求積図　1/200

2階面積求積図　1/200

ａ

ｂ

ａ　41.400×20.400＝844.56

ｂ　10.000×4.200＝42.000

建築面積：ａ＝844.56㎡

1階床面積：ａ＝844.56㎡

2階床面積：ｂ＝42.00㎡

延べ床面積：886.56㎡

冨
永

求積図 R8・8



図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事

S:1/500敷地配置図 A-8-1

MMMM

倉庫

HPφ
300

VP
φ
50 (Co)

(Co)

(Co)

(As)

(As)

(As)

(As)

(As)

(As)

(As)

(As)

(As)

S=1:500

E

E

E

E
E

E

E

M M

E

M

M M M M

M

M
M

バルブ

M

E

H

C
H

H

H

C

1 2 3

4 5 6 7 8

6,000

6,
0
00

5,
50

0

敷地配置図　1/500

冨
永

し尿処理棟（既存建物）

ごみ固形燃料化施設（既存建物）

ごみ収集施設

申請建物
（ストックヤード）

延べ面積　1592.67㎡

延べ面積　619.28㎡

延べ面積　114.00㎡

管理棟（既存建物）

RC造

RC造

RC造

S60・1

S60・1

H15・3

隣地境界線

隣
地

境
界

線

官民境界線

隣
地

境
界

線

7
,3

80

7,880

5,330

側溝

側
溝

白線

白線

白
線

白線

白線白線

し
も

た
き

橋

東城川

隣
地
境
界
線

隣地境界線

官民境界線

官民境界線

9,440

R8・8



図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事

S:1/500敷地断面図冨
永

既存建物

▽
隣
地
境
界
線

▽
隣
地
境
界
線

申請建物

Ｘ－Ｘ断面図　1/500

▽
官
民
境
界
線

▽
隣
地
境
界
線

30°
ラ
イ
ン

▽
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
ラ
イ
ン

申請建物

Ｙ-Ｙ断面図　1/500

4,
8
00

5,400 9,440

7,550 26,420

A-8-2R8・8



図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事

S:1/500敷地面積求積図 A-9冨
永

①

② ③

④

⑤

⑥
⑦ ⑧ ⑨

⑩
⑪

⑫

⑬

⑭
⑮

⑯

4
2
,9

80

1,853

3,457

11
,3
22

12,492

2,1
112,303

5
4
,
5
5
8

8,147

2,682

5
4
,
7
0
4

5
4,
78

7

2,6743,110

54
,9
2
5

3,066

5
5,
0
44

5,42
9

55
,4
16

4,0
04

55,975

5,8
76

56,876 54
,9
48

42,706

3,925

52
,0
46

4,030

49
,5
06

10,045

符号 底辺 高さ 倍面積

① 42.980 1.853 79.641940

② 11.322 2.303 26.074566

③ 12.492 2.111 26.370612

 合計 10191.90073

 × 1/2 5095.950365

 敷地面積(㎡) 5095.95

④ 54.840 3.457 489.581880

⑤ 54.558 8.147 444.484026

⑥ 54.704 2.682 146.716128

⑦ 54.787 2.674 146.500438

⑧ 54.925 3.110 170.816750

⑨ 55.044 3.066 168.764904

⑩ 55.416 5.429 300.853464

⑪ 55.975 4.004 224.123900

⑫ 55.876 5.876 328.327376

⑬ 54.948 42.706 2346.609288

⑭ 54.948 3.925 215.670900

⑮ 52.046 4.030 209.745380

⑯ 49.506 10.045 497.2877705
4
,8
4
0

敷地面積求積図　1/500

求積表

⑰ ⑱

⑲

⑳

21

22 23
24

25

26

27

26
,1
30

46,720

2,
02
8

52,610

1,
72
1

52,616

51,386

85
3

7,
53
3

47,455

8,
67
8

37,525

13
,2
53

3
1,
9
42

23,169

33
,6
23

578

14,663

46.720 26.130 1220.793600

46.720 2.028 94.748160

52.610 12.747 670.619670

52.616 1.721 90.552136

52.616 0.853 44.881448

51.386 7.533 387.090738

47.455 8.678 411.814490

37.525 13.253 497.318825

31.942 23.169 740.064198

33.623 0.578 19.434094

33.623 14.663 493.014049

⑰

⑱

⑲

⑳

21

22

23

24

25

26

27

12
,7
47

R8・8



図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事

S:1/500全体平面計画図 A-10

ごみ固形燃料化施設
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MMMM

HPφ
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倉庫

倉庫

HPφ
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(Co)

VPφ
100

VPφ
100

V
P φ

1
0 0

V
Pφ

1
00

ごみ収集施設

VP
φ
50

T.4
T.6
H=286.889

T.7
H=286.900

(Co)

(Co)

(Co)

(As)

(As)

(As)

(As)

(As)
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白線
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白
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図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事

S:1/200

2
0
,
0
0
0

41,000

6,000 35,000

10,000 10,000 10,000 5,000

2
0
,
0
0
0

41,000

6,000

4
,
0
0
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4
,
0
0
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4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
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8
,
0
0
0

8
,
0
0
0

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１ ２ ３ ４ ５

10,000 10,000 10,000 5,000

①

②

③

④

⑤⑥

⑦

⑧⑨

⑩

搬出物置場

車両出入口
▼

車両出入口
▼

車両出入口 車両出入口

▲ ▲

出入口（庇付）

▼

fix

洗車飛散
防止シート

１階平面図　S：1/200

洗車場

２階平面図　S：1/200

10,000

10,000

２ ３

Ａ

4
,
0
0
02
,
0
0
0

2
,
0
0
0

Ｂ

監視室

±0

±0±0

引違い窓 引違い窓

出入口（庇付）
▲

有効5ｍ有効5ｍ

有効5ｍ 有効5ｍ片開きﾄﾞｱ
W800

両開きドア
W1600

立水栓 立水栓

W200
H3000

W200
H3000

上部換気扇

上部換気扇

排水桝400角 排水桝400角

fix fix fix

DN

洗車機置場

A-11冨
永

重量シャッター重量シャッター

重量シャッター 重量シャッター

Ｎ

排煙窓

排煙窓

作業室

DN

+600
UP DN

250
25
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2
00

0

0 Ａ 1 Ａ

2
0
0

200
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00
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壁
芯

▲
鉄
骨
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600

60
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00
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0

200

200

▼
鉄
骨
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▲
壁
芯
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▼壁芯
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2
0
0

200

5 D

5 Ａ

20
0

200

41.400

20
0

20
0

20
.4
00

20
0

4
.2
00

排煙窓

排煙窓

引違い窓 引違い窓

引違い窓 引違い窓

引違い窓引違い窓

A

A

B
B

24ｈ換気扇 24ｈ換気扇給気 給気

踏込

※外周長さ 41.4×2+20.4×2＝123.6ｍ

プラットホーム（倉庫） プラットホーム（倉庫）

CH＝6.000ｍ（平均） CH＝6.000ｍ（平均）

CH＝2434

CH＝2350

立水栓

立水栓

平面図 R8・8



図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事

S:1/200 A-12

41,000

6,000 35,000

１ ２ ３ ４ ５

南立面図　S：1/200

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

41,000

6,00035,000

１２３４５ ＡＢＣＤ

北立面図　S：1/200 西立面図　S：1/200

東立面図　S：1/200

20,000

20,000

4,
60
0

4,
60
0

3,
70
0

3,
70
0

5,0005,000

5,0005,000

3.
00
0

コンクリートH＝3000

1
,0
00

▼梁天端

冨
永

▼梁天端

100.5

6
,5
00

5,
5
00

4
.
00
0

4,
4
00

軒裏：表し

解放 解放解放

ALC100

5
,4
10
.2
5

5,940

6,
56
6.
19

4,
16
6.
97

2,
94
0

　防水形複層塗材Ｅ吹付　 ALC100　防水形複層塗材Ｅ吹付　
ALC100　防水形複層塗材Ｅ吹付　

ALC100　防水形複層塗材Ｅ吹付　
ALC100　防水形複層塗材Ｅ吹付　

ALC100　防水形複層塗材Ｅ吹付　ALC100　防水形複層塗材Ｅ吹付　

コンクリートH＝3000

コンクリートH＝3000

立面図

ルーフデッキ166ハゼｔ＝0.8

打放し

打放し

打放し

打放し

コンクリートH＝1000

打放し

コンクリートH＝1000

打放し

コンクリートH＝1000

R8・8



図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事

S:1/200

41,000

6,000 35,000

１ ２ ３ ４ ５

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

A-A断面図　1/200

20,000

3.
00
0

1
,0
00

▼梁天端

冨
永

▼梁天端

100.5

6
,5
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5
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00

ALC100表し
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3
,7
004
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00

3,
00
0

6,
81
8

▼最高の高さ

4
,0
00

▼梁天端（水下）

5
,5
00

B-B断面図　1/200

オープン

3,
00
0

（
外
周
立
上
り
高
さ
）

▽排煙有効ライン（3.0ｍ以上）

AW5 AW5

プラットホーム

プラットホーム

ストックヤード排煙有効ライン検討

天井高：6000(平均）

天井高1/2以上かつ2100以上より　3000

A-13断面図 R8・8



図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事

S:1/50 A-14冨
永

作業室

+600

DN

DN

UP
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踏込
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便所
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コンクリート金鏝押え
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コンクリート金鏝押え
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2
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L
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2
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断面図　1/50

平面詳細図　１
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図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事

S:1/50 A-15

監視室
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冨
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平面詳細図　2 R8・8



図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事

S:1/200 A-16
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１階平面図　S：1/200
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引違い窓
AW
7

冨
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重量シャッター重量シャッター

重量シャッター 重量シャッター

排煙窓
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1

引違い窓

建具配置図 R8・8



図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺

S:1/100

東城ストックヤード施設　新築工事

AD
1

AD
2

AD
3

便所AD
4

AW
1

AD
5

AW
3

AW
2

AW
4

AW
5

見込

材質

金物

その他

アルミ

70

DC、シリンダー錠、レバーハンドル

SUS沓摺、付属金物一式

材質

金物

その他

アルミ 材質

金物

その他

材質

金物

その他

材質

金物

その他

材質

金物

その他

材質

金物

その他

材質

金物

その他

材質

金物

その他

材質

金物

その他

１階外部入り口 作業室

付属金物一式 付属金物一式 付属金物一式

アルミ額縁、SUS網戸、アルミ水切り

A-17冨
永

1階作業室

2

800

2,
00
0

（扉40）

1

70 （扉40）

1,600

2,
00
0

DC、シリンダー錠、レバーハンドル

2作業室、監視室

800

2,
00
0

ガラス 網入り板ガラスｔ＝6.8 網入り板ガラスｔ＝6.8 網入り板ガラスｔ＝6.8見込 ガラス 見込 ガラス

700

2
,0
00

アルミ

70 （扉40）

DC、シリンダー錠、レバーハンドル

アルミ

2

型板ｔ＝4見込 ガラス 70 （扉40）

表示錠、レバーハンドル

洗車機入れ

1.500

2
,0
00

アルミ

アルミパネル見込 ガラス 70 （扉40）

堀込引手、引戸錠

1引違戸片開き戸 両開き戸 片開き戸 片開き戸

見込

アルミ

70ガラス 透明5.0ｍｍ

2

1,100

9
00

見込

アルミ

70ガラス 透明5.0ｍｍ

引違窓 FIX 4

1,700

90
0

アルミ額縁、SUS網戸、アルミ水切り

アルミ

70 透明5.0ｍｍ見込 ガラス

２階監視室 引違窓 2 プラットホーム 外倒し窓 1

アルミ額縁、SUS網戸、アルミ水切り

アルミ

70 透明5.0ｍｍ見込 ガラス

プラットホーム 外倒し窓 4

アルミ額縁、アルミ水切り

アルミ

70 透明5.0ｍｍ見込 ガラス

AW
6

AW
7

材質

金物

その他

材質

金物

その他

２階監視室 引違窓 2

アルミ額縁、SUS網戸、アルミ水切り

アルミ

70 透明5.0ｍｍ見込 ガラス

２階監視室 引違窓 2

800

90
0

アルミ額縁、SUS網戸、アルミ水切り

アルミ

70 透明5.0ｍｍ見込 ガラス

80
0

1.100 100 1,100 100 1,100

3,500

付属金物一式付属金物一式 付属金物一式

80
0

1.100 100 1,100 100 1,100 100 1,100

4,700

解放角度60° 解放角度60°

排煙用ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ（操作位置FL+1500） 排煙用ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ（操作位置FL+1500）

付属金物一式

プラットホーム

アルミパネル

1,
20
0

1,700

5,000

4
,6
00

材質

金物

その他

見込 ガラス

スチール

障害物検知装置 SUS座板(ゴム付き）

SUSガイドﾚｰﾙ SUSまぐさ スチール3方枠

SS
1

重量電動シャッター 2 SS
2 重量電動シャッター

1

5,000

3,
70
0

材質

金物

その他

見込 ガラス

スチール

障害物検知装置 SUS座板(ゴム付き）

SUSガイドﾚｰﾙ SUSまぐさ スチール3方枠

水圧式開閉装置

1,
20
0

1,700

排煙窓

SS
3 重量電動シャッター

1

5,000

3,
70
0

材質

金物

その他

見込 ガラス

スチール

障害物検知装置 SUS座板(ゴム付き）

SUSガイドﾚｰﾙ SUSまぐさ スチール3方枠

▼FL

1
,1
00

▼FL

1
,1
00

建具表 R8・8



図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺

S:1/500法規チェック A-18冨
永

AW
1

AW
3

SS
1

SS
2

AW
1

AW
3

SS
1

SS
2

AW
5

AW
5

AW
5

AW
5

1F 1F2F 2F

シックハウス対策（Ⅲ）

（天井裏等への措置）

天井裏等（小屋裏、床裏、外壁、間仕切壁、収納等）

の仕様材料は全てＦ☆☆☆☆とする。

（建材等への措置）

全てＦ☆☆☆☆とする。

シックハウス対策（Ⅱ）
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41.60

V-08PLD824時間換気扇 （75m3/h）
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採光 換気

必要 必要有効 有効
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34.01 34.01
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（680.16㎡）
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　SS3　5.0×3.7×1ヶ所

83.00

R8・8



図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事
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図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事
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使用状態

■付属品

アスファルト舗装

S:1/10車止めパーキング・ブロック（100H)

車止め詳細図　1/20

（4.5ｍ×5本）

舗装部分

白線

白線

車両動線示す（白線）

厚150　路盤材　再生クラッシャラン　RC-40

厚50　再生密粒度アスコン

外構図 R8・8



土砂災害特別警戒区域ライン

図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事
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図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事

S-1

（３）耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、フックありなしにかかわらず４０ｄ以上（軽量コンクリー構造関係共通事項（共通事項）　 構造関係共通事項(配筋標準図)　建物概要等
　　　トの場合は５０ｄ以上）又は表3.1の重ね継手の長さのうちいずれか大きい値とする。

1.構造概要 構造概要
1.1 鉄筋の加工構 -1

1.1 適用範囲備考
(１)構造関係共通事項(配筋標準図)は鉄筋コンクリート及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄筋の加工、組立等の一般 鉄筋の折曲げ内法直径は、表1.1を標準とする。

(   )階～(   )階(　   )造
構造種別 地上 地下  的な標準図とする。 （４）隣り合う継手の位置は、表3.2による。

(   )階～(   )階(　   )造 (   )階～(   )階(　   )造
(２)構造関係共通事項(鉄骨標準図)は鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄骨の加工、組立の一般的な標準図と 表1.1　鉄筋の折曲げ内法直径 ただし、スラブ筋でＤ１６以下の場合及び壁筋の場合は除く。 X方向

架構形式  する。 Y方向
表3.2　隣り合う継手の位置

耐震構造 ・耐震構造 折曲げ内法直径(D)・制振構造

方式 ・免震構造(免震層の位置　・基礎下免震　・中間階免震(      )階

・直接基礎(・独立　・連続　・べた　・　　　　）  適用箇所は 鉄筋の
折曲げ 折曲げ図1.2 用語の定義 ＳＤ３９０

基礎方式 ・杭基礎(・場所打ちコンクリート杭　・既製コンクリート杭  図示による 種類
(１)構造図とは、建築構造図のうち構造関係共通事項以外の図面をいう。 角  度 （余長） フックあり

 ・鋼管杭　・　　　　） (           )
(２)異形鉄筋の径(本文、図、表において「Ｄ、ｄ」で示す)は、呼び名に用いた数値とする。

Ｄ１９Ｄ１９耐震安全性 の場合

重
 
ね
 
継
 
手

(３)長さ、厚さ等の単位は、特記なき限りmmとする。・Ⅰ類(1.5)　・Ⅱ類(1.25)　・Ⅲ類(1.0) 呼び名 Ｄ１６以下
～Ｄ３８ ～Ｄ３８の分類

１ｈ １ｈａ＝0.5Ｌ ａ≧0.5Ｌ
耐風に関す

・Ⅰ類(1.3)　・Ⅱ類(1.15)　・Ⅲ類(1.0)る性能の分
1.3 優先順位

類
設計図書の図面のうち建築構造図に相違がある場合の優先順位は以下のとおりとする。

フックなし  １８０°
１．構造図及び構造関係共通事項（共通事項）

２．構造関係共通事項（配筋標準図）、構造関係共通事項（鉄骨標準図） の場合

2.構造設計条件等 １ １ａ＝0.5Ｌ

ガ
ス
圧
接
継
手

溶
 接
 
継
 
手

1.4 記号等
 ガス圧接継手・溶接継手

図面で使用する記号等は表1～表4を標準とする。
  １３５°

－

ａ≧400mm

機
械
式
継
手

 カップラー
３ｄ以上 ４ｄ以上 ５ｄ以上

－  ９０°

ａ≧400mm、かつ、a≧(b+40)mm
表1　異形鉄筋の断面表示記号　

Ｄ１０ Ｄ１３ Ｄ１６ Ｄ１９ Ｄ２２ Ｄ２５ Ｄ２９ Ｄ３２径区分 （ｂ）鉄筋の定着

建築 （１）鉄筋の定着の長さは、表3.3及び図3.2による。
外力等

（２）柱に取り付ける梁の引張り鉄筋の直線定着長さは、40d以上（軽量コンクリートの場合は50d以上）とする。
備考   １３５° 表3.3　鉄筋の定着の長さ

表2　各階伏図における記号　設計用一次固有周期 及び

地震地域係数(Z) Z= ・1.0　・0.9　・0.8　・0.7 記号 説明 記号   ９０°説明 直線定着の長さ フックあり定着の長さコンクリートの
鉄筋の

地盤の種別 ３設計基準強度 Ｌ※地震力 スラブの配筋種別 杭の位置 （幅止め筋） Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ１ ２ ２ｈS 種　類標準せん断力係数 Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）X方向 Y方向 小梁 スラブ 小梁 スラブ
0 0一次設計 35d 30d18 45d 40d

スラブ厚さ 試験杭の位置
0 0二次設計 C =(             ) C =(             ) 30d 25d21 40d 35d１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フック又は135°フックを用いる場合は、 SD295 10d風圧力(施行令 地表面粗度区分 0基準風速(V ) 速度圧(q) 25d 20d35d 30d　　余長は４ｄ以上とする。階段の配筋種別 打増しの範囲 かつ　　　 第87条) ・Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 25d 20d35d 30d２．９０°未満の折曲げの内法直径は構造図による。

150mm
平均 35d 30d18 50d 40d 20d※風圧力(施行令 地表面粗度区分 0基準風速(V ) 土間コンクリート スラブ開口 以上－ D

速度圧(q) 30d 25d －21 45d 35d 10d
　  第82条の4) SD345

・Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 30d 25d40d 35d
コンクリートブロック壁（ＣＢ壁） ボーリング位置 2.1 異形鉄筋の末端部区域 ・多雪区域 25d 20d35d 30d

・多雪区域以外（特定緩勾配屋根・有・無） 35d 30d21 50d 40d次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。梁・スラブの上がり下がりの範囲 （±　　） FLからの上がり下がり
設計垂直積雪量積雪荷重 35d 30dSD390 45d 40d（１）柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部2
単位荷重 耐力壁 30d 25dEW○○ 40d 35d

壁 壁垂直積雪量の低減 ・低減する　　・低減しない 片持ちスラブ階段を受け、かつ耐力壁EKW○○
スラブ スラブ

土圧を受け、かつ耐力壁ERW○○

　　　３．Ｌ　 ：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを

表3　梁貫通孔記号　 　　　　　　　　受ける小梁は除く。柱 梁 梁3.地盤調査資料 ※当該敷地の既往調査報告書

・構造図による 径 50 75 100 125 150 175 200 225 250 275 300 325 350 375 400 　　　５．フックあり定着の場合は、図3.2に示すようにフック部分　 を含まない。区分

　　　　　また、中間部での折曲げは行わない。ただし、最上階の建　　築

壁 柱頭の四隅部は 壁 壁 　　　６．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

表4　スリーブ材質の凡例　 フックを付ける。
4.液状化対策 ・有り

 （範囲・工法・仕様・計測・試験等については構造図を参照） 管　名 溶融亜鉛めっき鋼版鋼　管 硬質塩化ビニル管（薄肉管） つば付き鋼管（黒管）
図2.1 末端部にフックを必要とする出隅部の鉄筋（ ● 印）

・無し
記号（建築用） GASP（白管） VU RS

定着起点 定着起点（２）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）
※建築用以外のスリーブ材質は各工事による。

（３）杭基礎のベース筋

（４）帯筋、あばら筋及び幅止め筋

構 -2 3
1.コンクリートの単位 (1)単位水量の測定は、150m に1回以上及び荷下し時に品質の異常が認められた時に実施する。

3.1 継手及び定着
　水量測定 (2)単位水量の上限値は、標準仕様書6.3.2(ｲ)(c)による。

(3)単位水量の管理目標値は次の通りとして、施工する。 （ａ）鉄筋の重ね継手

1)測定した単位水量が、配合計画書の設計値(以下「設計値」という。)±15kg/m の範囲に （１）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

ある場合は、その運搬車のレディーミクストコンクリート（以下「生コン」という。）を （２）柱及び梁の主筋並びに耐力壁を除く鉄筋の重ね継手の長さは、表3.1による。 直線定着の長さ フックあり定着の長さ

合格とし、そのまま打設する。

2)測定した単位水量が設計値±15を超え±20kg/m の範囲にある場合は、その運搬車の生コン 表3.1　鉄筋の重ね継手の長さ 図3.2　直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

を合格とし打設してよいが、水量変動の原因を調査し、生コン生産者に改善を指示する。

コンクリートのその後、設計値±15kg/m 以内に安定するまで、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を 鉄筋の
設計基準強度行う。 種  類

Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）
3)測定した単位水量が設計値±20kg/m を超える場合は、その運搬車の生コンを不合格とし、 （２）梁主筋の柱内折曲げ定着又は小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の方法は、図3.3により、

45d 35d18打設せずに持ち帰らせるとともに、水量変動の原因を調査し、生コン生産者に改善を指示 　　　次の(ⅰ)、(ⅱ)及び(ⅲ)をすべて満足するものとする。
40d 30d21する。その後、単位水量が設計値±20Kg/m 以内になるまで全運搬車の測定を行い、　 　　　　(ⅰ)　全長は表3.3に示す直線定着の長さ以上SD295
35d 25d24，27更に設計値±15kg/m 以内に安定するまで、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行う。 　　　　(ⅱ)　余長は８ｄ以上とする。
35d 25d30，33，364)3)により不合格となった生コンを確実に持ち帰ったことを確認する。
50d 35d18(4)単位水量管理についての記録を書面(配合計画書、製造管理記録、打込み時の外気温、コンク 　　　　　　　ただし、梁主筋の柱内定着においては、柱せいの3/4倍以上とする。
45d 30d21リート温度等)と写真により監督職員に提出する。 SD345
40d 30d24，27(5)単位水量の測定方法は、高周波誘電加熱乾燥法(電子レンジ法)、エアメータ法又は静電容量 ａ
35d 25d30，33，36測定法による。また、試験機関は当該生コン生産者以外の機関とする。 全長 全長
50d 35d21

45d 35dSD390 24，27

40d 30d30，33，36

梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ 小梁及びスラブの上端筋の

梁内折曲げ定着の投影定着長さ

図3.3　折曲げ定着の方法

図3.1　フックありの場合の重ね継手の長さ

▽ ▽

ｂＬ 

ａ ａ

ｄ

Ｄ

４ｄ以上
１ａ ａ Ｌ

ｄ

Ｄ

６ｄ以上
ａ

ｄ

Ｄ ｂ

ａ
８ｄ以上

ｄ４ｄ以上 Ｄ

ｄ

Ｄ

４ｄ以上

余長 余長

１ｈＬ

総
則

施
工
方
法
等
計
画
書
関
連
等

計算方法

許容応力度計算（令第82条各号＋令第82条の4）

許容応力度等計算

保有水平耐力計算

限界耐力計算

その他の計算法(                                    )

特別な検証法(時刻歴応答解析による)

大臣認定(認定番号　　　　                  　　　　)

指定性能評価機関（　　　　　　　　　　　　　　）

評価　・高層評価　・免震評価　・その他

 (評価番号　             　　　　                 )

【ルート３】

【ルート２】

【ルート１】

X方向 Y方向 備　考

 X方向、Y方向

 の適用する計

 算法に○を記

 載する構造計算適合性判定機関（　　）

・ ・

・・

・ ・

・

・ ・

・

(３)建築構造図に特記無き事項は、公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和４年度版による。

3

3

3

3

3

3

ＳＤ２９５、ＳＤ３４５

２

２

24、27

30、33、36

24、27

30、33、36

24、27

30、33、36

Ｌ（ただし、柱せいの3/4倍以上）

小梁の場

（片持小

合２５ｄ）
合２５ｄ）

ラブの場

（片持ス

( 1 )階～( 2 )階( 鉄骨)造

(       　ラーメン　    　　　 )構造

(       　ラーメン　    　　　 )構造

(     41     )cm

(    920     )N/m

738(     30      )m/s

(     30      )m/s

(    0.6   )秒

第(  2  )種地盤 Tc=(  0.6 )秒

C =(     0.2     ) C =(     0.2     )

　　　２．フックありの場合のＬ１ｈは、図3.1に示すようにフック部分　 を含まない。

Ｌ１ｈ（フックあり）Ｌ１（フックなし）

（注）１．Ｌ１,Ｌ１ｈ：重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ

　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

Ｌ１ｈ

Ｌ１ｈ

Ｌ１ｈＬ１ｈ

Ｌ１

Ｌ１

Ｌ１

ａ≧0.5Ｌ

１ｈ
３ｈ

　　　４．Ｌ３ｈ：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ

（注）１．Ｌ１、Ｌ１ｈ：２．から４．まで以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

　　　２．Ｌ２、Ｌ２ｈ：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

３

Ｌ

Ｌ１ｈ、Ｌ２ｈ又はＬ３ｈ
Ｌ１、Ｌ２又はＬ３

　　　　(ⅲ)　仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さＬａ及びＬｂは表3.4に示す長さとする。

冨
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末端部

図3.5　スパイラル筋の継手及び定着

中間部

（重ね継手）

（３）溶接金網の継手及び定着は、図3.4による。

（４）スパイラル筋の継手及び定着は、図3.5による

以上の
添巻き

1.5巻

重ね継手 定着（スラブの場合）

図3.4　溶接金網の継手及び定着

Ｌ

定着（壁の場合）

１

 鉄筋

（柱頭又は柱脚部）

　　　なお、Ｌ　は表3.1に、Ｌ　及びＬ　は表3.3による。１

（ａ）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表4.1による。

するように最小かぶり厚さを定める。

ただし、柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保

（注）１．この表は、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートには適用しない。

煙突等高熱を受ける部分

構造部分の種別

表4.1　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ

　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でな

　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの

　　　　　い仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

屋内

ない部分

土に接し

る部分

土に接す

耐力壁以外の壁

最小かぶり厚さ(mm )

30

30

20

30

　　　４．杭基礎の場合の基礎下端筋のかぶり厚さは、杭天端からとする。

　　　　　厚さを含まない。

　　　　　また、塩害を受けるおそれのある部分等耐久性上不利な箇所には適用しない。

（３）隣り合う鉄筋の径の平均（呼び名の数値）の1.5倍

（１）粗骨材の最大寸法の1.25倍

（２）２５ｍｍ

図4.1　鉄筋相互のあき及び間隔

　　　る。

（ｃ）鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

（ｄ）鉄筋相互のあきは図4.1により、次の値のうち最大のもの以上とする。

（ｅ）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、(d)による。

（ｆ）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

仕上げなし

仕上げあり

40

30
屋外

40

40

60

60

4.1 最小かぶり厚さ

Ｌ１

 鉄筋

コンクリートの

設計基準強度
２

Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）
ａＬ 

18

21

20d

15d

15d

15d

18

21

15d

15d

15d

15d

21

鉄筋の

種  類

15d

15d

20d

20d

20d

15d

20d

20d

20d

20d

20d

15d

20d

20d

SD295

ｂＬ 

SD345

SD390

表3.4　鉄筋の投影定着の長さ

（注）１．Ｌ　 ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

　　　２．Ｌ　 ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さｂ

ａ

　　　　　　　 （基礎梁、片持梁及び片持スラブを含む。）

　　　　　　　 （片持小梁及び片持スラブを除く。）

　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

図5.2　主筋の継手、定着及び余長（その１）

（ｂ）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.2による。

　　  ただし、耐圧スラブが付く場合は、（d）による。

（１）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が

　　　異なる場合には、図5.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着す

図5.1　梁筋の基礎梁内への定着

（２）梁筋を柱内に定着する場合は、7.1(b)(4)による。

（ａ）一般事項

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

図5.3　主筋の継手、定着及び余長（その２）

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

5.1　基礎梁

Ｄは、鉄筋の最大外径

柱

梁 梁

：継手の好ましい位置

柱

梁 梁

１サイズ太い鉄筋又は同径

吊上げ筋は、あばら筋より

の鉄筋を束ねたものとする。

柱

梁 梁

同径の鉄筋を束ねたものとする。

梁面より割り付ける。

帯筋

最上階

二段筋

一般階

上端筋

下端筋

（ｄ）帯筋の割付けは図6.4とし、それ以外の場合は構造図による。

（ｃ）フック及び継手の位置は交互とする。

図6.4　帯筋の割付け

図6.3　帯筋組立の形

（ｂ）帯筋組立の形は図6.3により、適用は構造図による。

（１）Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。

（３）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は1.5巻以上の添巻き行う。

（２）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア溶接の場合は

（注）１．柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P ＠または1.5P ＠とす

　　　２．図中のP ＠　、P ＠は、特記された帯筋の間隔を示す。

１

１

２

２

（ａ）帯筋の種類及び間隔は、構造図による。

（３）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が

（４）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。

　　　異なる場合には、図7.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着す

（１）継手中心位置は、次による。

　　　上端筋：中央 　o/2以内

図7.1　梁主筋の梁内定着

　　　　上端筋：曲げ降ろす

　　　　下端筋（一般）：原則、曲げ上げる。

　　　　下端筋（ハンチ付き）：原則、曲げ上げる。

　　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、　o/4を加えた範囲以内

（２）継手中央部の位置、定着長さ及び余長は図7.3及び図7.4による。

　　　なお、定着の方法は3.1(b)(2)による。

（ｂ）大梁主筋の継手及び定着の一般事項

（５）梁にハンチをつける場合、その傾斜は構造図による。

（ｃ）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長は、図7.3による。

（６）段違い梁は、図7.2による。

（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

（ｂ）柱打増し部

（１）打増し部分に、壁、梁、スラブ等がとりつく場合の壁、梁、スラブ筋等の定着長さは、打増し部分

（２）土に接する柱周囲の打増しは図6.2による。

FL

GL

打増し厚さ10mm

（２）地中梁下の砂利地業厚及び捨てコンクリート地業厚は構造図による。

（３）打増し部分に、スラブ、壁、梁筋等が取り付く場合のスラブ、壁、梁筋等の定着長さは、打増

　　　し部分を含まない。

図6.2　柱打増し部

（ａ）一般事項

　　　１０ｄ以上とする。

6.2　帯筋

7.1　大梁
（ｄ）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.4による。

（１）あばら筋の径および間隔は、構造図による。

（２）あばら筋組立の形及びフックの位置は、7.2(b)による。

　　　ただし、梁の上下端にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが1.5m以上の場合は、図5.5による

（ａ）一般事項

図5.5　あばら筋組立の形及びフックの位置

（ｂ）腹筋及び幅止め筋は、7.2による。ただし、梁せいが1.5m以上の場合は構造図による。

（ｃ）あばら筋の割付けは、7.2(c)による。

図5.4　主筋の継手、定着及び余長（その３）

図6.1　柱主筋の継手、定着及び余長

（２）継手、定着及び余長は、図6.1による。

　　　とする。

（ａ）一般事項

　　　ただし、柱頭定着長さＬ　が確保できない場合は、構造図による。

　　　（注）１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある

　　　　　　２．隣り合う継手の位置は、表3.2［隣り合う継手の位置］による。

　　　　　　３．継手及び定着は、すべての階に適用できる。

5.2　基礎梁のあばら筋等

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

一般の場合 重ね継手とする場合

コンクリート打継ぎ面

打増し厚さ10mm

（ｂ）柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに１０ｍｍを加えた数値を標準とす

　　　る。

      ことができる。

継手 定着

かぶり厚さ

が多い場合

上階の鉄筋

下階の鉄筋

が多い場合

6.1　柱

（１）継手中心位置は、梁上端から500mm以上、1,500mm以下、かつ、3ho/4（hoは柱の内法高さ）以下

　　　　　　　　場合には、フックを付ける。

②Ｗ－Ⅰ形

①Ｈ形

⑤ＳＰ形（スパイラル筋） ⑥丸形

（イ） （ロ）

（イ）

（イ）

（ロ） （ハ）

（ロ） （ハ） （ニ）

注）溶接は､鉄筋の組立前に行う。

（イ） （ロ）

　　　　　る範囲は、その柱に取り付くすべての梁を考慮して適用する。

　　　を含まない。

　　　る。

　　　　　には、フックを付ける。

図7.2　段違い梁

：継手の好ましい位置

：継手の好ましい位置

二段筋

二段筋

：ガス圧接を例で示す

：ガス圧接を例で示す

：ガス圧接を例で示す

：ガス圧接を例で示す

：重ね継手を例で示す

図7.3　大梁の重ね継手、定着及び余長

 /4 0  /2 0  /4 0

 0

 0

 /4 0  /4 0Ｄ Ｄ

Ｄ

：継手の好ましい位置

：ガス圧接を例で示す

24、27

30、33、36

24、27

30、33、36

24、27

30、33、36

スラブ、

柱、梁、耐力壁

擁壁、耐圧スラブ

柱、梁、スラブ、壁

基礎、擁壁、耐圧スラブ

上下の柱断面寸法が異なる場合、
帯筋は、１サイズ太い鉄筋又は

（１）梁の上がり下がりは、 FLを基準とした寸法値とする。

２ ３

（ｃ）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.3による。
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１
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片持スラブは、プレキャストコンクリート部材または現場打ちコンクリート部材とする。

プレキャストコンクリート部材とする場合の躯体への接続方法は、構造図による。

２Ｌ
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２Ｌ

３Ｌ
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15d(余長) 15d(余長)

１Ｌ １Ｌ

１Ｌ １Ｌ

２
Ｌ

 /4 0  /2 0  /4 0

 0

１Ｌ １Ｌ

１Ｌ １Ｌ

20d(余長） 20d(余長)

15d(余長) 15d(余長)

20d(余長) 20d(余長)

15d(余長) 15d(余長）

 /4 0  /4 0 /2 0

 /6 0  /4 0  /4 0  /4 0

 /4 0  /4 0 /2 0

 /2 0

 0

7  0/12

 0

２Ｌ (定着)

15d(余長)

20d(余長) 20d(余長)

15d(余長)

 /4 0  /4 0 /2 0

３Ｌｈ  /6 0

 0
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２
Ｌ
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３Ｌｈ
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２
Ｌ
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２
Ｌ
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Ｌ
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３
Ｌ

２
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２
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ｂＬ ｂＬ ２Ｌ

ｂＬ ｂＬ

ｂＬ

２Ｌ

２
Ｌ

２Ｌ

図7.9　腹筋および幅止め筋

（ｄ）腹筋及び幅止め筋

（１）一般の梁は、図7.9による。

図7.8　あばら筋の割付け（その３）

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

　　　２．図中のP＠、P’＠は、構造図のあばら筋の間隔を示す。

　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。

（ａ）小梁主筋の継手、定着及び余長

（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。

（１）連続小梁の場合は、図7.10による。 （注）１．図示のない場合は、（１）による。

（２）先端に小梁がある場合は、図7.13による。

図7.13　片持梁主筋の定着

　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。

（ａ）片持梁主筋の定着及び余長

（ｂ）単独小梁の場合は、図7.11による。

　　　２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

　　　３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。

（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。

（ｃ）あばら筋は、7.2による。

　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

（１）先端に小梁のない場合は、図7.12による。

（ｂ）あばら筋は、7.2による。

（１）壁配筋の重ね継手の長さはＬ　、定着の長さはＬ　とし、鉄筋の継手位置は、柱・梁部以外

（２）幅止め筋は、縦横ともD10-1,000＠程度とする。

（注）図中のP＠は、特記された壁筋の間隔を示す。

図8.1　壁の配筋

（ａ）一般事項

（２）壁開口部補強の定着長さは、図8.3による。

図8.3　壁開口部補強筋の定着長さ

図8.2　壁の交差部及び端部の配筋

（ｂ）壁の配筋は表8.1により、種別は構造図による。

（ｃ）片持スラブ形階段を受ける壁の配筋は表8.2により、種別は構造図による。

（１）耐力壁を除く壁開口部の補強筋は、Ａ形は表8.3、Ｂ形は表8.4とし、適用は構造図による。

　　　なお、耐力壁の補強筋は、構造図による。

（ａ）壁開口部の補強

（ｂ）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、構造図による。

表8.3　壁開口部補強筋（Ａ形）

表8.4　壁開口部補強筋（Ｂ形）

（ｅ）壁の交差部及び端部の配筋は、図8.2による。

（５）配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。

（６）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ　とする。

表9.1　Ｓ形配筋

図9.1　スラブの配筋

（７）定着長さ及び受け筋は、図9.2による。

図9.3　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）

　　　ただし、引き通すことができない場合は、図9.3により梁内に定着する。

片持スラブの配筋は、次による。

（１）片持スラブの配筋（ＣＳ形配筋）は、表9.2並びに図9.4及び図9.5により、配筋種別及び

　　　スラブ厚さは、構造図による。

表9.2　ＣＳ形配筋

（３）打増し部分に、壁、スラブ等が取り付く場合の壁、スラブ筋等の定着長さは、打増し部分を

（１）スラブ及び土間コンクリートの上がり下がりは、FLを基準とした寸法値とする。

（２）土間スラブ下の砂利地業厚及び捨てコンクリート地業厚は構造図による。

上端筋

平面 立面

直交する梁へ斜めに定着する場合

7.3　小梁

7.4　片持梁

8.1　壁

8.2　壁の補強

9.1　スラブ

9.2　片持スラブ

（４）スラブの配筋（Ｓ形配筋）は表9.1及び図9.1により、配筋種別及びスラブ厚さは、構造図による。

（２）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とし、定着長さは図7.6による。

（１）あばら筋の種類、径及び間隔は、構造図による。

（３）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。

（ａ）あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項

　　　ただし、L形梁の場合は、（ロ）または（ハ）、T形梁の場合は（ロ）～（ニ）とすることがで

（１）形は、図7.5（イ）とする。

ⅰ.（イ）の場合は交互とする。

ⅲ.（ハ）の場合は床版の付く側を90゜折曲げとする。

（２）フックの位置

（ｂ）あばら筋組立の形及びフックの位置

　　　ただし、腹筋を計算上考慮している場合の継手長さ、定着長さは構造図による。

7.2　あばら筋等

（イ） （ロ） （ハ） （ニ）

腹筋

2-D10

幅止め筋

2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

600≦Ｄ＜900 900≦Ｄ＜1,200 1,200≦Ｄ＜1,500

小梁外端部

水平断面

小梁連続端部

片持梁

垂直断面

先端小梁 

先端小梁

片持梁

片持梁筋
折下げ

片持梁筋
折下げ

柱

梁

主筋位置

主筋位置

梁

主筋位置主筋位置

表8.1　壁の配筋

断面図　　（mm）種別

D10-150@シングル

W12

W15A

W15B

W18A

W18B

W20A

W20B

D10-100@シングル

D10-200@ダブル

D10-150@ダブル

D10-200@ダブル

D10-150@ダブル

D10-200@シングル

縦筋及び横筋

(注)　壁筋の配筋順序は、規定しない。

表8.2　片持スラブ形階段を受ける壁の配筋

断面図　　（mm）

D13-200@ダブル

D10-200@ダブル

D13-150@ダブル

D10-200@ダブル

階段の配筋　

種別　　　　

KW1

KW2

縦筋

横筋

縦筋

横筋

KA1

KA3

KA2

KA4

端部（垂直及び水平断面）

1-D13

交差部（水平断面）

2-D13

外壁の端部（垂直及び水平断面）

1-D13

1-D13

1-D13 1-D131-D13
2-D13

1-D13

2-D13

1-D13

2-D13 4-D13

縦横

補強筋
壁の種別

W18，W20 2-D13

斜め

1-D131-D13

2-D13

W12，W15

縦横

2-D13

4-D13 2-D13

斜め

1-D13

補強筋

開口

配筋

D13-100@S 1

S 2

S 3

S 4

S 5

S 6

同　上

D13-150@

全域種別

 短辺方向（主筋）

全域

 長辺方向（配力筋）

S 7

同　上

同　上

同　上

    D10,D13-150@

D13-100@

D13-150@

D10-150@

一般スラブの場合

（イ） （ロ） （ハ）

長辺方向（配力筋）

短辺方向

短辺方向（主筋）

柱柱

柱 柱

大梁

大
梁

小
梁

長
辺
方
向

受け筋 (D13)

図9.2　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）

受け筋 (D13)

(D13)
受け筋

(D13)
受け筋

(D13)
受け筋

(D16)
受け筋

耐圧スラブの場合

D10-200@

D13-100@

D13-200@

D13-150@

D13-300@

上

下

CS2

CS1

　配筋種別 主筋

CS3

CS4

D10-400@

D10-200@

上

下

上

下

上

下

上

下

CS6

CS5

CS7

上

下

上

下

配筋

S 8

S 9

S10

S11

S12

S13

同　上

全域種別

 短辺方向（主筋）

全域

 長辺方向（配力筋）

S14

同　上

同　上

D10-150@

D10-200@

D10-200@

D10-250@

D10-200@

    D10,D13-150@

    D10,D13-200@

D10-200@

同　上

D10-250@

D10-200@

最上階

二段筋

一般階

外端 連続端

連続端

図7.10　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）

端部端部

図7.11　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）

（ｄ）ハンチのある場合の定着及び余長は、図7.4による。

図7.4　ハンチのある大梁の定着及び余長

（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　３．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　　のように引き通すこと

　　　４．破線は、柱内定着を示す。

　　　５．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

　　　　　には、フックを付ける。

　　　　　ができる。

　　　きる。

（ｃ）あばら筋の割付け

（１）間隔が一様でハンチのない場合は、図7.6による。

図7.5　あばら筋組立の形

図7.6　あばら筋の割付け（その１）

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

（２）間隔が一様でハンチのある場合は、図7.7による。

図7.7　あばら筋の割付け（その２）

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

　　　２．図中のP＠は、構造図のあばら筋の間隔を示す。

　　　２．図中のP＠は、構造図のあばら筋の間隔を示す。

（３）梁の端部で間隔の異なる場合は、図7.8による。

下端筋

最上階一般階

図7.12　片持梁主筋の定着及び余長

      含まない。

種別 縦筋及び横筋
(表10.1)

壁の種別

W18，W20

W12，W15

主筋　配筋種別

(頭つなぎ梁)

（ｄ）土圧を受ける壁の配筋は、構造図による。

１

　　　とする。

（３）土間コンクリート補強筋(D　）の配筋及びコンクリート厚さは構造図による。※

外端 連続端

連続端

 0 0
 /4 0  /4 0  /4 0 /2 0 0/2

：継手の好ましい位置

：ガス圧接を例で示す

 0 0
 /6 0  /4 0  /4 0  /4 0

 /4 0

３Ｌ ｈ

　　　ただし、耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、フックありなしにかかわらず４０ｄ以

　　　上（軽量コンクリートの場合は５０ｄ以上）又は表3.1の重ね継手の長さのうちいずれか大き

　　　い値とする。

ただし、構造図になければ、片持ちスラブは現場打ちコンクリート部材とする。

ⅱ.（ロ）の場合はL形ではスラブの付く側、T形では交互とする。

(注)　縦筋は、横筋の外側に配筋する。

D10、D13-150@

D10、D13-150@

D10、D13-150@

（注）上端筋、下端筋とも同一配筋とする。

D10、D13-200@

D10、D13-150@

D10、D13-300@

D10、D13-200@

D10、D13-200@

２

１

D13-150@
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2-D13
先端補強筋

2-D13
先端補強筋

4-D13
先端補強筋

垂れ壁のある場合

及び間隔に合わせる
先端壁の縦筋の径　

垂れ壁のない場合

1
0
0
以

下

先
端

壁
厚
以

上

D13(　≦1,000)
 受け筋

先端部補強筋
2-D13

D16(　＞1,000)

D10-200@

主筋

2-D13

2-D13

１

Ｌ

１Ｌ

１ｎ 本

２ｎ 本

(   )本
２ｎ 

２

(   )本
１ｎ 

２

5－D10（　=1,500）

5－D10（　=1,500）

中間部

ａ D13

端部

D13

D10-300@

t

配筋種別 KA1

配筋図

配筋種別

KA2

KA4KA3

D10-300@

D10-300@

t

D13

D13

D10-300@

D10-300@

D13

2-D13

D13

D13

D10-300@

t

t

2-D13

D13配筋図

上端筋、下端筋とも（全域）配筋種別

KB2

KB1

KB3

KB4

KB5

KB6

KB7 D16-100@

D16-125@

D16-150@

    D13,D16-150@

D13-100@

D13-150@

D13-200@

D10-300@

D10 

D10

３Ｌ

D10-300@

D10-200@

t

D10

150

t

D13

 D10

D10

D13

D10-200@

t

(１)  梁貫通孔補強筋の名称等は、図11.1による。

(２)  孔の径は、梁せいの1/3以下とする。

(３)  孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端よりＤ/3（Ｄは梁せい）の

配筋

2-2-D13

斜め筋
種別

H1

H2

なし

2-2-D13

なし なし

縦筋 横筋 上下縦筋 配筋図

H3

H4

H5

H6

4-2-D16

4-2-D13

H7

4-2-D16

4-2-D19

4-2-D22

2-2-D13 2-2-D132-2-D13

4-2-D13 2-2-D13 3-2-D13

あばら筋

溶接金網

リング筋

リング筋

突き合せ溶接

Ｄ/2

余長突出し

突出し

余長
かぶり

貫通孔外径

かぶり
余長

突出し

溶接金網

あばら筋

縦筋

斜め筋

ＭＨ形及びＭ形

縦筋斜め筋

縦筋

あばら筋

下縦筋

上縦筋

Ｈ形

上縦筋

斜め筋

横筋

下縦筋

あばら筋

縦筋

横筋

斜め筋

D13

D10 D10-200@

D16

コンクリートブロック帳壁

コンクリートの厚さ

D10-200@D10

コンクリートブロック帳壁

2-D13 2-D13

1
0
0
以

下

先
端

壁
厚
以

上

２
Ｌ

1
0
0
以
下

出隅受け部配筋出隅部補強配筋

(注)  ≧  とする

出隅部分の補強筋

一般スラブ配力筋

    2．出隅受け部配筋は柱

出
隅

部
分
の

補
強
筋

補強筋の定着

１

１ ２

出隅受け部

(注)1.   ≧  とする１ ２

       又は梁にＬ 定着する。

３
Ｌ

１
Ｌ

 
/
2

１

１Ｌ /2１

３Ｌ

１

 
/
2

１

２

１

２Ｌ ２Ｌ

２Ｌ

２
Ｌ

３
Ｌ

ａ
２

Ｌ

中間部

D13

土間コンクリート

補強筋の鉄筋径及

端部

D13

び間隔に合わせる

２Ｌ ２Ｌ

２Ｌ
２Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

３Ｌ

３Ｌ

 0

150

２Ｌ

 0

　　  範囲には孔を設けてはならない。

１Ｌ

１Ｌ

１

Ｌ

800

 /2１

出隅部

土間コンクリート補強筋

図9.4　片持スラブの配筋（ＣＳ１からＣＳ５）

（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

図9.5　片持スラブの配筋（ＣＳ６及びＣＳ７）

（２）先端に壁が付く場合の配筋は、図9.6による。

図9.6　先端に壁が付く場合の配筋

（i） 出隅部の補強筋は構造図により、配筋方法は、図9.7による。

（ii）出隅受け部分（図9.7の斜線部分）の補強筋は構造図による。

（３）出隅部

　　　を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

（ii）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより､開口部

　　  屋根スラブの出隅及び入隅部分には、図9.9により、補強筋を上端筋の下側に配置する。

（ｂ）屋根スラブの補強

図9.8　スラブ開口部の補強配筋

（i）スラブ開口の最大径が700mm以下の場合は、図9.8により開口によって切られる鉄筋と同量の

　　 鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め方向に2-D13（　 = 2Ｌ  ）シングルを上下筋の内側に

（ａ）スラブ開口部の補強

スラブ開口部の補強方法は、構造図による。構造図になければ、(ⅰ)(ⅱ)による。

１

　　  基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強は図9.10による。

  　　ただし、土間スラブとは、土に接するスラブでＳ形の配筋によるものをいう。

（ｃ）土間スラブの打継ぎ補強

　　  土間コンクリートの補強筋は、構造図による。なお、基礎梁との接合部は、図9.11による。

（ｄ）土間コンクリートの補強

図9.10　打継ぎ補強配筋

（注）ａ≦300の場合

図9.11　土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋

片持スラブ形階段の配筋は、表10.1及び図10.1により、寸法及び配筋種別は、構造図による。

表10.1　片持スラブ形階段の配筋

図10.1　片持スラブ形階段配筋の定着

（注）１．壁配筋は、8.1（ｃ）による。

　　　２．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。

　　　３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、表3.3

　　　　［鉄筋の定着の長さ］のＬ　とする。３

二辺固定スラブ形階段の配筋は表10.2並びに図10.2及び図10.3により、寸法及び配筋種別は、構造図

表10.2　二辺固定スラブ形配筋

図10.2　二辺固定スラブ形階段配筋（その１）

図10.3　二辺固定スラブ形階段配筋（その２）

（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。

9.3　スラブ等の補強

10.1　片持スラブ形階段

10.2　二辺固定スラブ形階段

     配筋する。

による。

 0

t

図11.1　梁貫通孔補強筋の名称等

（ａ）梁貫通孔は、次による。

表11.1　H形配筋

（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。

（１）控壁の配置は、構造図による。

（ａ）控壁は、次による。

（２）配筋は、図11.4による。

図11.4　控壁の配筋（水平、垂直とも）

（ｂ）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強は、図11.5による。

45゜ 45゜

図11.3 他の開孔を設けない範囲

11.1　梁貫通孔 11.2　コンクリートブロック帳壁との取合い

図11.2　補強筋の定着長さ

Ｄ

Ｄ

パラペットの配筋は図11.6による。

11.3　パラペット

２
Ｌ

２
Ｌ

図11.5　壁付き土間コンクリートの補強配筋

２Ｌ

Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

図9.7　片持ちスラブ出隅部の補強配筋

１
Ｌ

１

Ｌ

図9.9　出隅及び入隅部の補強配筋

２
Ｌ

３
Ｌ

２
Ｌ

２
Ｌ

２
Ｌ

２
Ｌ

ｔ

D13(　≦1,000)
 受け筋

先端部補強筋

2-D13

D16(　＞1,000)

２
ＬＬ

10d以上

ａＬ

（段差なし）

（段差あり）

受け筋 D13

先端部補強筋
2-D13

≦600

Ｌ

２Ｌ

（段差なし）

 受け筋 D13

先端部補強筋
2-D13

≦600

Ｌ

（段差あり）

２
Ｌ

ａＬ

主筋

主筋
D10-200@

t

t

ａ
２

Ｌ

ａ
２

Ｌ

２

（注）ａ≦300の場合

２Ｌ

ｂＬ

ｂＬ

２Ｌ

３Ｌ

２Ｌ

ｂＬ

8
d
以

上
10d以上

8
d
以
上

配力筋

配力筋

主筋
D10-200@

配力筋

D10-200@
配力筋

二辺固定スラブ形階段は、プレキャストコンクリート部材または現場打ちコンクリート部材とする。

プレキャストコンクリート部材とする場合の躯体への接続方法は構造図による。

11.4　メッシュ型枠

(１)  使用箇所

　　　使用部位は、基礎・地中梁及び関連する柱部分とする

　　　（見えがかりで、仕上げのない部分及びピット部分は除く）

　　　・メッシュ材質　鋼板：JIS　G3302、板厚０．５mm以上、めっき８０kg/㎡以上

　　　・桟用パイプ材質　JIS　G8305、直径２５mm以上、厚さ１．２mm以上

　　　・締付材はボルト式又は番線式とし、付属材料は監督職員の承諾を受ける

(３)  組立て

　　　・組立て桟用パイプの立て込み間隔は３００mm以下とする

(４)  型枠の取り外し

　　　桟用パイプの存置期間は標準仕様書６．８．４により、型枠用メッシュは取り外さない

(５)　鉄筋の最小かぶり厚さ

　　　表４．１による

(２)　材料及び構造

　　　・組立ては製造所の施工要領書に従う

　　　ただし、地中梁・柱は設計寸法に１０mmを加える

180 180

縦筋

横筋

D10-150@ダブル

D10-150@ダブル

図11.6　パラペットの配筋

(４)  孔は、柱面から原則として、1.5Ｄ以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。

(５)  孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。

(６)  縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

(７)  補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、図11.2による。

(９)  溶接金網の余長は1格子以上とし、突出しは10mm以上とする。

(10)  溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋 1-13φのリング筋を取り付ける。

      なお、リング節は、溶接金網に４箇所以上溶接する。

(11)  溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。

(８)  孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開

      口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

ただし、耐圧スラブ付きの基礎梁の梁中央部においては、梁上端よりＤ/3の範囲に孔を設けて

はならない。

同材質、同間隔

スラブ筋と同径、

（ｂ）梁貫通孔の補強形式は表11.1により、配筋種別は構造図による。

（詳細は公共建築工事標準仕様書（建築工事編）の各部配筋　参考図7.2を参照）

図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
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永
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　第4109号
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M12

高力ボルト

径

表1.4　高力ボルト径の記号

区分 M16 M20 M22 M24

溶融亜鉛めっき高力ボルト

径

表1.5　普通ボルト径の記号　

区分 M16 M20 M22 M24

突合わせ継手

Ｔ型継手

かど継手

分　　　　　　　　　　　類

全　周　現　場　溶　接

断続溶接の長さ及び間隔

区　　　　分

現　　場　　溶　　接

全　　周　　溶　　接

表1.7　溶接の補助記号

 溶  接  面

溶 接 継 手
隅肉溶接

部分溶込み溶接

両面溶接

フレア溶接

片面溶接

完全溶込み溶接

表1.6　溶接継手及び溶接面の分類別記号

記 号

補助記号

Ｌ－Ｐ

Ｆ

２

ＦＬ

１

Ｐ

Ｔ

Ｌ

Ｂ

Ｌ－Ｐ

全周現場溶接

６０６０

基準線

。

引出線

（折線）

。
６０

断続溶接の間隔
断続溶接の長さ

。

基準線

図1.1　溶接記号の記載例

現場溶接

全周溶接

溶接面

溶接継手

※特記無き限り、完全溶込溶接の溶接方法・溶接面は適切な溶接方法等による。

（F8T相当）

（F10T、S10T）
普通ボルト

M12

手溶接

縁端距離及びボルト間隔は、表1.1による。ただし、引張材の接合部分において、せん断力を受けるボルトが応力方向に３本

以上並ばない場合の縁端距離は、構造図による。構造図になければ、ボルト軸径の2.5倍以上とする。

表1.1　縁端距離及びボルト間隔　　（単位mm）

ねじの呼び
縁端距離 ボルト間隔

e p

M12

M16

M20

M22

M24

40 60

45 70

ep

（ｂ）千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔

（ａ）縁端距離及びボルト間隔

千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔は、表1.2による。

表1.2　千鳥のゲージ及びボルト間隔　（単位mm）

ゲージ
ねじの呼び

g

千鳥打ちのボルト間隔　Pt

M24

50

45

40

25

35

-

65

60

55

45

50

40

35

40

45

55

50

60

Pt

g

（ｃ）形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径

形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径は、表1.3による。

表1.3　形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径　（単位mm）

B

g

A

B
B

50

60

65

70

75

80

90

100

125

130

150

175

200

25

28

35

35

40

40

45

50

55

50

50

55

60

60

35

40

55

70

90

12

16

16

20

20

22

22

24

24

24

24

24

24

24

100

125

150

175

200

250

300

350

400

56

75

90

105

120

150

150

140

140

40

70

90

※１

16

16

22

22

24

24

24

24

24

50

65

70

75

80

90

100

30

35

40

40

45

50

55

12

20

20

22

22

24

24

※１　千鳥打ちとした場合

また、アンカーボルトの縁端距離は構造図による。

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

19＜ｔ≦40

35°

2

D1 = 2（ｔ－2）/3

D2 =（ｔ－2）/3

60°

45° 30°

ｔ≦６

6＜ｔ≦19

G

35°

G ＝ｔ

ｔ

45° 30°

被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接

及びセルフシールドアーク溶接

１（片面溶接）

突合わせ継手(B)の開先標準

Ｈ

２（両面溶接）

60°

D1 =（ｔ－6）/2

D2 =（ｔ－6）/2

60°

22＜ｔ≦40

12＜ｔ≦22

60°

ｔ≦12

0

1/4 t≦ S ≦10

35°

7

45°

/ （ｔ-2）/ （ｔ-2）

ｔ

1 3

2 2 3

60°

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

１（片面溶接）

部材が直交しない場合の開先標準

6＜ｔ≦19

19＜ｔ≦40

ｔ

６＜ｔ≦40

≧
60
°

1/4 t≦ S ≦10

35°

1/4 t≦ S ≦10

35°

２（両面溶接）

1/4 t≦ S ≦10

2

６＜ｔ≦19

≧
60
°

0

D1= 2（ｔ－2）/3

D2=（ｔ－2）/3

1/4 t≦ S ≦10

60°

19＜ｔ≦40

75°≧
45°

D2=（ｔ－6）/2

D1=（ｔ－6）/2

60°

35°

35°

1/4 t≦ S ≦101/4 t≦ S ≦10

45°

45°

1/4 t≦ S ≦10

22＜ｔ≦40

60°

12＜ｔ≦22

60°

35°

1/4 t≦ S ≦10

Ｔ型継手(T)の開先標準

1/4 t≦ S ≦10

35°

19＜ｔ≦40

1/4 t≦ S ≦10

19＜ｔ≦40

35°

S ＝ｔ

かど継手(L)の開先標準

35°45°
50°

16≦ｔ≦4012≦ｔ≦40

ｔ≧3のとき S ＝ｔ

ｔ＜3のとき S ＝３

３（軽量形鋼Ｖ形溶接）

ｄ ｄ

１（丸鋼等片面溶接）

ｄ／２ ｄ／２

ｄ ｄ

２（丸鋼等両面溶接）

ｄ

ｄ

ｄ ／
２

／２

22

13

フレア溶接(FL)の開先標準

Ｄ 10

ｔ 12

1211

1916

４５°

3628

1413

25

15 15

32

16

40

ｔ＜3のとき S ＝３

ｔ≧3のとき S ＝ｔ

４（軽量形鋼レ形溶接）

S ｔ S

４５° ４５°

15

部分溶込み溶接(P)の開先標準

７

5

ｔ

ｓ

５

4

４

3

６

5

隅肉溶接のサイズ

11

8

９

7

８

6

10

8

13

10

12

9

14

10 11

隅肉溶接(F)の開先標準

2519

11

16

12

22

13 15

28

17

32

19

36

21

40

24

S

60°

2
S

60°

2

（ｂ）エンドタブ

（ａ）エンドタブ・裏当て金の鋼材の種別及び引張強さによる区分は、母材と同等とする。

エンドタブの形状は母材と同厚・同開先のものとする。

エンドタブ

裏当て金

10㎜以上

m

m

溶接方法

半自動溶接

自動溶接

35以上

38以上

70以上

m

（ｃ）裏当て金

（１）裏当て金の組み立て溶接は、接合部に影響を与えないように、エンドタブの位置又は梁フランジ幅の1/4の位置に行い、

（２）完全溶込み溶接の片面溶接に用いる裏当て金は原則としてフランジの内側に設置する。

裏当て金の厚さ

FB（t×25㎜） FB（t×38㎜）

（単位：㎜）

6以上

9以上

12以上

t

溶接のサイズ （単位：㎜）

裏当て金の厚さ S

t≦9

t＞9

5

9

自動機械により開先加工を行う場合はこの限りではない。

適用管厚　3.2㎜≦t≦12㎜

交角　30°≦θ≦150°

A

B

C
θ

D

D

支管

主管

D-D断面図

主管の管軸と支管の管軸とは一致させること。

A部断面

1.5t～2.0t

50°～60°
0～3

t

0～
3

B部断面

1.5t～2.0t

接線

t

1.5t～2.0t

0～3

1.5t～2.0t

C部断面

( 　　　　　　　  　 )

梁フランジ両端から10㎜以内の位置には行ってはならない。

1

g 1

構造関係共通事項(鉄骨標準図)　

1-1 縁端距離及びボルト間隔

1-2 溶接継手の種類別開先標準
1-3 鋼管分岐継手詳細

1-4 鉄骨溶接施工

溶接方法

（単位：ｍｍ）

１（片面溶接） ２（両面溶接）

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

ｔ≦６

被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接

及びセルフシールドアーク溶接

１（片面溶接）

Ｈ

２（両面溶接）

ｔ≦12

( 　　　　　　　  　 )
１（片面溶接） ２（両面溶接）

1/4 t≦ S ≦10

1/4 t≦ S ≦10 1/4 t≦ S ≦10

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

ｔ≦６

被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接

及びセルフシールドアーク溶接

１（片面溶接）

Ｈ

２（両面溶接）

ｔ≦12

( 　　　　　　　  　 )
１（片面溶接） ２（両面溶接）

6＜ｔ≦19 12＜ｔ≦19

35° 45° 35°
60°

60°60°

1/4 t≦ S ≦10

D1= 2（ｔ－2）/3

D2=（ｔ－2）/3

1/4 t≦ S ≦10

D2=（ｔ－6）/2

D1=（ｔ－6）/2

1/4 t≦ S ≦10

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

１（片面溶接）

ｔ≦16

２（両面溶接）

ｔ≦16 16＜ｔ≦40

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

１（片面溶接） ２（両面溶接）

D1= (ｔ－2）/2

D2=（ｔ－2）/2

1/4 t≦ S ≦101/4 t≦ S ≦10

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

手溶接

半自動溶接

自動溶接

p

g2

g 1 g 2g 2

g 3

6
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ｔ6

2 ｔ
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ｔ
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1

6

ｔ ｔ

6

2
S
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ｔ
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ｔ
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ｔ
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2
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1
S

S

7

ｔ2
S

ｔ

D
2
D
1

6
S

S

2

S

ｔ

S

ｔ ｔ ｔ ｔ

6

6

7

ｔ2 ｔ2
S

ｔ

7

2 ｔ6
S

7

2 ｔ ｔ

D
2
D
1

2
S

ｔ

7

2 ｔ

D
2
D
1

6
S

S

S

S ｔ

S
S

S S

ｔ

S S

ｔ

ｔ

S

S D

ｔ

S S
D1

2
D2

ｄ ／
２

ｄ／２

ｔ

ｄ／２ ｄ／２

ｄ／２ｄ／２

t

S

S

S

St t

ｔ ｔ ｔ

S
S

S
S

S S

S

50°～60°

1Ｆ 1Ｆ

引出線

（ｄ）ボルト記号

M12、M16、M20、M22

45

A又

はＢ
g 1 g 2

最大

軸径
B g 1 g 2

最大

軸径
B g 3

最大

軸径

図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事
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図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事

S-6

Sr

Sr

60°

φ

50

H

5
0

φ

5
0

60° 0～5 0～5

0～5 0～5

φ

以
上

(
bs
)

(b
s)

(
b
s
)

70以上

40程度

Sr

Sr Sr
Sr1

2

Sc

1

1

2

t
S
c

t 2
t

e

t

2
0

5
0

100以下 B

H D

１

２

ｆ

tw tp

1
0
0

以
上

1
00

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

２
Ｌ

２
Ｌ

１
Ｌ

１
Ｌ

２Ｌ ２Ｌ

１Ｌ １Ｌ

La L Lb

　は３φまたは   のうち小さい方とする。 （ｅ≧ H とする）

補強トラス法

補強プレート法

(自然開先)

補強トラス

ｔf fｔ

補強プレート

2Ｆ

LC

鉄筋の貫通孔径の最大値は、下表による。

鉄筋の呼び名

鉄筋貫通孔の径

（単位：㎜）

梁主筋

梁あばら筋

柱主筋

柱帯筋

直交梁

柱帯筋

柱主筋

柱主筋

梁上端主筋

梁下端主筋

小梁下端主筋が貫通する場合 小梁下端主筋が貫通しない場合（単位：㎜）

小梁下端主筋 小梁下端主筋

片面溶接の溶接長さ（Ｌ）は、鉄筋の呼び名の数値の10倍以上とする。ただし、溶接によらない場合は135°曲げフックとする。

梁への定着方法

柱への定着方法

コーナー筋

（ａ）鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造の鉄骨梁ウェブ部材に貫通孔を設ける場合は、次による。

（１）貫通孔の内径寸法は、鉄骨せいの1/2以下かつ鉄筋コンクリート梁せいの1/3以下とする。

（２）貫通孔間隔は、両側の貫通孔径の平均値の、鉄骨造で２倍以上、鉄骨鉄筋コンクリート造で３倍以上確保する。

（１）補強プレート厚が16㎜以上となる場合は、必要な厚さの1/2以上の補強プレートをウェブ両面から溶接する。

（２）補強プレートは丸型としても良い。上下フランジとのあき50mmについては施工性を考慮して小さくすることもできる。

（１）スリーブの取付けは、全周隅肉溶接とする。

貫通孔の位置の限度（単位：㎜）

H ：鉄骨せい

D ：はりせい

φ：貫通孔の内径寸法

（φ≦H/2かつφ≦D/3）

D10

21

D13

24

D16

28

D19

31

D22

35

D25

38

D29

43

D32

46

1-6 梁貫通孔補強

1-7 壁筋の周辺部材への定着

1-8 柱組立筋

1-9 仕口部内の帯筋の加工及び組立

1-10 鉄筋貫通孔の径及び位置

LC

t

（ｄ）スカラップ

改良型スカラップ

（１）スカラップ半径Sr は35㎜とする。Sr は10㎜とする。

（２）スカラップ円弧の曲線は、フランジに滑らかに接するように加工し、複合円は滑らかに仕上げる。

従来型スカラップ

（１）スカラップ半径Srは35㎜とする。

（ｆ）スニップカット

（１）スニップカット部は溶接により埋めるものとする。

スニップカット

r

（２）スニップカットの寸法は、下表による。ただし、既製形鋼のスニップカットについては、Sc=r＋2により求めるものとする。

Sc 10 12 14 15

6 9 12 16以上

（ｇ）溶接部分の段差

完全溶込み溶接を行う部分の板厚の差による段違いが10㎜を超える場合

1/2.5以下

（ｈ）鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件

1Ｆ

1Ｆ

1Ｆ

2Ｆ

2Ｆ

2Ｆ

T

１ ２

ＦＬ

ＦＬ

ＦＬ

ＦＬ

D13以上の組立筋（柱幅≧700㎜）

組立筋
6φ－1000@

1Ｆ

鋼材の種類

400N級鋼

JIS Z 3214

溶接材料
パス間温度

（℃）

入熱

（KJ/cm）

350以下40以下

350以下40以下

450以下30以下

350以下40以下

450以下30以下

T490Tx-yCA-U

T490Tx-yMA-U

T550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-U

JIS Z 3211

規格

JIS Z 3312

JIS Z 3313

(
b
s
)

(bs)

鉄骨フランジには、鉄筋貫通孔を設けないものとする。

　(bs)：主筋と平行する鉄骨とのあき

ｅ：材端と補強プレートの間隔

定着用差し筋

定着用差し筋

コーナー筋

緩やかに折り曲げる

緩やかに折り曲げる

（ｂ）貫通孔の補強方法は、構造図による。

（１）補強プレート法及び補強トラス法の溶接等は、以下による。

JIS Z 3211 40以下 350以下

250以下30以下
JIS Z 3312

JIS Z 3313
490N級鋼

T490Tx-yCA-U

T490Tx-yMA-U

T550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-U

30以下

40以下 350以下

250以下

350以下40以下

JIS Z 3214

JIS Z 3312

30以下 250以下T550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-U
JIS Z 3313

520N級鋼

400N級STKR、

BCR及びBCP

JIS Z 3312

JIS Z 3313

T490Tx-yCA-U

T490Tx-yMA-U

T550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-U

JIS Z 3312
490N級STKR、

及びBCP JIS Z 3313
T550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-U

30以下 250以下

350以下40以下

30以下

40以下

30以下 250以下

350以下

250以下

1-5 フレア溶接を行う場合の溶接長さ

鉄筋又は軽量形鋼にフレア溶接を行う場合の溶接長さ（Ｌ）は、ビードの始点（La）及びクレーター（Lb）を除いた部分の長さとする。

Ｌ：片面フレア溶接の場合　10d

　　両面フレア溶接の場合　 5d

Ｌａ及びＬｂは１ｄ（軽量形鋼については１Ｓ）以上

ｄ：異形鉄筋の呼び名に用いた数値

Ｓ：溶接のサイズ

JIS Z 3315

JIS Z 3315

40以下 350以下

40以下 350以下

引張強さ570MPa以上のものを除く

引張強さ570MPa以上のものを除く

G49AOU-CCJ

引張強さ570MPa以上のものを除く

引張強さ570MPa以上のものを除く

G49AOU-CCJ

　　（ｅ）スカラップを設けない場合

柱貫通形式の場合 梁貫通形式の場合

YGW11、15

YGW18、19

G49AOU-NCC、NCCT 等

YGW11、15

YGW18、19

G49AOU-NCC、NCCT 等

YGW18、19

YGW11、15

YGW18、19

YGW18、19

21
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図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事

S-7

打増しのある場合 打増し部

※ 接着剤は、打増し部を含め、穿孔深さ全域にすき間なく充填すること

Ln ： 有効埋め込み長さ・定着長さ

シアコネクター：

からねじ山が２山以上でること。

ナット付き異形棒鋼とし、ナット

ただし、フォームタイを兼用する

ナットなし

Le　=7da

Le　=7da

Ln　=L ＋50

Ln　=20da

1

1.改修特記仕様書

2.図面

2-2　耐震改修標準図、構造関係共通事項（配筋標準図、鉄骨標準図）

2-1　耐震改修標準図、構造関係共通事項（配筋標準図、鉄骨標準図）を除く図面

ナットなし

場合は、端部にナットを付ける。

※既存躯体側の先端形状は45゜カットとする．

Le　=12da

Ln　=増打壁厚－かぶり厚シアコネクター：

シアコネクター：

一般部  　　  ：

開口補強筋　　：

２．設計図書の図面間で配筋方法に相違がある場合の優先順位は以下のとおりとする。

４．設計図中で使用する記号は、表１．１、表１．２を標準とする。

表１．２　各階伏図における記号

６．注意事項

(j)割裂補強筋の継手は、2巻以上の重ねとする。

(l)穿孔に使用する機械は、[・ハンマードリル　・コアドリル]とし、金属検知により電源供給が

×

（±　　）

１．適用範囲

(a)耐震改修共通事項は、耐震改修工事における構造関係の共通的事項とする。

(b)耐震改修共通事項以外については、設計図及び監督職員の指示による。

３．用語の定義

(a)異形鉄筋の径（本文、図・表において「D、d」で示す。）は、呼び名に用いた数値とする。
(b)長さ、厚さの単位は、特記なき限りmmとする。

表１．１　鉄筋の断面表示

５．使用材料

(a)スパイラル筋　　　ＪＩＳ　Ｇ　３１１２　　ＳＲ２３５

(a)改修工事に先立ち、補強構面毎に現場実測を行い、スパイラル筋、壁配筋等が確実に施工でき

るか確認を行うこと。

(b)増設部分と既存コンクリート躯体との接触面については既存コンクリート躯体面を目荒らしと

し、コンクリート打設前に十分な水湿しを行う。

(c)直交雑壁が存在する部分は、壁筋のみを残して、増打ち壁厚分をはつり込みのこと。

(d)施工段階で納まり上、設計図通りの配筋が困難な場合は施工図等を用い、監督職員と協議する

形状は下記による。 壁　厚 割裂防止筋

１５０ ６φ＠３５　直径：７０

径

ピッチ

(i)割裂補強筋は、改修壁の柱・梁に接する面全てに配置する。

(k)あと施工アンカーの規定穿孔深さは、はつり出しや目荒らしの底面を基準とする。

記　号

異形鉄筋 D10 D13 D16 D19 D22 D25 D29 D32

記　号 説　　　　明 説　　　　明記　号

スラブの配筋種別

スラブ厚さ

階段の配筋種別

土間コンクリート

コンクリートブロック壁(ＣＢ壁)

杭の位置

試験杭の位置

打増しの範囲

スラブ開口

ボーリング位置

梁・スラブの上がり下がりの範囲 FLからの上がり下がり

あと施工アンカ－

L

接着剤

既存躯体

Ln（シアコネクター、開口補強筋）

接合面

増設補強壁

（1）接着系アンカー

da

L  ： コンクリ－トの穿孔深さ

Le

Le ： アンカ-の有効埋め込み長さ

da ： アンカ－軸部の直径、アンカ－筋の呼び名

はしあき

PP

配置する。)

（原則として、中央に

da

へりあき

(2) あと施工アンカーの位置と間隔

Le

L

接着剤 アンカ－筋

(5da以上)

(2.5da以上)

(7.5da以上 かつ 30cm以下)

アンカ－筋

da

既存躯体

一般事項

撤去壁-梁 取合部（壁を新設する場合）

既存壁等撤去要領図

注記）特記なき壁等の撤去は下図による。

S=1/30  
注記）　　印は、コンクリ－トカッタ－位置を示し、カッタ－深さ30とする。

注記）鉄筋切断部には、錆止め塗装を行う。

注記）　　　  部は手ばつりを示す。

撤去壁-スラブ 取合部撤去壁-梁 取合部（撤去のみの場合）

鉄筋フレア溶接要領新設・増設壁上部グラウト要領

アンカ-筋ピッチ標準

50

5d P

P
P

P
P

P

P P P P P P P ≧P 5d

50

P

Ln（一般部）

増設補強壁

Ln

S*

D0

(e)壁、スラブ、階段等の配筋種別は、標仕 別図 各部配筋（4.1）～（6.2）による。

(f)目地にシーリングがある場合の最小かぶり厚さは改修標仕（表8.3.6）の「仕上げ

(g)ＮＷ＃＃は新設耐震壁を示し、かぶり厚さ、定着長さ、継手長さは改修標仕による。

(h)既存壁に開口を設けてはならない。やむを得ず設ける場合は監督職員の承諾を受ける。

（＃＃は壁配筋の種別の数値又は符号示す。）

なし」の項による。

直ちに監督職員に報告し、指示を受ける。

停止出来る付属装置（メタルセンサーリール）を使用する。穿孔の際に鉄筋に当たった場合は、

　 こと。

アンカ－関係共通事項

接着系アンカ-の有効埋め込み長さ 一般部  　　  ：

定着長さ

アンカー筋形状

(=補強筋との継手長さ＋余長)

接着系アンカ-の有効

施工確認試験荷重

荷　重　（ kN )アンカー筋呼び名（da）

開口補強筋　　：

一般部  　　  ：

開口補強筋　　：

2
0
0

グラウト材

スパイラル型

あと施工アンカ－

新設壁厚

割裂補強筋 目荒し

1. 特記なき新設・増設壁上部は、グラウトを行う。

新設壁の場合

増設壁厚

グラウト材

増設壁の場合

割裂補強筋

あと施工アンカ－

スパイラル型
目荒し

2
0
0

既存壁

梁

50

鉄筋切断
鉄筋切断

1
0

スラブ

5
0

鉄筋切断

50 1
0

鉄筋切断

50

撤去壁-柱 取合部（壁を新設する場合）

新
設

壁
厚 柱

鉄筋切断
新設壁部目荒らし

150

新
設

壁
厚

柱

鉄筋切断
新設壁部目荒らし

20

柱

10

直交壁

撤去壁-直交壁 取合部撤去壁-柱 取合部（撤去のみの場合）

50

※外気に面する部分の撤去は特記による。

鉄筋切断鉄筋切断

(
0)

(
0)

(0)

※(　)内の値は、直均し仕上げの場合の

鉄筋切断位置を示す。

※(　)内の値は、直均し仕上げの場合の

鉄筋切断位置を示す。
※(　)内の値は、直均し仕上げの場合の

鉄筋切断位置を示す。

２．鉄筋のフレア溶接の溶接長さは、ビ-ドの始点(La)及び、クレ-タ-(Lb)を除いた部分の

長さとし、寸法は下表による．但し、La 及び Lbは 1d以上とする．

１．特記なき鉄筋のフレア溶接は、下図の片面または両面とする。

/2

d d

d
/2
d

La LbL1

片面フレア溶接

鉄筋径

9φ・D10

L1

13φ・D13

L2 d

D16

La

dd

L2 Lb

/2
d

/2
d

両面フレア溶接

新設壁部目荒らし

鉄筋切断
目荒らし

鉄筋切断

新設壁厚

梁

新設壁厚

5
0

50

新設壁部目荒らし

鉄筋切断
目荒らし

鉄筋切断
梁

新設壁厚

新設壁厚

3.国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)(令和４年度版)」

冨
永

構造設計一級建築士　竹中哲成
　第4109号

耐震関係共通事項 R8・8



冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

冨
永

図面番号設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事

基礎リスト　S=1:30
※各基礎柱型寸法・配筋は柱脚リスト参照

捨コンクリート

基礎コンクリート

土間コンクリート

Fc＝21　N/mm2  S=15

Fc＝18　N/mm2  S=15

鉄　　筋 ≧　D19

≦　D16 SD295A

SD345

土間コンＤＳ１

スラブ厚 鉄筋　短辺方向 鉄筋　長辺方向 鉄筋　開口補強筋 砕石厚

２-Ｄ１６１５０

符　号

Ｄ１３-＠２００　シングル Ｄ１３-＠２００　シングル １００

5
0
0

9
0
0

2
5
0

1
,
6
5
0

Ｆ４

3
5
0

1
,
0
5
0

2
5
0

1
,
6
5
0

1
,
0
0
0

500 500

1,000

６－Ｄ１３

６
－

Ｄ
１

３

▽ＧＬ

Ｆ１ Ｆ３

８－Ｄ１３

4
5
0

9
5
0

2
5
0

1
,
6
5
0

4
0
0

1
,
0
0
0

2
5
0

1
,
6
5
0

７
－

Ｄ
１

３

７－Ｄ１３

Ｆ２

８
－

Ｄ
１

３

1
5
0 5
0

1
0
0 1
5
0 5
0

1
5
0 5
0

1
5
0 5
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
,
7
0
0

9－Ｄ１３

9
－

Ｄ
１

３

1
,
4
0
0

700 700

1,400
850 850

1
,
2
0
0

600 600

1,200

1,700

Fc＝18　N/mm2  S=15

※鉄筋の継手及び定着長さは40ｄ以上とする。
※柱角には斜め補強筋2-D13を菱形で配筋すること。

※土間コンクリートとFG取り合い部分いは定着筋D13＠200を設置すること。
構造設計一級建築士　竹中哲成
　第4109号

（Ｆ１'） （Ｆ２'） （Ｆ３'）

640（680） 640（680） 640（680） 640

5箇所 1箇所 2箇所2箇所3箇所3箇所8箇所

基礎リスト S:1/30 S-8R8・8



冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司 冨

永

F1

図面番号設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事

S-9
S:1/200
S:1/30

F
G
2

F
G
2

FG1

FG1

FG2

F
G
1

F
G
1

FG1

F
G
2

F
G
1

F
G
2

F
G
2

F
B
1

F
G
1

F
G
1

FB1FB2

F
B
2

F
G
1

F
G
1

F
G
1

FG1 FG1

FG3

FG2

FG2

FB1 FB1

F1

F2

F2

F2 F2

F2

基礎芯▽ 

6
,
0
0
0

8
,
0
0
0

4
,
0
0
0

2
,
0
0
0

BC

Ｃ

Ｄ

Ｂ

Ａ
壁芯△ 

基礎芯△ 

壁芯▽ 

０
6,000 10,000 10,000 10,000 5,000

１ ２ ３ ４ ５

基
礎

芯
▽

 

壁
芯

▽
 

基
礎

芯
△

 

壁
芯

△
 

F
G
1

F
G
1

FG1FG2 FG1 FG2

FG2FG2 FG1

F
G
1

F
G
1

F
G
2

F1

壁
芯

▽
 

基
礎

芯
△

 

FG1 FG12
0
0

200
Y

X

：土間コンクリート t=150

D13@200 シングル

F1

F2 F2

200

F3

F1

F2

F3 F3

F4 F4

FG12
0
0

200

B × D

位置

断面

主筋

FG1

400×1000

全断面 全断面

FG3FG2

全断面

350×1000

3-D25

地中梁リスト S:1/30
FB2

全断面

300×600

2-D25

1
,
0
0
0

5
0

5
0

1
,
0
0
0

5
0

5
0

5
0

5
0

6
0
0

4
5
0

4
5
0

4
5
0

凡例

断面

壁厚

立上り

高さ

▽GL

180

STRAP

腹筋

2-D13@250

4-D10 4-D10

2-D10@200

4-D10

2-D10@200 2-D13@150

2-D10

4/1-D25

4/1-D25

400×1100

4
5
0

5
0

5
0

1
,
1
0
0

端部 中央

350×1000

3-D25

3-D25 3-D25

6-D25

4-D10

GL+3,000
その他：GL+3,000

0通り～1通り間：GL+1,000

250

腰壁詳細図 S:1/30

1304/2-D25

4/2-D253-D25 2-D25

5
0

4
5
0

5
0

1
,
0
0
0

主筋

FB1

2-D13@250

D13@150

D13@150

1-D16

内側 内側

D10@200

D10@200

1-D13 1-D16

D13@200

D13@200

符号

基礎伏図 S:1/200
構造設計一級建築士　竹中哲成
　第4109号

F1'

F2' F3'

F2'

F3'

F2'

外側 外側

基礎伏図・地中梁リスト

腰壁厚130

腰壁厚130

R8・8



図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事

S-10冨
永

構造設計一級建築士　竹中哲成
　第4109号

1.0FSN490Cﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ

※特記なき限り梁ジョイント位置は800とする。

※ハイテンションボルト　F10T or S10T

1.0F

設計溶接強度

BCR295

種　類

柱

適用箇所

使用構造材料

※施工上必要な部分には　胴縁を入れること。

※詳細は、施工図にて指示とする。

ボルトピッチ

45

45

45

b

M22

M16

60

60

60

P

40

40

40

e

M20

ボルト径

10

10

g3

g1

g2
g1
g2

bbb b ee

e

g3
g3

ePPe

e

備　　考部　　材符　　号

・使用鋼材はBCR295とする

特記なき限り下記による
柱リスト

符　号

・使用鋼材はSS400とする大梁リスト
特記なき限り下記による

屋根ブレース

GPL-6

※STボルトはトルシア型高力ボルトMBLT-9018（日本ファスナー工業 JEFトルクボルト JIS H 8641同等品)とする。

※BCR295はMSTL-0141同等品とする。

m
f

nf

m
f

nf

mw

nw

C1 1C1
ＩＳベース

ＩＳベース

mw
備　考

SPL

WEB

g3SPL

FLANGE

g2g1nfHTB
部　　材

M20 60150 3 2SPL- 9x200x290-H-340x250x9x14
SPL- 12x250x530

2SPL- 12x100x530
4

-1504M20H-340x250x9x14 2SPL- 9x200x2903 60
2SPL- 12x100x530

SPL- 12x250x530
2

2

mf

2

2

nw

RG1 RG2 RG3

RG4 RG5 RG6

2G1 2G2

-H-350x175x7x11 602 1

ＪＩＳターンバックル筋かいＭ12

溶接長：60mm

60

羽子板：6x60

図面で描かれていない部分の鉄骨でも、必要と思われる部分の鉄骨は監理者と協議の上補強すること。

軸組図で描かれていない部分の鉄骨も、その他の図面の仕様と同等に考える。

□-250x250x12

□-250x250x12

1C2 1C3 □-250x250x16

ＳＰ２５３

ＳＰ２５４

2C22C1

2C3 □-250x250x16

1-M12

1.0FSS400梁,その他

M16 3 105
SPL- 9x175x410

2SPL- 9x70x410
4 2SPL- 9x260x170

鉄骨リスト１ R8・8



冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

冨
永

図面番号設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事

S-11

3-M20H-300x150x6.5x9 GPL-9

備　考
GPLHTB

接合部
部　　材符　号

・使用鋼材はSS400とする小梁・雑リスト
特記なき限り下記による

P GPL-122-M20
BPL-16×240×400（ＳＳ400）

A.Bolt 2-M16 L=400 W.Nut

B1 H-250x125x6x9 3-M20 GPL-12

B2

１通端部

その他の継手3-M16 GPL-6B1 H-250x125x6x9

H-200x100x5.5x8 GPL-124-M20

H-300x150x6.5x9 3-M22 GPL-12

その他の継手

B4

B3

B3 1・A・D通端部

ﾛ-200x200x6

水平ﾌﾞﾚｰｽ 1-Ｍ12 GPL-6

CG

B6 H-150x75x5x7 2-M16 GPL-6

H-250x125x6x9 3-M20B7 B8

B9

B10

H-350x175x7x11 3-M20 GPL-12

3-M20

RG5

[-125x65x6x8 3-M20 GPL-9Ｔ

H-150x75x5x7 全周溶接

GPL-12

3-M20B5 H-350x175x7x11 GPL-12

H-294x200x8x12 GPL-9

1-M12

ﾎﾞﾙﾄ：2本×2列

ＱＬデッキ

折板

QL-99-50-12G 焼抜きせん溶接

166ハゼ　t=0.8

折板受 C-100x50x20x2.3 スポット溶接

鉄骨リスト２

構造設計一級建築士　竹中哲成
　第4109号

R8・8



図面番号設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事

S-12

柱脚記号 SP253

柱寸法

アンカーボルト 4-M42

ベースプレート 450×450×40

最小：640×640
柱形断面

最大：840×840

最小コンクリート強度

柱主筋 20-D19

帯筋 D13@100

回転剛性 54,000kN・m/rad

柱脚記号 SP254

柱寸法

アンカーボルト 8-M36

ベースプレート 480×480×45

最小：680×680
柱形断面

最大：980×980

最小コンクリート強度

柱主筋 20-D22

帯筋 D13@100

回転剛性 63,000kN・m/rad

4
8
0

2
3
0

3
8
0

φ50孔

1
5
5

4
5

3
0

25
0以
下

5
9
0

75
0以
上

220以上

1
0
0

6
8
0

680

4
5
0

3
3
0

φ58孔

1
7
5

4
0

3
0

2
50
以
下

4
8
0

65
0以
上

190以上

1
0
0

6
4
0

640

□250×250×12 □250×250×16

21Ｎ/mm2 21Ｎ/mm2

冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

冨
永

構造設計一級建築士　竹中哲成
　第4109号

柱脚リスト S:1/30 R8・8



Ｒ
Ｇ
２

図面番号設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事

S:1/200 S-13

4
,
0
0
0

10,000

10,000

▽柱芯

△壁芯

ＲＧ４

２Ｇ１

２Ｇ１

２
Ｇ
２

Ｂ
７

Ｂ
８

Ｂ
８

Ｔ Ｔ

Ｔ ＴＴ Ｔ

Ｔ Ｔ

Ｔ Ｔ

10,000 10,000

ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１

ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１

ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ２

ＲＧ２

ＲＧ２
Ｒ
Ｇ
２

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
２

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

２Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１

Ｃ１

Ｂ３

Ｂ３

Ｂ３

Ｂ３

Ｂ１

Ｂ３

Ｂ３

Ｂ３

Ｂ３

Ｂ１

Ｂ３

Ｂ３

Ｂ３

Ｂ３

Ｂ１

Ｂ４

Ｂ４

Ｂ４

Ｂ４

Ｂ２

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

１階柱ＬＲ階梁伏図　S：1/200

２階Ｒ階梁伏図　S：1/200 １階２階梁伏図　S：1/200※特記なき梁継手位置は柱芯から800とする。

Ｙ

Ｘ

２Ｃ３

２Ｃ２ ２Ｃ２ Ｃ１

２Ｃ２２Ｃ２ １Ｃ２ １Ｃ２

１Ｃ２ １Ｃ２

4
,
0
0
0

8
,
0
0
0

200

Ｒ
Ｇ
３

Ｒ
Ｇ
３

2
0
0

１Ｃ１

Ｃ１
Ａ

Ｂ

２ ３ ４０

２ ３

Ａ

Ｂ

Ｃ

BC

Ｒ
Ｇ
５

Ｒ
Ｇ
４

Ｒ
Ｇ
５

Ｒ
Ｇ
６

１

１Ｃ３

１Ｃ３

１Ｃ１

１Ｃ１ＲＧ４

Ｂ
５

Ｂ
５

6,000

▽壁芯

△柱芯

ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ１ ＲＧ２１Ｃ１ Ｃ１Ｃ１Ｃ１Ｃ１

10,000 10,000

折板方向 折板方向

2
0
0

Ｄ
ＲＧ４

6,000

2
0
,
0
0
0

8
,
0
0
0

10,000

35,000

5,000

▽
壁
芯

Ｒ
Ｇ
２

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

ＣＧ

ＣＧ

ＣＧ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

２Ｃ１

△
柱
芯

200

１

Ｂ
９

Ｂ
９

Ｂ
９

Ｔ

２Ｃ１ＣＧ

△
壁
芯

Ｃ１

Ｃ１

Ｂ
９

Ｂ
９

Ｂ
９

ＣＧ

ＣＧ

ＣＧ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

4
,
0
0
0

8
,
0
0
0

Ａ

Ｂ

Ｃ

▽柱芯

△壁芯

2
0
0Ｃ１

200

▽
柱
芯

Ｒ
Ｇ
２

Ｒ
Ｇ
１

Ｒ
Ｇ
１

５

▽壁芯Ｃ１ ＣＧ Ｄ
△柱芯

2
0
0

2
0
,
0
0
0

8
,
0
0
0

10,000

35,000

5,000

：支保工設置範囲

Ｐ２Ｂ６

階段

下
部

Ｂ
１
１

２
Ｇ
２

3,000

ＱＬデッキ方向

2,330 2,330 2,340

冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

冨
永

構造設計一級建築士　竹中哲成
　第4109号

鉄骨伏図 R8・8



冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

冨
永

図面番号設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事

S:1/200 S-14
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図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事

S:1/200 S-15冨
永
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※特記なき梁継手位置は柱芯より800とする。
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図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事

S:1/200 S-16冨
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構造設計一級建築士　竹中哲成
　第4109号

図面番号設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事

S:1/50

冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

冨
永

S-17

 BPL-40×450×450  BPL-40×450×450 BPL-45×480×480
 A BOLT 4-M42  A BOLT 4-M42 A BOLT 8-M36

 SP253  SP254  SP253

A通り構造詳細図 S=1/50

2通りへ 5通りへ1通りへ 2通りへ

1 2 5

□
-
25

0×
25

0×
1
2

□
-2

50
×

25
0
×

12
□

-2
50

×
25
0
×

16

□
-2

50
×
2
50

×
12

 A PL-19×85×85  A PL-16×75×75  A PL-19×85×85

1
C
1

1
C
2

2
C
2

C
1

PL-19

PL-19

800

0.5
10

RG4 H-350×175×7×11

PL-8

CG CG

H-340×250×9×14 H-340×250×9×14

C-100×50×20×2.3 C-100×50×20×2.3

H-340×250×9×14

H-150×75×5×7H-150×75×5×7

C-100×50×20×2.3

H-340×250×9×14

800 800800800

RG1 RG1 RG1 RG2

PL-22

PL-22

PL-22

PL-22

PL-22

PL-22

2
C
1

H-340×250×9×14

800

2G1

PL-22

PL-22

▽2F梁天

3
,
3
7
0

200

壁
芯

△

□
-
2
5
0
×

2
5
0
×

1
2

 BPL-40×450×450

200

壁
芯

▽

▽GL

△BPL下端

柱
芯

△

2
2
0

 A BOLT 4-M42

 SP253

0

□
-
25

0
×

25
0×

12

 A PL-19×85×85

C
1

C-100×50×20×2.3
▽0通り梁天

PL-32

PL-32

800

▽A通り梁天
2
,
1
0
0

4
,
4
0
0

6
,
5
0
0

PL-16 PL-16

6,000 10,000 10,000 25,000

柱
芯

▽

25,000

鉄骨詳細図1 R8・8



構造設計一級建築士　竹中哲成
　第4109号

図面番号設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事

S:1/50

冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司
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図面番号設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事

S-19（1）

冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

冨
永

一般財団法人 日本建築センター 鋼構造評定委員会評定 BCJ評定－ST0282-03（2023年10月20日）

※（　）はミルメーカーと加工工場を示す。国土交通大臣認定番号 (アンカー用ボルトセット)ISベース柱脚工法設計・施工標準図 適用柱材
M24～M48 (朝日工業・アイエスケー中島工場) M24～M48 (朝日工業・アイエスケー前橋工場)

M30～M48 (JFE条鋼・アイエスケー中島工場) M30～M48 (JFEスチール・アイエスケー前橋工場)(SP:角形鋼管用 保有耐力接合タイプ)1/3 M52～M76 (JFE条鋼・アイエスケー前橋工場) 2024年11月作成

1.構造概要 3.アンカー用ボルトセット
3-1.アンカーボルト 3-2.ナット 3-4.定着板角形鋼管 角形鋼管 角形鋼管

333 材料：　大臣認定材料（ISB740C,ISB740E,ISB800B）4 種類：　1種六角ナット　JIS B 1181 材質：　一般構造用圧延鋼材  SS400（M48以下）44
222 999 強度区分：　JIS B 1052   8（M48以下） 溶接構造用圧延鋼材　SM490A（M52以上）（mm） （mm）

L 強度区分：　JIS B 1052  10（M52以上） 呼び径 m s e 呼び径 品番 Ba ta d
Ls Ls

M24 19 36 41.6 M24 P1 50 9 26

1 M30 24 46 53.1 M30 P2 65 12 32Ba ta

d
b

1 1 M36 29 55 63.5 M36 P3 75 16 38
5

M42 34 65 75.0 M42 P4 85 19 445 56 （mm） M48 38 75 86.5 M48 P5 95 22 506 6
db e dM52 42 80 92.4 M52 P6 115 25 54B

a

7 7 品番 呼び径 ピッチ L Ls7 ISB740C ISB740E ISB800B M56 45 85 98.1 M56 P7 120 25 58
8 8 8 A1 M24 3.0 22.0 - - 595 100 M60 48 90 104.0 M60 P8 130 28 62

A21 M30 3.5 28.0 - 605 115 M64 51 95 110.0 M64 P9 135 32 66s m
A31 675 M68 54 100 115.0 M68 PA 140 32 70

M36 4.0 33.15 33.0 - 130
捨てコンクリート（100mm以上） A34 825 M72 58 105 121.0 M72 PB 150 36 74

A41 745 M76 61 110 127.0 M76 PC 155 36 78

A42 845
M42 4.5 38.92 38.8 - 145

A43 945

A44 1045 （mm） （mm）

A52 1015 呼び径 品番 d1 d2 tw 呼び径 S di mi tiM48 5.0 45.0 - 160 3-3.丸座金 3-5.六角リングA53 1115 M24 C1 52 25 9 M24 36 22.5 5 1.6
A61 1100 M30 C2 58 31 12 M30 46 28.9 7 2.0材質：　一般構造用圧延鋼材  SS400 材質：　JIS G3131 SPHCM52 5.0 - 49.0 185
A62 1200 M36 C3 68 37 16 M36 55 33.6 8 2.04本ボルトタイプ 8本ボルトタイプ 12本ボルトタイプ A71 1165 M42 C4 78 43 19 M42 65 39.2 9 2.3twM56 5.5 - 52.0 195
A72 1265 s miM48 C5 90 50 19 M48 75 45.7 10 2.31 2アンカーボルト ベースプレート
A81 M60 5.5 - 56.0 1230 205 M52 C6 100 54 25 M52 80 49.9 11 2.8

3 一種ナット（シングルナット） … 土間コンクリート等で被覆する場合は、シングルナットを標準仕様とする。 A91 1295 M56 C7 108 58 28 M56 85 52.6 12 2.8M64 6.0 - 60.0 215 tiA92 1395 M60 C8 114 62 32 M60 90 56.6 12 3.2被覆されない場合は、ダブルナット又は六角リングにて緩み止めを行う。 d
i

d
1

d
2

AA1 1360 M64 C9 120 66 36 M64 95 60.3 13 3.2M68 6.0 - 64.0 2254 7丸座金 セットフレーム AA2 1460 M68 CA 128 70 36 M68 100 64.3 14 3.2
5 8六角リング セットアンカー AB1 M72 6.0 - 67.8 1425 235 M72 CB 134 74 36 M72 105 68.2 14 3.6

AC1 M76 6.0 - 71.8 1490 2456 9 M76 CC 140 78 36 M76 110 72.2 15 3.6定着板 モルタル（30～50mm）

2.ベースプレート 4.コンクリート柱形 5.施工
※ ( )は、元請施工範囲を示す。4-1.使用材料 コンクリート：　Fc=21N/mm　 以上（鋼管サイズ□550以下）2-1.材質 JIS G 3136 SN490B（t=40mm以下の場合のみ使用）

6.[コンクリート打設前検査]は、契約内容による。Fc=24N/mm　 以上（鋼管サイズ□600以上）建築構造用認定鋼板　TMCP325B（板厚の制限なしで使用）
中心Vカット鉄筋：　JIS G 3112 SD295A（D16以下）

JIS G 3112 SD345（D19～D25）2-2.形状と寸法
1.施工打合せC1 C1

JIS G 3112 SD390（D29以上）
2.（捨てコンクリートの打設）…捨てコン厚さは100mm以上とする。C1 C2 C2

3.（墨出し）…柱芯を明示する。・主筋頂部のフックは、設けないことを標準とする。4-2.形状・配筋
4.アンカーボルト据付・トップフープは、シングルを標準とする。8-φdh孔

4-φdh孔 12-φdh孔 5.（配筋・型枠）
ゲージプレート・Lxは、使用する主筋呼径の10倍以上とする。

D D D ゲージプレートを外したり、上に物を置いたり、乗ったりしない。
中心マーク 中心マーク 中心マーク なお、Lxの定着方向は指定しないため、内側に向けても問題ないものとする。

ベースモルタル厚 アンカーボルト、セットフレーム等と鉄筋を拘束しない。
30mm～50mmL

u

・主筋、帯筋の径・本数は、標準柱形の場合を示す。 アンカーボルトに熱を加えない。

・柱形の幅（bc）を標準柱形より拡げた場合、検討が必要。 6.[コンクリート打設前検査]上面 上面 上面 ※ベースプレートは 5
0

7.（コンクリート打設）t t t 柱形を拡げる場合や、柱芯が偏心する場合は、弊社までご相談ください。"中心マーク"のある面が上面（鋼管取付面）

"溶接突起"のある面が下面（底面） 8.（鉄骨建方・アンカーボルトの本締）
下面 下面 下面溶接肉盛り

L
a

まんじゅう高さは（30～50mm）とする。

まんじゅうに使用する材料に規定はない。
H 4-3.基礎立上り部

まんじゅうの大きさは施工マニュアルを参照。

9.ベースモルタルの充てん…ISグラウト以外は使用不可。

10.ナットの緩み確認
アンカーボルト据付図

Lx 基礎梁上面または 11.（充てん型枠脱型・廃棄）

H
s

フーチング上端
4本ボルトタイプ 8本ボルトタイプ 12本ボルトタイプ

（
杭

基
礎

の
場

合
は

、
最

低
H寸

法
+杭

出
寸

法
と

す
る

。
）

2-3.柱材との溶接
6.施工管理

t鋼管外面
・ISベースの施工（アンカーボルトの据付及びベースモルタルの充てん）は、弊社が認定した施工者が行う。裏当て金 柱材とベースプレートの溶接は、完全溶け込み溶接とする。

t/4

b
c

・施工は、施工マニュアルに準じて行い、施工後「チェックシート」により許容範囲内にあることを確認する。
※溶接施工に関しては、

3
5
°

・材料は弊社にて支給する。支給品以外の材料を使用した場合、ISベースの性能を保証できない場合がある。｢日本建築学会；建築工事標準仕様書 JASS 6鉄骨工事｣ に準じる。7

・アンカー用ボルトセットは大臣認定材である。形状・寸法・材質の変更、切り欠き・溶接などの加工は認められない。
・柱形の配筋が標準の場合

※柱材のめっき仕様について 基礎立上り高さ（Hs）は、250mm以下とする。

bc柱材をめっきする場合は、「SP-Gタイプ」をご採用ください。
・立上り高さ（Hs）が250mmを超える場合は、

ベースプレート溶接例
検討が必要となるため、弊社までご相談ください。

MBLT-0116

MBLT-0144

MBLT-0164

MBLT-0180

MBLT-0181 F値=235N/mm　，275N/mm　，295N/mm　，325Ｎ/mm

(大阪本社) TEL 06-6449-0881

(東京支店) TEL 03-6205-4144

FAX 06-6449-0877

FAX 03-5251-5226

2

2

構造設計一級建築士　竹中哲成
　第4109号

2 2 2 2

柱脚標準図-1 R8・8



図面番号設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事

S-19（2）

冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

冨
永

構造設計一級建築士　竹中哲成
　第4109号

一般財団法人 日本建築センター 鋼構造評定委員会評定 BCJ評定－ST0282-03（2023年10月20日）

※（　）はミルメーカーと加工工場を示す。国土交通大臣認定番号 (アンカー用ボルトセット)ISベース柱脚工法設計・施工標準図
M24～M48 (朝日工業・アイエスケー中島工場) M24～M48 (朝日工業・アイエスケー前橋工場)

□150×150～□550×550M30～M48 (JFE条鋼・アイエスケー中島工場) M30～M48 (JFEスチール・アイエスケー前橋工場)(SP:角形鋼管用 保有耐力接合タイプ)2/3 M52～M76 (JFE条鋼・アイエスケー前橋工場) 2024年11月作成

※柱材は、指定JIS規格品または 最低H寸法（mm）適用鋼管（mm） ベースプレート アンカーボルト コンクリート柱形 （標準）
大臣認定品とする。

※杭基礎の場合は採用 柱脚記号 鋼管サイズ（mm）
柱材の基準強度（N/mm　） コンクリート強度 （最低H寸法+杭出寸法）ベースプレート記号D（mm） C1（mm） C2（mm） dh（mm） t（mm） Lu（mm） La（mm） bc（最小～最大）（mm） 主筋 帯筋帯筋 Lx（mm）本数-呼び径（品番） 2(N/mm  )235 275・295 325

S2529 φ36SP151 t ≦ 9 t ≦ 6 - 290 210 - 25 4-M24 (A1) 125 410 500～540 12-D16 D13@150 160 21以上 550以上
□150

S3231 φ42SP152 t ≦ 12 t ≦ 12 - 310 210 - 32 4-M30 (A21) 135 400 500～630 16-D16 D13@150 160 21以上 550以上

S2532 φ42SP171 t ≦ 9 t ≦ 6 - 320 230 - 25 4-M30 (A21) 135 400 500～540 12-D16 D13@150 160 21以上 550以上
□175

S3635 φ50SP172 t ≦ 12 t ≦ 12 - 350 250 - 36 4-M36 (A31) 155 440 540～630 16-D16 D13@150 160 21以上 600以上

S3235 φ50SP201 t ≦ 9 t ≦ 9 - 350 260 - 32 4-M36 (A31) 155 440 560～650 12-D19 D13@100 190 21以上 600以上

S4038 φ50SP202 □200 t ≦ 12 t ≦ 12 - 380 280 - 40 4-M36 (A31) 155 440 570～750 16-D19 D13@100 190 21以上 600以上

S4538T φ58SP203 t ≦ 16 t ≦ 16 - 380 270 - 45 4-M42 (A41) 175 480 580～840 20-D19 D13@100 190 21以上 650以上

S2840 φ50SP251 t ≦ 6 t ≦ 6 - 400 310 - 28 4-M36 (A31) 155 440 620～650 12-D19 D13@100 190 21以上 600以上

S3645A φ50SP252 t ≦ 9 t ≦ 9 - 450 340 - 36 4-M36 (A31) 155 440 650～680 16-D19 D13@100 190 21以上 600以上
□250

S4045 φ58SP253 t ≦ 12 t ≦ 12 - 450 330 - 40 4-M42 (A41) 175 480 640～840 20-D19 D13@100 190 21以上 650以上

S4548T φ50SP254 t ≦ 16 t ≦ 16 - 480 380 230 45 8-M36 (A34) 155 590 680～980 20-D22 D13@100 220 21以上 750以上

S3648 φ58SP301 t ≦ 9 t ≦ 9 - 480 370 - 36 4-M42 (A42) 175 580 680～840 16-D22 D13@100 220 21以上 750以上

S4050 φ50SP302 t ≦ 12 t ≦ 12 t ≦ 9 500 400 250 40 8-M36 (A34) 155 590 730～840 20-D22 D13@100 220 21以上 750以上

S4553T φ58SP303 □300 t ≦ 16 t ≦ 16 t ≦ 12 530 420 250 45 8-M42 (A43) 175 680 740～840 24-D22 D13@100 220 21以上 850以上

S5057T φ58SP304 t ≦ 19 t ≦ 19 t ≦ 16 570 440 270 50 8-M42 (A43) 175 680 770～1120 20-D25 D13@100 250 21以上 850以上

S5560T φ58SP305 t ≦ 19 t ≦ 22 t ≦ 19 600 470 300 55 8-M42 (A43) 175 680 800～1120 20-D25 D13@100 250 21以上 850以上

S4056 φ58SP351 t ≦ 12 t ≦ 12 t ≦ 9 560 460 290 40 8-M42 (A43) 175 680 780～1070 24-D22 D13@100 220 21以上 850以上

S5062AT φ58SP352 t ≦ 16 t ≦ 16 t ≦ 12 620 500 330 50 8-M42 (A43) 175 680 850～1070 24-D22 D13@100 220 21以上 850以上

S5063T φ66SP353 □350 t ≦ 19 t ≦ 19 t ≦ 16 630 470 280 50 8-M48 (A52) 195 720 830～1230 24-D25 D13@100 250 21以上 900以上

S6067T φ66SP354 t ≦ 22 t ≦ 22 t ≦ 19 670 530 340 60 8-M48 (A52) 195 720 880～1260 28-D25 D13@100 250 21以上 900以上

S6571T φ66SP355 t ≦ 22 t ≦ 25 t ≦ 22 710 550 360 65 8-M48 (A52) 195 720 930～1260 28-D25 D13@100 250 21以上 900以上

S4565TSP401 t ≦ 12 t ≦ 12 t ≦ 9 650 540 370 φ58 45 8-M42 (A43) 175 680 860～1230 24-D25 D13@100 250 21以上 850以上

S5067TSP402 t ≦ 16 t ≦ 16 t ≦ 12 670 540 350 φ66 50 8-M48 (A53) 195 820 880～1230 24-D25 D13@100 250 21以上 1000以上

S6073TSP403 t ≦ 19 t ≦ 19 t ≦ 16 730 590 400 φ66 60 8-M48 (A53) 195 820 960～1230 24-D25 D13@100 250 21以上 1000以上
□400

S7078TSP404 t ≦ 22 t ≦ 22 t ≦ 19 780 630 440 φ66 70 8-M48 (A53) 195 820 1020～1230 24-D25 D13@100 250 21以上 1000以上

S7074TSP405 t ≦ 25 t ≦ 25 t ≦ 22 740 590 400 φ66 70 12-M48 (A53) 195 820 980～1260 32-D25 D13@100 250 21以上 1000以上

S7077TSP406 t ≦ 25 t ≦ 25 t ≦ 22 770 600 360 φ74 70 8-M56 (A71) 245 800 1020～1260 36-D25 D13@100 250 21以上 1000以上

S5073TSP451 t ≦ 12 t ≦ 12 t ≦ 9 730 620 450 φ58 50 8-M42 (A43) 175 680 950～1150 24-D25 D13@100 250 21以上 850以上

S5576TSP452 t ≦ 16 t ≦ 16 t ≦ 12 760 630 440 φ66 55 8-M48 (A53) 195 820 990～1260 28-D25 D13@100 250 21以上 1000以上

S7085ATSP453 t ≦ 19 t ≦ 19 t ≦ 16 850 680 490 φ66 70 8-M48 (A53) 195 820 1100～1260 28-D25 D13@100 250 21以上 1000以上

S7081TSP454 □450 t ≦ 22 t ≦ 22 t ≦ 19 810 660 470 φ66 70 12-M48 (A53) 195 820 1100～1260 32-D25 D13@100 250 21以上 1000以上

S7588TSP455 t ≦ 25 t ≦ 25 t ≦ 22 880 680 490 φ66 75 12-M48 (A53) 200 820 1140～1260 36-D25 D13@100 250 21以上 1000以上

S7085BTSP456 t ≦ 25 t ≦ 25 t ≦ 22 850 690 450 φ74 70 8-M56 (A71) 245 800 1150～1260 36-D25 D13@100 250 21以上 1000以上

S7586TSP457 t ≦ 28 t ≦ 28 t ≦ 25 860 680 420 φ80 75 8-M60 (A81) 255 850 1130～1260 40-D25 D13@100 250 21以上 1050以上

S5075TSP501 t ≦ 12 t ≦ 12 t ≦ 9 750 630 440 φ66 50 8-M48 (A53) 195 820 970～1260 28-D25 D13@100 250 21以上 1000以上

S6079TSP502 t ≦ 16 t ≦ 16 t ≦ 12 790 660 470 φ66 60 12-M48 (A53) 195 820 1050～1260 32-D25 D13@100 250 21以上 1000以上

S5581TSP503 t ≦ 16 t ≦ 16 t ≦ 12 810 670 440 φ70 55 8-M52 (A61) 235 750 1050～1260 32-D25 D13@100 250 21以上 950以上

S6587ATSP504 t ≦ 19 t ≦ 19 t ≦ 16 870 690 500 φ66 65 12-M48 (A53) 195 820 1130～1260 32-D25 D13@100 250 21以上 1000以上
□500

S7089TSP505 t ≦ 19 t ≦ 19 t ≦ 16 890 730 500 φ70 70 8-M52 (A61) 235 750 1150～1260 36-D25 D13@100 250 21以上 950以上

S7088TSP506 t ≦ 22 t ≦ 22 t ≦ 19 880 710 450 φ80 70 8-M60 (A81) 255 850 1140～1600 32-D29 D16@100 290 21以上 1050以上

S7592TSP507 t ≦ 25 t ≦ 25 t ≦ 22 920 740 480 φ80 75 8-M60 (A81) 255 850 1200～1600 32-D29 D16@100 290 21以上 1050以上

S8092TSP508 t ≦ 28 t ≦ 28 t ≦ 25 920 720 440 φ88 80 8-M68 (AA1) 275 950 1220～1690 36-D29 D16@100 290 21以上 1200以上

S5585TSP551 t ≦ 12 t ≦ 12 t ≦ 9 850 720 530 φ66 55 8-M48 (A53) 195 820 1100～1260 28-D25 D13@100 250 21以上 1000以上

S6589TSP552 t ≦ 16 t ≦ 16 t ≦ 12 890 740 550 φ66 65 12-M48 (A53) 195 820 1150～1260 36-D25 D13@100 250 21以上 1000以上

S6591ATSP553 t ≦ 16 t ≦ 16 t ≦ 12 910 770 540 φ70 65 8-M52 (A61) 235 750 1180～1260 36-D25 D13@100 250 21以上 950以上
□550

S6590TSP554 t ≦ 19 t ≦ 19 t ≦ 16 900 740 480 φ80 65 8-M60 (A81) 255 850 1170～1600 32-D29 D16@100 290 21以上 1050以上

S7597TSP555 t ≦ 22 t ≦ 22 t ≦ 19 970 800 540 φ80 75 8-M60 (A81) 255 850 1260～1500 32-D29 D16@100 290 21以上 1050以上

S8099TSP556 t ≦ 25 t ≦ 25 t ≦ 22 990 790 520 φ84 80 8-M64 (A91) 265 900 1280～1690 36-D29 D16@100 290 21以上 1100以上

S8098TSP557 t ≦ 28 t ≦ 28 t ≦ 25 980 770 470 φ92 80 8-M72 (AB1) 285 1000 1300～1790 40-D29 D16@100 290 21以上 1250以上

MBLT-0116

MBLT-0144

MBLT-0164

MBLT-0180

MBLT-0181

(大阪本社) TEL 06-6449-0881

FAX 06-6449-0877

(東京支店) TEL 03-6205-4144

FAX 03-5251-5226
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F値=235N/mm,　275N/mm,　295N/mm,　325Ｎ/mm2 2 2 2適用柱材
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図面番号設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事

S-19（3）

冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

冨
永

構造設計一級建築士　竹中哲成
　第4109号

一般財団法人 日本建築センター 鋼構造評定委員会評定 BCJ評定－ST0282-03（2023年10月20日）

※（　）はミルメーカーと加工工場を示す。国土交通大臣認定番号 (アンカー用ボルトセット)ISベース柱脚工法設計・施工標準図
M24～M48 (朝日工業・アイエスケー中島工場) M24～M48 (朝日工業・アイエスケー前橋工場)

□600×600～□800×800M30～M48 (JFE条鋼・アイエスケー中島工場) M30～M48 (JFEスチール・アイエスケー前橋工場)(SP:角形鋼管用 保有耐力接合タイプ)3/3 M52～M76 (JFE条鋼・アイエスケー前橋工場) 2024年11月作成

※柱材は、指定JIS規格品または 最低H寸法（mm）適用鋼管（mm） ベースプレート アンカーボルト コンクリート柱形 （標準）大臣認定品とする。
※杭基礎の場合は採用 柱脚記号 鋼管サイズ（mm）

柱材の基準強度（N/mm　） コンクリート強度 （最低H寸法+杭出寸法）ベースプレート記号 D（mm） C1（mm） C2（mm） dh（mm） t（mm） Lu（mm） La（mm） bc（最小～最大）（mm） 主筋 帯筋帯筋 Lx（mm）本数-呼び径（品番） 2(N/mm  )235 275 325

S4584TSP601 t ≦ 9 - - 840 730 560 φ58 45 8-M42 (A44) 175 780 1090～1120 20-D25 D16@100 250 ※ 24以上 950以上

S5590TSP602 t ≦ 16 - t ≦ 12 900 760 530 φ70 55 8-M52 (A62) 235 850 1170～1380 24-D29 D16@100 290 ※ 24以上 1050以上

S6594TSP603 t ≦ 22 t ≦ 16 t ≦ 16 940 780 520 φ80 65 8-M60 (A81) 255 850 1220～1600 32-D29 D16@100 290 ※ 24以上 1050以上
□600

S7097TSP604 t ≦ 28 t ≦ 22 t ≦ 22 970 790 510 φ88 70 8-M68 (AA1) 275 950 1270～1790 40-D29 D16@100 290 ※ 24以上 1200以上

S85106TSP605 t ≦ 32 t ≦ 25 t ≦ 25 1060 850 570 φ88 85 8-M68 (AA1) 275 950 1370～1790 40-D29 D16@100 290 ※ 24以上 1200以上

S95106TSP606 t ≦ 38 t ≦ 28 t ≦ 28 1060 800 500 φ92 95 8-M72 (AB1) 285 1000 1400～1870 44-D29 D16@100 290 ※ 24以上 1250以上

S5593TSP651 t ≦ 12 - - 930 800 610 φ66 55 8-M48 (A53) 195 820 1200～1260 28-D25 D16@100 250 ※ 24以上 1000以上

S6097TSP652 t ≦ 16 - t ≦ 12 970 820 580 φ74 60 8-M56 (A72) 245 900 1250～1490 28-D29 D16@100 290 ※ 24以上 1100以上

S65100TSP653 t ≦ 22 t ≦ 16 t ≦ 16 1000 830 560 φ84 65 8-M64 (A91) 265 900 1300～1690 36-D29 D16@100 290 ※ 24以上 1100以上
□650

S70102TSP654 t ≦ 25 t ≦ 19 t ≦ 19 1020 840 560 φ88 70 8-M68 (AA1) 275 950 1320～1790 40-D29 D16@100 290 ※ 24以上 1200以上

S85112TSP655 t ≦ 28 t ≦ 25 t ≦ 22 1120 910 630 φ88 85 8-M68 (AA2) 275 1050 1450～1790 40-D29 D16@100 290 ※ 24以上 1300以上

S95112TSP656 t ≦ 32 t ≦ 25 t ≦ 25 1120 850 550 φ92 95 8-M72 (AB1) 285 1000 1450～1960 48-D29 D16@100 290 ※ 24以上 1250以上

S55100TSP701 t ≦ 12 - - 1000 860 630 φ70 55 8-M52 (A62) 235 850 1300～1380 24-D29 D16@100 290 ※ 24以上 1050以上

S65104TSP702 t ≦ 16 - t ≦ 12 1040 880 620 φ80 65 8-M60 (A81) 255 850 1350～1600 32-D29 D16@100 290 ※ 24以上 1050以上

S70107TSP703 □700 t ≦ 22 t ≦ 19 t ≦ 19 1070 890 610 φ88 70 8-M68 (AA1) 275 950 1420～1870 44-D29 D16@100 290 ※ 24以上 1200以上

S85116TSP704 t ≦ 25 t ≦ 19 t ≦ 19 1160 950 670 φ88 85 8-M68 (AA1) 275 950 1500～1870 44-D29 D16@100 290 ※ 24以上 1200以上

S90117TSP705 t ≦ 32 t ≦ 25 t ≦ 25 1170 920 610 φ96 90 8-M76 (AC1) 295 1050 1570～1960 48-D29 D16@100 290 ※ 24以上 1300以上

S65110TSP751 t ≦ 19 - - 1100 930 660 φ84 65 8-M64 (A92) 265 1000 1420～1690 36-D29 D16@100 290 ※ 24以上 1200以上

S70114TSP752 t ≦ 25 t ≦ 19 t ≦ 19 1140 950 650 φ92 70 8-M72 (AB1) 285 1000 1520～1960 48-D29 D16@100 290 ※ 24以上 1250以上
□750

S85122TSP753 t ≦ 25 t ≦ 19 t ≦ 19 1220 1010 730 φ88 85 8-M68 (AA2) 275 1050 1580～1960 48-D29 D16@100 290 ※ 24以上 1300以上

S100125TSP754 t ≦ 28 t ≦ 25 t ≦ 25 1250 980 670 φ96 100 8-M76 (AC1) 295 1050 1700～1980 56-D29 D16@100 290 ※ 24以上 1300以上

S70117TSP801 t ≦ 19 t ≦ 16 t ≦ 16 1170 990 710 φ88 70 8-M68 (AA2) 275 1050 1500～1870 44-D29 D16@100 290 ※ 24以上 1300以上

S75120TSP802 t ≦ 25 t ≦ 19 t ≦ 19 1200 1000 690 φ96 75 8-M76 (AC1) 295 1050 1620～1980 52-D29 D16@100 290 ※ 24以上 1300以上
□800

S85127TSP803 t ≦ 25 t ≦ 19 t ≦ 19 1270 1060 760 φ92 85 8-M72 (AB1) 285 1000 1640～1980 52-D29 D16@100 290 ※ 24以上 1250以上

S100130TSP804 t ≦ 28 t ≦ 22 t ≦ 22 1300 1030 720 φ96 100 8-M76 (AC1) 295 1050 1720～1980 56-D29 D16@100 290 ※ 24以上 1300以上

MBLT-0116

MBLT-0144

MBLT-0164

MBLT-0180

MBLT-0181

(大阪本社) TEL 06-6449-0881
FAX 06-6449-0877

(東京支店) TEL 03-6205-4144
FAX 03-5251-5226

適用柱材(F値=235N/mm52,275N/mm52,295N/mm52,325N/mm52）

2

適用柱材

F値=235N/mm,　275N/mm,　295N/mm,　325Ｎ/mm2 2 2 2適用柱材

柱脚標準図-3 R8・8



図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事

S-20冨
永

構造設計一級建築士　竹中哲成
　第4109号

耐火仕様①ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準
図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。
　　※３ 溶接方法等は別途検討が必要。（合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照）

　　　合成スラブ工業会仕様 鉄骨(S)梁 鉄筋コンクリート(RC)梁･鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁

Ｄ ＦＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、 柱
(一社)日本鋼構造協会「デッキプレート床構造設計・施工規準　2018」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。 ｄ

ＥＡ

２スパン                               ２スパン １スパン           １スパン            １スパン           １スパン
ａＢ

小梁支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁 ｂ2コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）

大
梁溶接金網又は異形鉄筋 開口部 開口部２スパン                     １スパン外周
部

大梁

大
梁

（Ｄ１０－＠２００） 小梁Ｈ １スパン
ＱＬ９９－５０ ３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照

８０ｍｍ 以上 φ６－１５０x１５０
普通コンクリート ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照 ｃＣ床、１時間耐火 ＱＬ９９－７５

４,４００N/m 　以下３.６ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 φ６－１００x１００ 注2) Ｇ外周部大梁 大梁FP060FL-9095 ｅ
ＱＬ９９－５０ ３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照

軽量コンクリート ８０ｍｍ 以上 φ６－１５０x１５０
ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照

 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１  外周梁 ＱＬデッキスパン方向２  外周梁 ＱＬデッキ幅方向  ＱＬデッキを突き合わせた場合Ａ部 Ａ部 Ｃ部 Ｂ部ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照
φ６－１００x１００

普通コンクリート 溶接金網３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照 溶接金網又は異形鉄筋 壁ＱＬ９９－７５ 又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下壁 溶接金網又は異形鉄筋床、２時間耐火 ５,４００N/m 　以下３.６ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 Ｄ１０－＠２００ 注2) 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
コンクリート コンクリートクローサー 又は打込み鋲FP120FL-9107 ２.７ｍ 以下ＱＬ９９－５０ 算出式 注５)Ａ 参照

８５ｍｍ 以上 φ６－１００x１００
軽量コンクリート 算出式 注５)Ｂ 参照３.４ｍ 以下

ＱＬ９９－７５
注2)３.６ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 Ｄ１０－＠２００ ５,４００N/m 　以下

ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００） ※1ＱＬデッキ ＱＬデッキまたは異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設） ※1※1 ５０ｍｍ以上 梁耐火被覆普通又は軽量コンクリート ※1梁耐火被覆端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ 梁耐火被覆
梁耐火被覆 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド３０ コンクリート厚さ 又は打込み鋲 又は打込み鋲ＱＬデッキ高さ 又は打込み鋲

３０
ＱＬデッキ  ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合  ＱＬデッキを連続にした場合  梁との間に隙間がある場合Ｄ部 Ｄ部Ｂ･Ｈ部 Ｂ部焼抜き栓溶接、打込み鋲８５０１５０ ５０ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） 又は頭付きスタッド コンクリート耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照Ｓ梁 焼抜き栓溶接、頭付きスタッドスパン スパンＲＣ梁又はＳＲＣ梁 ※1 溶接金網又は異形鉄筋 又は打込み鋲梁耐火被覆用面戸ＱＬデッキ

クローサー

2支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）
耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）

溶接金網又は異形鉄筋 200ｍｍ以下※1※1
ＱＬデッキ（Ｄ１０－＠２００） ＱＬデッキ 梁耐火被覆梁耐火被覆 50ｍｍ以上５０ｍｍ以上 ※1すみ肉溶接ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照

梁耐火被覆焼抜き栓溶接、頭付きスタッド普通コンクリート 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 又はドリルねじ焼抜き栓溶接、頭付きスタッド床、１時間耐火 算出式 注５)Ｂ 参照ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 又は打込み鋲 φ４－１３　＠６００以下又は打込み鋲 又は打込み鋲φ６－１５０x１５０８０ｍｍ 以上
FP060FL-9101 ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照

軽量コンクリート
ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照  梁継手部 ＱＬデッキスパン方向  梁継手部 ＱＬデッキ幅方向  柱廻り  小口塞ぎＥ部 Ｆ部 Ｇ部 QLデッキ端部

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照 焼抜き栓溶接又は打込み鋲 梁 又は打込み鋲（フラッシング）現場切断普通コンクリート この部分の小口は塞がない！床、２時間耐火 ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照

φ６－１００x１００ 現場切断（ＱＬデッキ）
柱FP120FL-9113 ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照

軽量コンクリート ８５ｍｍ 以上
ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照

2支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート
耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）

※3溶接金網又は異形鉄筋耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重 ※1 クローサークローサー（Ｄ１０－＠２００） すみ肉溶接又はドリルねじ
梁耐火被覆 ＱＬデッキ受材φ４－１３　＠６００以下QLデッキ受材ＦＢ６５×６等ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照床、１時間耐火

φ６－１５０x１５０普通コンクリート ８０ｍｍ 以上 (APWの場合 ＦＢ６５×９等) 柱廻りＱＬデッキ切欠き焼抜き栓溶接又は打込み鋲FP060FL-9101 ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照

ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照床、２時間耐火 ・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。普通コンクリート φ６－１００x１００
FP120FL-9113 ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照 ・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。

コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍ ・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）
　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。普通又は軽量コンクリート になるようレベル保持し、全面に配筋する。または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）

耐火補強筋 Ｄ１３普通コンクリート
Ａ）大梁小梁共にＳ造の場合 Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合溶接金網３０ ３

０

３
０ コンクリート厚さコンクリート厚さ Ｌ1 ＱＬデッキが単純支持となる場合、 ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。

ＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さ

３０ 耐火補強筋が必要。４０ 耐火補強筋 Ｄ１３
１５０ １５０ＱＬデッキ(単純支持)３０ ３０ ＱＬデッキ １５０ｍｍ以上耐火補強筋 Ｄ１３ ＱＬデッキ ５０ 耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） Ｓ梁 焼抜き栓溶接、打込み鋲ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

又は頭付きスタッド
横筋 ＲＣ梁、ＳＲＣ梁ＱＬデッキ １５０ ＱＬデッキスパン                      スパン注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。 (単純支持)溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上 連続支持 単純支持注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。

φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上 合成スラブ 合成スラブ注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。 Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上
注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。

ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。耐火補強筋Ｄ１３注５）許容積載荷重Ｗ　算出式 Ｌ2　：支持スパン（ｍ） 端部補強筋コンクリートのかぶり４０ｍｍ １５０  ８５０ＱＬ９９-５０ ＱＬ９９-７５ ８５０  １５０ＱＬデッキ(連続支持) Ｄ１３、長さ１.０ｍ３
０大梁上 大梁上 ［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５ 溶接金網又は異形鉄筋

２ 22Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下 Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下
８５０ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁

１５０※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） 小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） ＱＬデッキスパン                      スパン異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下 ４０ (連続支持)付帯条件 スペーサー＠１.０ｍ以下※ 異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔(スパン比３：２を超えない程度　)
※配筋のスペーサーはφ４．０ｍｍ以上鉄線またはセメントブロックを用いて間隔は１．０ｍ以下とする。例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上に支持されるものとする。 ※合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」参照「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。

１.５Ｑa
Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下DＱ

Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ） 焼抜き栓溶接 Ａw 鉄骨梁の場合 ３）焼抜き栓溶接１）頭付きスタッド ２）打込み鋲 【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】墨　出　しＱ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)D  １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ 　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。 　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。
板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)Ａw：焼抜き栓溶接ピッチ 　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚 　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。 　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。 　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装） ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。１.２　  　　　４,９００  　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 　 　　日本ヒルティ(株) 　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。 1) 検流計での計測敷込み仮止め溶接
１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)  ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る 2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、アーク手溶接 ＣＯ2アークスポット溶接焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］ 自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］ 　　ように敷込む。 　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要 大梁

QLデッキと梁との接合 （１）溶接機 （１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ 　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。
工　　程                 手　　順　・　要　　領１）頭付きスタッド 交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上 発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、

２）打込み鋲 QLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒を （２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）溶接棒 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。 １    アーク発生フラッシング ３）焼抜き栓溶接ハンガー金具 QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で （３）標準溶接条件：下表　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上） 1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる） （ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具） 棒径４mmφのもの 溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、 ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり13
.5 3) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±3QLデッキ板厚 梁フランジ板厚 電流（Ａ） 電圧（Ｖ） アークタイム（秒）２  QLデッキ焼抜き（３）標準溶接条件 径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。溶接金網敷込み ３.０～４.０×１度打ち６～９ｍｍ未満 ３００～３２０ ３３～３５Ｗ（１００～２５０） ２５ 梁フランジ板厚：６mm以上 １.２ｍｍ ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。４

０ 溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を ３.０～４.０×２度打ち９ｍｍ以上 ３００～３２０ ３３～３５ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合 ３  押し込み・溶着溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ) 　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。クローサー （４）溶接工の資格 ３.５～４.５×１度打ち １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。 ６～９ｍｍ未満 ３４～３６３００～３２０検　　査 Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる） １.６ｍｍ溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引きJIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代２
８

４.０～４.５×２度打ち９ｍｍ以上 ３４～３６３００～３２０４     整　　形 【そ　の　他】上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０ （５）手順・要領１８５ 注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装 (1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　(2)ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況　(3)開口部の補強状況コンクリート打設  　　ｍｍあることを確認する｡ 溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度右の１～４の順に行う。 　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上

標　　準　　納　　ま　　り

耐　火　仕　様
【連続支持合成スラブ】

設　　　　　　計

デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕

【単純支持合成スラブ】

スラブの配筋 耐火仕様の配筋

焼抜き栓溶接

デッキプレート幅方向

デッキプレートスパン方向

デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合施工順序 敷　込　み 検　　　　査

施　　　　工

アクセサリー

[耐火認定FP60FL-9095,9101,FP120FL-9107,9113用]

［ISO 9001認証取得］材料／デッキプレート

表　面　処　理デッキプレート種類 板厚(mm)

端部加工

□ＱＬ９９-５０
□ｴﾝｸﾛ有り

*1□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)
□ＱＬ９９-７５ □無し

□亜鉛めっき [ □Z12　 □Z27 ]□1.2

□JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) [ □Y18   □Y27 ]□1.6

□その他(　　　　　　　　　　　　　)　□無し

 　材　　質　　 　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　
*1 現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳ Ｋ ５６２１ ２種または３種相当）

材料／コンクリート

 種  　　　     類  □普通コンクリート  □軽量コンクリート [ □１種   □２種 ]
2 設 計 基 準 強 度  □１８　　　□２１　　　□２４　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ

 厚さ(QLデッキ山上) □６０ □７０ □８０ □８５ □９０ □９５ □１００ □（　　　） ｍｍ

材料／溶接金網・異形鉄筋

□φ６-７５×７５ □φ６-１５０×１５０
 □ 溶 接 金 網  ＪＩＳ Ｇ ３５５１ *2□φ６-１００×１００ □（　　　　　　　　　　）

□Ｄ１０-１５０×１５０
 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ □ 異 形 鉄 筋

□Ｄ１０-２００×２００ □（　　　　　　　　　　）

 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ 　Ｄ１３-＠３００

*2 線形6㎜以上を用いたもの
接　　　合

JIS B 1198 □φ１３ □φ１６ □φ１９ □φ２２
□頭付きスタッド *3（各長さ・ピッチは特記による　）

梁 と の 接 合 □焼抜き栓溶接 下記焼抜き栓溶接の項による

□打込み鋲 接合箇所は特記による

□その他
*3 最小長さはデッキ高さ＋30㎜以上とする

耐　　　火

ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ 耐火区分 支持条件 ｺﾝｸﾘｰﾄ種別 耐火補強筋 認定番号

単純 要 □ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１
床１時間

QL99-50 連続 不要 □ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５
普通/軽量

QL99-75 単純 要 □ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３
床２時間

連続 不要 □ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７

注）床２時間は床１時間耐火を含む

 □指定なし  □（　　　　　　　　　　　　　　）  □（　　　　　　　　　　　　　　）その他

特　　　記

支 保 工 有 無

 □ 無    □ 有 

上欄内の採用項目に　 を記して下さい。□

 　 耐火補強筋

 その他：２通側の階段横のみ支保工必要、その他部分は支保工不要

?

２０２１／７／０１

開口部補強案

（Ⅰ）合成スラブの設計　４．合成スラブの開口補強方法　を参照する。
※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」

開口補強筋Ｄ１０耐力補強筋

開口補強筋Ｄ１３ Ｌ
部

Ｌ 開口 ｗ

ＱＬデッキを切断 開口部
コンクリート硬化後≧４０･Ｄ
コンクリート箱抜き

小梁補強３）ｗ＞600mmの場合
ｗ

　　場合の切断された耐火補強筋の本数
　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された
ｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様で

耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ2
耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）2

ａd又はａtの大きい方開口部

Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント
ｆt･ｊｗ ａt＝ 耐力補強筋開口補強筋Ｄ１０ Ｍ

２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下 ｗ

耐力補強筋 ２）に準ず
開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０

Ｌ

仮想開口開口補強筋Ｄ１３
2)又は3)に準じて補強を行うB)開口間隔＜３×開口径  A)開口間隔≧３×開口径
見なし、その開口部の大きさにより、

１）開口がφ１５０程度の場合 連続する開口の開口群(仮想開口)と

C)開口が連続している場合

施工時許容スパン表（デッキプレートの検討）

注１：普通コンクリート（単位体積重量24.0kN/㎡）、

表面処理が亜鉛めっきの場合

注２：（）数値は表面処理がめっきなしまたは塗装品の許容スパンを示す。

注３：表を超える場合は、別途支保工が必要です。

QL99-50 (単位：ｍ)
10060 70 80 90ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)

板厚(mm) 1.6 1.6 1.6 1.6 1.61.2 1.2 1.2 1.2 1.2
2.542.75 2.69 2.64 2.59 2.332.52 2.47 2.42 2.37単純(内法) (2.54)(2.75) (2.69) (2.64) (2.59) (2.33)(2.52) (2.47) (2.42) (2.37)
3.413.67 3.61 3.54 3.47 3.123.38 3.31 3.24 3.18２連続 (3.41)(3.67) (3.61) (3.54) (3.47) (3.07)(3.38) (3.31) (3.24) (3.15)

3.153.40 3.33 3.26 3.20 2.883.12 3.05 2.99 2.93３連続 (3.15)(3.40) (3.33) (3.26) (3.20) (2.88)(3.12) (3.05) (2.99) (2.93)

QL99-75 (単位：ｍ)
ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm) 10060 70 80 90

板厚(mm) 1.6 1.6 1.6 1.6 1.61.2 1.2 1.2 1.2 1.2
3.373.61 3.55 3.48 3.42 3.073.31 3.24 3.18 3.13単純(内法) (3.37)(3.61) (3.55) (3.48) (3.42) (3.07)(3.31) (3.24) (3.18) (3.13)
4.074.30 4.24 4.18 4.13 3.734.02 3.96 3.91 3.83２連続 (4.07)(4.30) (4.24) (4.18) (4.13) (3.49)(3.89) (3.78) (3.67) (3.58)
3.834.05 3.99 3.93 3.88 3.583.78 3.73 3.68 3.63３連続 (3.83)(4.05) (3.99) (3.93) (3.88) (3.58)(3.78) (3.73) (3.68) (3.63)

スパンスパン

【連続支持】

スパン

【単純支持】

S造・施工時のスパンの取り方

Ａw ＝（　600　）mm

?事前検査

?溶接後の外観検査

?不良部の補修

許容積載荷重コンクリート厚さ支持スパン品名コンクリート種類耐火時間

許容積載荷重コンクリート厚さ支持スパン品名コンクリート種類耐火時間

支
持
条
件

支
持
条
件

2.7 ２3.4

2

2

2
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図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事
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　１）適用基準等

　２）疑　　　義

　４）工法の決定

　６）検　　　査

　３）官公庁その他の手続

　５）提 出 書 類

２ ． 工 事 場 所

１ ． 工 事 名 称

３ ． 建 物 概 要

４ ． 主 な 用 途

５ ． 一 般 事 項

　７）特 記 事 項

６ ． 工 事 項 目

７ ． 工 事 区 分

凡　　　　　　　　　例

８ ． メ － カ リ ス ト

６ ． 工 事 項 目 ６ ． 工 事 項 目

協会監修）、電気設備の技術基準、内線規程、消防法、建築基準法及び、その他

ｽﾄｯｸﾔ-ﾄﾞ

・　ＲＣ　　・　ＳＲＣ　　・　Ｓ　　・　木造
２

本工事は設計図・特記仕様書によると共に、建築設備工事共通仕様書（日本建築家

施工にあたり、疑義が生じた場合は、係員と協議すること。

本工事に必要な官公庁への手続きは、請負業者にて代行し、これに要する費用は、請

負業者の負担とする。

施工者は、係員の承認なく、施工方法、使用材料及び使用機器を変更してはならない。

変更を行う場合は、速やかに変更図面を提出し、係員の承認を得た後に施工すること。

下記の　・　印の書類を係員に提出すること。

工事完成後、経済産業局、その他官公庁の各種検査に合格すると共に、係員の検査に

合格すること。

２）工事項目は、番号の入っている設備項目を適用する。

３）仕様、工事内容及び工事区分は、・　印を付したものを適用する。

４）機器の取付高さは、特に指示のない場合、標準取付高さによること。

　工事書類　　・　工程表　　・　メーカリスト　　・　承認図　　・　施工図

　完成書類　　・　官公庁等への諸手続きの写し　　・　検査試験成績表

　　　　　　　・　取扱説明書　　・　工事記録写真　・　竣工図

１）配線器具プレート（　・　樹脂　・　新金属　・　ステンレス　・　　　　　　）

　仕　様、　工　事　内　容　及　び　工　事　区　分

電 圧 種 別引 込 設 備 ・　高圧

・　低圧

引 込 方 式 ・　架空　　・　地中　　・　構内地中

・　低圧

受変電設備 形 　 　 式

施 設 場 所

主 遮 断 器

進相コンデンサ

変圧器

・　閉鎖型　・　簡易閉鎖型　・　開放組立型

・　屋内（　　階）　　・　屋外（　・　地上　・　屋上）

発電機設備 用 　 　 途

形 　 　 式

エ ン ジ ン

発 電 機 定格出力

特 殊 仕 様

冷却方式

燃料タンク

始動時間

始 動 盤

燃　　料

種　　類

出力電圧

定格出力 　　　　　　ＰＳ　　　　　　ｒｐｍ

運　　転

・　パッケージ型　・　据置型　・　屋内型　・　屋外型

（　・　１時間　・　連続　・　常用　）

（　・　ディーゼル　　・　タービン　）

（　・　水冷　　・　空冷　）

（　・　重油　　・　軽油　　・　ガス　）

　　　　　　　（　・　搭載型　・　別置型）

　　秒以内　始動方式（・　空気　・　蓄電池）

（　・　搭載型　　・　別置型　）

・　常用　　・　非常用　　・　兼用　　・　コージェネ

蓄電池設備 用 　 　 途

収 容 形 式

特 殊 仕 様

整 流 器

蓄電池形式 鉛

アルカリ

負荷電圧調整器　　　　　　　　　Ａ

セル　　　　Ｖ　　　ＡＨ　　　ＨＲ

・　非常用　　・　一般　　・　兼用

・　閉鎖型　　・　開放架台

（　・　ＨＳ　　・　ＨＳ－Ｅ　　・　ＭＳＥ　）

（　・　ＡＭＨ　　・　ＡＨＨ　・　ＡＨ　）

　仕　様、　工　事　内　容　及　び　工　事　区　分

監視盤設備 形 　 　 式

監 視 対 象

計 装 配 線

・　自立型　　・　デスク型

・　受変電　　・　衛生動力　　・　空調動力　　・　温湿度

・　発電機

・　含む　　・　含まず

施 工 範 囲幹 線 設 備

電 　 　 圧

低圧配電盤二次側端子接続より分電盤・制御盤等の一次側接続

配 線 種 別 一般電灯動力（　・　電線管　・　ケーブル　・　バスダクト）

非常電灯動力（　・　耐熱電線　　・　耐火ケーブル　　　　）

直　流　　　（　・　耐熱電線　　・　耐火ケーブル　　　　）

電灯　・　　　　　　　　　　（　・　ＡＣ　　・　ＧＡＣ）

まで。　　盤類（　・　含む　　・　含まず　）

施 工 範 囲動 力 設 備 制御盤を（　・　含み　・　含まず）二次側端子接続より、

各動力負荷一次側接続まで。

インターロック配線（　・　含む　　・　含まず　）

自動制御配線　　　（　・　含む　　・　含まず　）

警報配線（　・　含む　　・　含まず）

警報盤　（　・　含む　　・　含まず）

電灯コンセント設備 施 工 範 囲

配 線 器 具

分電盤を（　・　含み　・　含まず）二次側端子接続より、

配線器具等の取付まで。

・　連用型　　・　大角連用型　　・　ワイド型

照明器具設備 施 工 範 囲 照明器具の供給取付工事

器 具 仕 様

誘導灯用非常電源　　（　・　内蔵　　・　別置　）

非常照明器具（　・　専用　　・　兼用　　・　組込　）

電話配管設備

建物内配管

引 込 方 法

構 内 配 線

・　架空　　・　地中　　・　構内地中

・　配管　　・　ケーブルラック

・　含む　　・　含まず

交 換 機電 話 設 備 ・　含む　　・　含まず

・　電子交換機　局線　　　／　　　回線

・　ボタン電話器　　　　　型

放 送 設 備 用 　 　 途

増幅器形式

遠隔操作器

付 属 機 器

出力　　　　Ｗ、出力回路　　　　回路

・　非常用　　・　一般用　　・　兼用

・　ロッカー型　・　卓上型　・　デスク型　・　壁掛型

・　有　　・　無　（　・　非常用　・　一般用　）

増幅器設置場所

　　　共聴設備

増 幅 器

規 　 　 格

アンテナマスト

テレビ・ラジオ ア ン テ ナ ・　有　　・　無

・　ＶＨＦ　・　ＵＨＦ　・　ＦＭ　・　ＡＭ

・　無　　・　有

・　一般　　・　ＢＬ

・　自立型　　・　側壁型

電気時計設備 親 時 計

子 時 計

水晶発振式（　・　壁掛型　　・　据置型　）出力　　　回路

・　壁掛型　　・　半埋込型　　・　埋込型　　・　吊下げ型

　仕　様、　工　事　内　容　及　び　工　事　区　分

　　　　　　設備

インターホン設備 用 　 　 途

通 話 方 式

形 　 　 式

・　ドアホン　　・　所内連絡

・　同時通話　　・　交互通話

・　親子式　　・　相互式　　

自動火災報知設備 受 信 機

総 合 盤

消火ポンプ起動

（自火報）　　　回線、（防排煙）　　　回線

・　消火栓組込　　・　単独

・　発信機連動　　・　別置押釦

・　単独　・　複合　　　型　　級（　・　自立型　・　壁掛型　）

受信機設置場所

防排煙制御設備 制 御 盤

制 御 対 象

・　単独（　　　回線　）　・　火災報知受信機組込

・　防火戸　・　ダンパー　・　防煙垂壁　・　排煙口　・　シャッタ

避 雷 設 備 方 　 　 式

接 地 極

突針支持管

端 子 箱

・　突針　　・　棟上導体　　

・　銅板　　ヵ所　　・　建物接地

・　鋼管　・　黄銅管　・　アルミ管（　・　自立型　・　側壁型　）

・　塩ビ　　・黄銅　　・　ステン

電力会社・ＮＴＴに納入する負担金

テレビ受信のビル影障害調査及び補償費

電 気 建 築 衛生 空 調 別 途 　備 　 　 　 考項　　　　　　　目

（該当欄に　　印で記します。）

受電後、引渡し迄の電気基本料金及び使用料金

シンダーコンクリート打設工事

ピット工事（縁金物、蓋共）

天井に取付ける機器の穴明けと補強工事及び取付枠

空調機・ボイラ等の制御機器及び自動制御配線

換気扇の供給取付工事

電極棒及び保持器

電話器とその取付工事及び入線工事

空調機の室内機・室外機間の亘り配線

電気配線用点検口の設置工事

コンクリート基礎（　・　キュービクル　・　発電機　

　・　変圧器　・　盤類　・　外灯　　　　　　）

（その他下記以外で、係員が同等品以上と認めたもの）

電線ケーブル

バス ダ ク ト
ＪＩＳ規格品

電　 線 　 管

電線管付属品

パナソニック・東芝・摂陽・日本パイプ・丸一

パナソニック・東芝・摂陽・日亜・外山

配 線 器 具

合成樹脂電線管 積水・パナソニック・古河・ミライ・東拓

パナソニック・東芝・神保・明工社

キュービクル

高低圧配電盤

照 明 器 具

パナソニック・内外・中電工

パナソニック・内外・中電工

パナソニック・東芝・三菱・日立

制御盤監視盤

分電盤端子盤

パナソニック・内外・中電工

パナソニック・内外・中電工

進　 相 　 器

変　 圧 　 器

高 圧 機 器

三菱・日立・東芝・パナソニック・ニチコン

三菱・日立・東芝・パナソニック・ダイヘン・中機

三菱・日立・東芝・　　　　　　・戸上エナジーサポート

発 　 電 　 機

エ ン ジ ン

直流電源装置

電 話 交 換 機

放 送 機 器

東芝・日立・三菱・パナソニック

ヤンマー・三菱・いすず・川崎

ジーエスユアサ・古河・パナソニック

ＮＥＣ・日立・パナソニック・富士通

パナソニック・ＴＯＡ・ビクター・東芝

テ レ ビ 共 聴

電 気 時 計

インターホン

ナースコール

自火報防排煙

避 　 雷 　 針

ＤＸ・マスプロ・八木・パナソニック

セイコー・ＴＩＣ・パナソニック

パナソニック・アイホン・ケアコム・東芝

パナソニック・アイホン・ケアコム・東芝

大 阪 ・ 日 本

ニッタン・能美・ホーチキ・パナソニック

記　号 標準取付高さ適　　　　　用名　　称

白　 熱 　灯

蛍　 光 　灯

　 　 コ ー ド 吊 　 　 壁 付 　 　 非 常 照 明

　 　 　 　 壁 付 　 　 　 　 　 　 非 常 照 明 組 込

誘　 導 　灯

水　 銀 　灯

　 　 通 路 誘 導 灯 は 矢 印 を 記 入

コン セ ント 壁 付 （ ２ Ｐ １ ５ Ａ × ２ コ 口 ） 他 は 口 数 傍 記

傍 記 Ｔ は 引 掛 型 、 Ｅ は 接 地 端 子 付 、 Ｗ Ｐ は

防 滴 型 を 示 す 。

Ｆ Ｌ ＋ ３ ０ ０

和 室 ＋ ２ ０ ０

　 　 床 付 ２ Ｐ １ ５ Ａ × ２

確 認 ラ ン プ 付 、 窓 数 傍 記

ス イ ッ チ

リモコンセレクタスイッチ

パイロットランプ

Ｆ Ｌ ＋ １ ３ ０ ０

和 室 　 １ ２ ０ ０回 路 数 は 傍 記 に よ る

　 　 片 切 　 　 両 切 　 　 ３ 路 　 　 ４ 路

リモコンスイッチＲ

２ ３ ４

容 量 傍 記 、 Ｆ Ｌ は 蛍 光 灯 用調　 光 　器

自動 点 滅器 特 記 な き は ３ Ａ と す る 。Ａ

制御用スイッチ

フ ロ ー ト ス イ ッ チ

圧 力 ス イ ッ チ

フ ロ ー ト レ ス ス イ ッ チ （ 極 数 は 傍 記 ）ＬＦ

Ｆ

Ｐ

開　 閉 　器

電灯 分 電盤

換　 気 　扇 大 き さ 傍 記 、 　 　 天 井 扇

容 量 は 傍 記Ｓ

動力 制 御盤

灯動 共 用盤

Ｆ Ｌ ＋ １ ５ ０ ０

上 端 Ｆ Ｌ ＋ １ ９ ０ ０

　 　 　 〃

　 　 　 〃

警　 報 　盤

保 安 器 盤

端　 子 　盤

親　 時 　計

子　 時 　計

ＴＶ機器収納凾

直列ユニット

ア ン テ ナ 種 類 、 素 子 数 傍 記

大 き さ 傍 記Ｂ Ｓ ア ン テ ナ

７ ５ Ω （ 　 　 端 子 型 ）

親 器 　 　 　 子 器インターホン ｔｔ

（ 　 和 室 は 畳 天 ）注

避 雷 突 針

種 別 傍 記接　 地 　極

プルボックス

ジョイントボックス

　 　 マ ン ホ ー ル （ 蓋 荷 重 傍 記 ）ハンドホール

立 上 り 、 素 通 し 、 引 下 げ配管 ・ 配線

天 井

床

露 出

地 中

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　 〃

　　　φ　　Ｗ　　　　　Ｖ　　　Ｈｚ

　　1φ　3Ｗ　　　200/100Ｖ　60Ｈｚ

　　　φ　　Ｗ　　　　　Ｖ　　　Ｈｚ

入力　　φ　　Ｗ　　　　Ｖ　全自動充電方式

動力　・　３φ３Ｗ　　　Ｖ　（　・　ＡＣ　・　ＧＡＣ　）

（　その他　　　　　　　　　　　　　　用　　　　　　ｋＶＡ）

　　　φ　　Ｗ　　　　ｋＶＡ　　　ＨＺ、　力率　　　％

　　　φ　　Ｗ　　　　ｋＶＡ　　　ＨＺ、

動力　・　３φ３Ｗ２００Ｖ　（　・　ＡＣ　・　ＧＡＣ　）

電灯　・　　　　　　　　　　（　・　ＡＣ　・　ＧＡＣ　）

１φ３Ｗ２００／１００Ｖ

直流　・　２Ｗ１０８Ｖ

壁 付 　 　 床 付 （ ロ ー テ ン シ ョ ン ス タ ン ド 共 ）電話アウトレット

天 井 埋 込 型 　 　 壁 掛 型

ホーン型スピーカ

ス ピ ー カ

ジ ャ ッ ク

アッテネータ

増　 幅 　器

遠隔 操 作器

Ｍ Ｊ マ イ ク ジ ャ ッ ク 、 Ｓ Ｊ ス ピ ー カ ジ ャ ッ クＪ

ＡＭＰ

避雷接地用端子箱

接地用端子箱

関係法令・規則・条例に基づき、完全に施工するものとする。

順位は１．現場説明書　２．本特記仕様書　３．図面　４．共通仕様書とする。

設 備 容 量

直列リアクトル

・　ＢＳ／１１０°ＣＳ　・　ＣＳ

情報配管設備

ナースコール設備

自動スイッチ 熱 線 セ ン サ ー 付

情報用アウトレット 壁 付 　 　 床 付 （ ロ ー テ ン シ ョ ン ス タ ン ド 共 ）

３φ４Ｗ２００／１００Ｖ

配 　 　 線

機 　 　 器

通 話 方 式

夜間切り替え

・　ＰＣ型　　・　ボード型　　・　卓上型

・　交互通話　　・　自動交互通話　　・　同時通話

・　有　　・　無

建物内配管

引 込 方 法 ・　架空　　・　地中　　・　構内地中

・　配管　　・　ケーブルラック

・　含む　　・　含まず

非常照明用予備電源　（　・　内蔵　　・　別置　）

地下　　階／地上　２階／塔屋　　階／延面積　　　　　　ｍ

・　ＶＣＢ　・　ＡＣＢ　・　ＧＣＢ　・　ＬＢＳ　・　ＤＳ　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　ｋｖａｒ

　　７．２ｋＶ　　１００Ａ　　　　ｋＡ

広島県庄原市東城町久代6671番地2

東城ｽﾄｯｸﾔ-ﾄﾞ施設新築工事

（　動力用　　　７５ｋＶＡ、　　電灯用　　　　３０ｋＶＡ）

　　　　　　　  　　　２４ｋｖａｒ

・　　煙感知器（電池式）

台所別途

Ｍ

ＲＭ

Ｓ

図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事

冨
永

E-1特記仕様書 R8・8



図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事
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図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
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洗車場
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監視室
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±0
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有効5ｍ有効5ｍ

立水栓 立水栓

上部換気扇
上部換気扇

上部排煙窓

上部排煙窓

排水桝400角 排水桝400角

fix fix

H＝4600

fix

ＷＰ

ＷＰ

ＷＰ
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IV2.0×6本　E1.6（E25）

IV2.0×6本　E1.6（E25）

IV2.0×6本　E1.6（E25）

3

3

3

3

1Fへ2Fへ

①

②

③

④

W1600

作業室DN

DNUP

IV2.0×5本　E1.6（E25）

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

換気扇
照明

ＢＥ

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

高天井照明 ２

４

６

８ 作業室照明

外灯

１０2F監視室電灯

ｹﾞ-ﾄ外灯

１２

非常照明

１４

１６

予備

１８

２０

２２

２４

Ｂ Ｂ ２８

Ｂ Ｂ ２６

1Fｺﾝｾﾝﾄ

ﾄｲﾚｺﾝｾﾝﾄ

作業室ｺﾝｾﾝﾄ

2F専用ｺﾝｾﾝﾄ

予備

1Fｺﾝｾﾝﾄ

資材・洗車ｺﾝｾﾝﾄ

作業室ｴｱｺﾝ

2F監視装置

ｼｬｯﾀ-電源

2F監視室ｴｱｺﾝ 2F監視室ｺﾝｾﾝﾄ

ｼｬｯﾀ-電源

ヒーター

資材・洗車電灯

ELB3P2E100A

CVT38（105ｍ）

予備予備

１

３

５

７

９

１１

１３

１５

１７

１９

２１

２３

２５

２７

Ｂ

既設ごみ収集施設電灯盤

MCCB3P2E100A

高天井照明

高天井照明

高天井照明

火報電源

R

R

R

R

2P2E20A2P2E20A

2P2E20A 2P2E20A

2P2E20A

2P2E20A

2P2E20A 2P2E20A

LM-1

LM-1

A×10台

B×7台

C×4台

D D DEE

F

G

G
I

I

IV1.6×4本　E1.6（E19）

IV1.6×4本　E1.6（E19）

IV1.6×3本　E1.6（E19）

IV1.6×4本E1.6（E19）

R

R

J

A ＮＮＦＷ２１８００ＫＬＥ９

ＬＥＤウォールライト　２０形

ＬＥＤ内蔵、電源ユニット内蔵
防湿型・防雨型
５０００Ｋ、Ｒａ８３、光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）
器具光束９９０ｌｍ、消費電力１０Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ
本体：ステンレス、カバー：ポリカーボネート（乳白）
天井直付型・壁直付型、保護等級：ＩＰ２３

B ＸＬＷ４６２ＫＥＮＺＬＥ９

ｉＤシリーズ直付型４０形　
反射笠付型　防湿型・防雨型

一般タイプ、６９００ｌｍタイプ
消費電力４３．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：亜鉛鋼板（クロムフリー・高反射白色粉体塗装）
防湿型・防雨型ライトバー：ポリカーボネート（乳白）＋アクリルコーティング
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
ＩＰ２３防湿型、昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

C ＸＦＸ４５０ＡＥＮＬＥ９

ｉＤシリーズ直付型４０形　
Ｄスタイル　Ｗ１５０

一般タイプ、５２００ｌｍタイプ
消費電力３１．９Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：鋼板（白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

ＸＬＧ４５１ＡＧＮＪＬＥ９

ｉＤシリーズ非常灯 ４０形 Ｄスタイル 
Ｗ１５０ リモコン自己点検機能付

非常灯タイプ、５２００ｌｍ（Ｈｆ３２形定格出力×２灯器具相当）
常時：非常用ライトバー点灯、非常時：非常灯本体組込ＬＥＤ（一般出力型）点灯
電圧：１００～２４２Ｖ対応、蓄電池：ニッケル水素電池
非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－０２７
非常用ＬＥＤレンズ：ガラス、常用ライトバー：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命（非常用照明器具専用ライトバー）４００００時間、点検スイッチ付
自己点検スイッチ付、充電モニタ（緑）付、リモコン：ＦＳＫ９０９１０Ｋ（別売）

ＬＧＢ５２０９５ＬＥ１

ＬＥＤキッチンライト　
２０形直管蛍光灯１灯器具相当

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
器具光束９８０ｌｍ、消費電力１２Ｗ、電圧１００Ｖ
拡散タイプ、壁直付型・棚下直付型、コンセント付、プルスイッチ付
カバー：プラスチック（乳白）

ＮＮＣＦ４２２３５ＬＥ９

一体型階段灯　ミドルタイプ４０形

ひとセンサＯＮ／ＯＦＦ３０分、Ｈｆ３２形器具１灯相当
非常時本体組込ＬＥＤ点灯、非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－０１５
本体：鋼板（白色塗装）、レンズ：ガラス
常用光ユニット（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
電圧：１００～２４２Ｖ対応、蓄電池：ニッケル水素電池
常用光ユニット：光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）
自己点検機能付、リモコン：ＦＳＫ９０９１０Ｋ（別売）

ＬＧＢＣ５８０６３ＬＥ１

ＬＥＤシーリングライト　
６０形電球１灯器具相当

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
器具光束４５０ｌｍ、消費電力７．３Ｗ、電圧１００Ｖ
拡散タイプ、明るさセンサ付、天井直付型
カバー：プラスチック（ホワイト）
点灯照度・点灯保持時間調整機能付
消灯お知らせ機能付

D E F G H I

センサー

J ＮＮＦＳ２１８１２ＣＬＥ９

ＬＥＤウォールライト　２０形　
Ｈｆ１６形×１灯器具相当

防雨型、ひと（熱線）センサ・ＥＥセンサ付（ＯＮ／ＯＦＦ型）
器具光束１４７０ｌｍ、消費電力１４．９Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ
５０００Ｋ、Ｒａ８３、光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）
本体：ステンレス、カバー：ポリカーボネート（乳白）
壁直付型

ＸＬＸ２１０ＡＥＮＣＬＥ９

ｉＤシリーズ直付型２０形
　Ｄスタイル　Ｗ１５０

一般タイプ、１６００ｌｍタイプ
消費電力１１．６Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：鋼板（白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

ＮＹＭ２０２２２ＬＲ９

高天井用照明器具　マルチハロゲン灯４００形器具相当

光束２１３００ｌｍ、消費電力１１２Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ
昼白色、５０００Ｋ、Ｒａ７０、広角タイプ、直付型
光束維持時間６００００時間（光束維持率８５％）、電源内蔵型
本体：アルミ、パネル：ポリカーボネート（透明）、アーム：亜鉛鋼板
約５～１００％連続調光、落下防止ワイヤー付
器具本体（２．５ｋｇ）

センサー

センサー

センサー

10台 7台 4台 3台 2台 1台 2台 1台 2台

1台

Ｂ Ｂ 30 予備予備29

DN

Ｂ

同等品 同等品
同等品 同等品 同等品 同等品 同等品 同等品 同等品

同等品

冨
永

消費電力３３．４W

消費電力　２９．６W

H

搬出物置場
両開きﾄﾞｱ

電灯設備図・器具表 R8・8



図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事
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①

作業室
DN

DN

+600

UP

②

LM-1

換気扇
照明

図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事
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洗車機

3.7kW
30A

CV5.5-4C（3相）

3P 250V 

3P 250V 

IV2.0×6本 E1.6（E25）
上部換気扇（3相）

0.75kW 0.75kW

コンプレッサー2.2kW 溶接機15kVA

CV5.5-3C E2.0（3相）
3P30A

CV14-3C E5.5（3相）
3P60A

VVF1.6-3CE1.6

③

④

ＢＥ

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

溶接機15KVA ２

４

６ 予備予備

ELB3P3E100A

CVT38（105ｍ）

１

３

５

既設ごみ収集施設動力盤

MCCB3P3E100A

洗車機3.7KW

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ-2.2KW

上部換気扇0.75KW×2台
R

3P3E60A 3P3E30A

Ｂ Ｂ ６ 予備予備５

3P3E30A 3P3E20A

3P3E30A

3P3E30A

3P3E30A

3P3E30A

LM-1

動力設備図
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S:1/200 E-6

図面番号設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事
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出入口（庇付）
▲

有効5ｍ有効5ｍ

有効5ｍ 有効5ｍ

片開きﾄﾞｱ
W800W1200

立水栓 立水栓

W250
H3000

W250
H3000排水溝W150

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞW250
排水溝W150
ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞW250

上部換気扇

上部換気扇

排煙窓

排煙窓

排水桝400角 排水桝400角

fix fix fix

×2
×2

99ｍ
82ｍ

90ｍ

78ｍ

25ｍ

粉末ABC

粉末ABC
粉末ABC

粉末ABC

P-2

P-2

P型2級受信機

天井空気管へ 天井空気管へ

1F　複合盤へ

HP1.2-5P

HP1.2-5P
AE0.9-4C

AE0.9-4C

AE0.9-4C

AE0.9-4C

AE0.9-4C

AE0.9-4C

HP1.2-5P
受信機へ

作動分布感知器へ 作動分布感知器へ

AE0.9-4C

AE0.9-4C

×3

DN

DN

UP

2F

1F

受信機P型2級

分電盤P型2級

P型2級

×2 ×2

×4×4

天井高4m以上　60㎡

天井高4m以上　56.32㎡

誘導標識

誘導標識

排煙窓

排煙窓

DN

両開きﾄﾞｱ

H＝4600
重量シャッター

H＝4600
重量シャッター

H＝3700
重量シャッター

H＝3700
重量シャッター

引違い窓 引違い窓

引違い窓
引違い窓

引違い窓 引違い窓

1階床面積：844.56㎡
2階床面積：42.00㎡
延床面積：886.56㎡

冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司
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自動火災報知器・消火器・系統図 R8・8



図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事　
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2
0
,
0
0
0

41,000

6,000 35,000

10,000 10,000 10,000 5,000

2
0
,
0
0
0

41,000

6,000

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

8
,
0
0
0

8
,
0
0
0

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１ ２ ３ ４ ５

10,000 10,000 10,000 5,000

①

②

③

④

⑤⑥

⑦

⑧⑨

⑩

搬出物置場

車両出入口
▼

車両出入口
▼

車両出入口 車両出入口

▲ ▲

▼

作業室

fix

１階平面図　S：1/200

洗車場

２階平面図　S：1/200

10,000

10,000

２ ３

Ａ

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

Ｂ

監視室

±0

+600

±0±0

▲

DN

上部換気扇

fix fix fix

DN

UP

DNCT-5×2（CP19） CT-5×2（CP19）
2F監視室へ2F監視室へ 2F監視室へ

CT-5（CP19）

DR

40型
40型

CT-5

CT-5

CT-5
1F作業室へ

TVMTVM

冨
永

中央監視設備図 R8・8



図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事
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図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事
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図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事
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図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事
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図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司
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工 事 名 称

工 事 場 所

工 事 種 別

主 体 構 造

階 数

面 積

新築 増築 改築

ＲＣ

地上　　階 地下　　階 塔屋　　階

建 物 名 称 延面積（㎡） 備 考

設 備 工 事

設 備 工 事

設 備 工 事

設 備 工 事

設 備 工 事

設 備 工 事

設 備 工 事

給排水衛生設備 空気調和設備

設 備 工 事

設 備 工 事

設 備 工 事

設 備 工 事

工 事 項 目

建 物 概 要

一 般 共 通 事 項

本特記仕様書以外に下記の図書類により工事を施工する。

１）質疑応答書

２）現場説明事項

３）特記仕様書

４）設計図

５）共通仕様書

日本建築家協会編共通仕様書

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修機械設備工事共通仕様書

設備機材等指定表によるほか同等品以上とする。但し、同

この工事に関係ある法律・政令・条例等に必要な届出・手

１）防火区画貫通部の配管は、建築基準施工令第１２９条

　　

２）耐震設備は、「建築設備耐震設計・施工指針」による

　　

　　

　　

１．

２．

３．

４．

給 排 水 衛 生 設 備 工 事

給 水 設 備 工 事

設 置 図 書 の

優 先 順 位

使 用 機 材

届出・手続等

関 連 法 規

給 水 源

給 水 方 式

引 込 管

追 記 事 項

上水道 井 戸 簡 易 水 道

水 道 直 結 高架水槽 圧力タンク

排 水 設 備 工 事

排 水 方 式

放 流 管

接 続 管

追 記 事 項

屋 内

屋 外

合流式 分流式

合流式 分流式

下水本管 側 溝 河 川

衛 生 器 具 設 備 工 事

衛 生 器 具 ＴＯＴＯ

追 記 事 項

給 湯 設 備 工 事

給 湯 方 式

機 器

熱 源

追 記 事 項

局所式 中央式

瞬間湯沸器温水器 ボイラー

ガ ス 電 気 油

ガ ス 設 備 工 事

ガ ス の 種 類
ＬＰＧ

都 市 ガ ス（ガス会社　ＴＥＬ　　　 （　　　）　　　　）

追 記 事 項

消 火 設 備 工 事

種 類
屋外消火栓屋内消火栓 スプリンクラー

連結送水管 泡消火 ハロン消火

追 記 事 項

浄 化 槽 設 備 工 事

処 理 方 式

人員・処理水槽

放 流 水 質

追 記 事 項

単 独 処 理

合 併 処 理 ＦＲＰ製 現場打（　　　　　　　　　　　　　　　　）

空 気 調 和 設 備 工 事

夏 季 冬 季

乾 球 温 度 相 対 湿 度 乾 球 温 度 相 対 湿 度

℃

℃

℃

℃

％ ％

％

外 気

室 内

設 計 条 件

機 器 設 備 工 事

ヒートポンプ 水 冷

吸収式

燃 料 灯 油 Ａ重油

ヒートポンプ 空 冷

冷 凍 機

ボ イ ラ ー

熱 源 機 器
ガ ス

パッケージエアコン ヒートポンプ 空 冷 水 冷

床 置 天 井 カセット

隠 蔽 露 出

空 調 機 器

追 記 事 項

換 気 設 備 工 事

追 記 事 項

換 気 方 式 中　　央　　式

局 所 式

第１種 第２種 第３種

ダ ク ト 設 備 工 事

・厨房排気ダクトの板厚

矩形ダクトの場合（入力合計が１８０００ｋｃａｌ／ｈを超える）

円形ダクトの場合（入力合計が１８０００ｋｃａｌ／ｈを超える）

追 記 事 項

制 御 方 式

自 動 制 御 設 備 工 事

（単位ｍｍ）

（単位ｍｍ）

０．５以上

０．６以上

０．８以上

０．８以上

０．６以上

０．８以上

１．０以上

１．２以上

亜 鉛 鉄 板ステンレス鋼鈑

４５０以下

４５０を超え１２００以下

１２００を超え１８００以下

１８００を超えるもの

ダ ク ト の 長 辺

０．５以上

０．５以上

０．６以上

０．８以上

０．６以上

０．６以上

０．８以上

１．０以上

亜 鉛 鉄 板ステンレス鋼鈑

３００以下

３００を超え７５０以下

７５０を超え１０００以下

１０００を超え１２５０以下

円 形 ダ ク ト の 寸 法

電気式 電子式 空気式

工 事 区 分

建築 空調 衛生 電気 その他 建築 空調 衛生 電気 その他項 目 項 目

工 事 概 要 配 管 材 料 お よ び 保 温 材

名 称

排 水 管

汚 水 管

材 料 保 温 材

通 気 管

給 湯 管

ガ ス 管

冷 媒 管

ド レ ン 管

区 分

シ ン ボ ル 表

給 水 管

排 水 管

汚 水 管

通 気 管

給 湯 送 り 管

給 湯 返 り 管

ガ ス 管

消 火 管

冷 却 水 送 り 管

冷 却 水 返 り 管

膨 張 管

冷 媒 管

ド レ ン 管

ゲート弁・止水栓

チ ャ ッ キ 弁

量 水 器

ガ ス メ ー タ ー

給 水 栓

給 湯 栓

フ ラ ッ シ ュ 弁

混 合 水 栓

排 水 目 皿

床 上 掃 除 口

床 下 掃 除 口

排 水 共 栓

排 水 桝

汚 水 桝

ガ ス コ ッ ク

屋内・屋外消火栓

冷 温 水 送 り 管

冷 温 水 返 り 管

衛 生 器 具

給 水

排 水

ガ ス

消 火

機 　 　 器

換 　 気

配 　 　 管

 CD 

 CDR 

 CHR 

 D 

Ｍ

ＧＭ

温 水 返 り 管

温 水 送 り 管 H 

 HR 

雨 水 格 子 桝

ト ラ ッ プ 桝

 － 

 l 

 ll 

 G 

 X 

連 結 送 水 管 XS 

 E 

 CH 

 R 

は、本工事該当を示す。

空 冷

（汚水・雑排水）

（汚水・雨水）

天井扇

壁 掛

給 湯

Ｔ

ただし、関連事項が相互間に相違する場合は、優先順位は

下記の通りとするが、施工においては予め相違事項を提出

し係員の協議の上決定する。

等品以上とする場合は監督員の承認を受ける。

続きなど請負者が代行して行い、これに要する費用はすべ

て請負者の負担とする。

　　２の５及び国土交通省告示第１４２２号に基づき施工

　　する。

　　こと。

浄 化 槽

％

処理水量　　　　ｍ３／日算定人数　　人

全熱交換ユニット

　　㎎／L

給 水 管

・

・

・

下水本管接続費

下水負担金

動力操作盤までの二次配線工事

動力操作盤までの一次配線工事

雨水竪樋工事

水道本管接続費

給水負担金

天井点検口・壁点検口の供給取付工事

天井開口に伴う下地補強工事

天井開口工事

同上補強工事（鉄骨等の補強含む）

構造体へのスリーブ及び箱の製作取付工事

ダ ク ト

・

ＳＣ

・ ・

・ＴＯＴＯ・ＩＮＡＸ同等品

・

・・

・

ファンコイル
ユニット

・ 機器のコンクリートの基礎工事

・

・ ＩＮＡＸ

鉄骨

ＧＷ保温材 屋内

ＧＷ保温材

ＳＵＳﾗｯｷﾝｸﾞ
屋外

硬質塩化ビニル管(VU)

屋内

硬質塩化ビニル管(VU)

屋内

公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)

各種流し台類

硬質塩化ビニル管(VU)

・

全熱交換ユニット・

別 途 工 事

別 途 工 事

・

・

ユニットバス・水槽・流し台の供給据付工事

・

・

・

・

・

・ 空調機リモコン配線工事(配管は電気工事)

・ 空調機屋内外操作線工事

・ ドアガラリ

耐衝撃性塩ビ管(HIVP)

消 火 管

油 管

換気ダクト

耐衝撃性塩ビ管(HIVP) 土中

機械設備特記仕様書

2

耐衝撃性塩ビ管(HIVP)

硬質塩化ビニル管(VP)

硬質塩化ビニル管(VP)

屋外

屋外

広島県庄原市東城町

東城ストックヤード施設　新築工事

冨
永

東城ストックヤード施設　新築工事

特記仕様書 R8・8



図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1

TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所

　　　　登録番号　23(1)4914号

１級建築士登録

　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事
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図面番号冨永建築設計事務所

広島県庄原市川手町276-1
TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所
　　　　登録番号　23(1)4914号
１級建築士登録
　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事
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器具表

※ 衛 生 器 具 は TOT Oの 参 考 品 番 。

器 具 リ ス ト

器 具 名

洋 風 大 便 器

棚 付 二 連 紙 巻 器 YH650

ウ ォ シ ュ レ ッ ト

概 要 室 名

CS232B SH232BA

TCF6553

流 し 台 1500L

小 型 電 気 温 水 器 REKB12A1

壁 付 シ ン グ ル 混 合 水 栓 TKS05312J

不 凍 水 栓 柱 D-A-2013120

耐 寒 ホ ー ム 水 栓 KTL-10N

1階 2階

1

1

1

1

1

11

1

1

1

1

1

1

1

1

4

4

4

4

1

1

1
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広島県庄原市川手町276-1

TEL　0824-72-6669

１級建築士事務所

　　　　登録番号　23(1)4914号

１級建築士登録

　　　　　第211472号　冨永隆司

設計縮尺東城ストックヤード施設　新築工事

M-5冨
永

自 動 洗 浄 小 便 器

壁 掛 手 洗 器

UFH507CR

LSE870APFRMS

タ オ ル リ ン グ YT51R

合計

ト
イ
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ド
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監
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番号

1

名　　　称 仕　　　様 桝　　　蓋 備　　　考

2

3

4

5

6

汚　水　桝

汚　水　桝

汚　水　桝

汚　水　桝

汚　水　桝

汚　水　桝

90L  100-150

90Y  100-150

90L  100-150

小口径桝
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3
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5
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6
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2
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防護蓋

防護蓋

防護蓋
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小口径桝(段差付)
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防護蓋90Y  100-150

汚水桝リスト
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2
0

汚水縦断図
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